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　大人おとなに続く道があるとしたら、それはどんなだろうか。

　真まっ直すぐだろうか、曲がっているんだろうか。

　それとも、坂道だったりするんだろうか。

　延えん々えんと続く階段だけは勘かん弁べんしてほしいな。

　今、わかっていることはふたつだけ。

　ひとつは、その道の上に立っているということ。

　そして、もうひとつは、たぶん後戻りはできない道だってこと。

　この秋の出来事が、それを教えてくれた気がする。
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「心ってのは厄やつ介かいなんだな……」

　九月一日の朝、猫ねこに邪じや魔まをされたわけでもなく、自然と目を覚ました神かん田だ空そら太たは、ぼんやりと天井を眺めながらそう呟いた。

　さくら荘そうの１０１号室。ここで迎える朝も今日で何日目になるんだろう。空太が学校の問題児の巣そう窟くつであるさくら荘にやってきて、もう一年以上が経けい過かした。心も体もこの部屋で朝起きることにすっかり馴な染じんでいて、今では実家にいるような安心感すらある。

　けど、今け朝さの目覚めは少し様子が違ちがっていた。眠ねむくて半分も目は開かないのに、頭の中だけはやけにクリアで、肌はだを撫なでるようなわずかな緊きん張ちよう感かんがそこはかとなく体内に居い座すわっている。

「ほんと厄介だな……」

　これなら、激はげしい痛いたみや、締め付けるような息苦しさの方が、正面から向き合える分まだ扱あつかいやすい。

　空太は気持ちを切り替かえようと、

「よし」

　と声を上げながら身を起こし、ベッドの上であぐらをかいた。

　不ふ快かい感かんの理由は明白だ。昨日の企画オーディションの結果を引きずっているのだ。

　さくら荘のみんなと花火をしてはしゃいで、全部吹ふっ切ったつもりでいたけど、一ひと晩ばんで忘れられるほど簡かん単たんなものじゃなかったらしい。

　失しつ敗ぱいの記き憶おくを成功の記憶で塗ぬり替えたがっている自分がいる。早く次をやらなくちゃという想いがどうしようもなく体を疼うずかせていた。

　焦っても仕方がないと理り屈くつではわかっているのに……。

「これやばいな。今日から学校だぞ……てか、今何時だ？」

　あくびを噛かみ殺しながら枕まくら元もとの時計を見る。

　時計の針はりは四時半を示しめしていた。

「まだ夜じゃん」

　眠たい目を擦こする。二に度ど寝ねをしたいけど、このそわそわした感じが邪魔をして、簡単に夢ゆめの世界に逃にがしてくれそうにない。

「はあ……」

　ため息のあとで、空太は大きく息を吸すい込こんだ。すると、嗅かぎ慣なれない臭においが部屋の空気に混まざっていることに気がついた。知らない臭いではないけど、空太にとっては日常的なものでもない。

「これって……」

　たぶん絵の具とか、その手の塗と料りよう独どく特とくのものだ。

　なんで、それが自分の部屋でするのか。

　不思議に思いながら薄うす明あかりの室内を見回すと、側面の壁かべが異い様ような存在感を放っていた。昨日までは何の変哲もない殺風景な無地の壁紙だったのに、その一面に絵が描えがかれている。

　一番目立つ中心部分には、後ろ足二本で直立した猫ねこ型がたの巨大ロボット。その周囲には敵てきと思おぼしきこれまた猫型の巨きよ大だい怪かい獣じゆうが無数に群むらがっている。絵え柄がらや色づかいはメルヘンチックでかわいらしいのに、どこか殺さつ伐ばつとした雰ふん囲い気きがあって興味をそそられる。秋の新番組のイメージボードだろうか。

「なんだこれ」

　できれば夢ゆめであってほしい。けど、ここさくら荘そうには、このくらいの悪戯いたずらは呼吸をするのと同じくらい自然にやってのける宇宙人が住んでいることを空そら太たはよく知っている。夢と現実、どちらの確率が高いかと聞かれたら、残念ながら現実と答えるしかない。

　壁の落書きをどう処しよ理りしようか考えていると、拾ってきた七匹の猫たちのために半開きにしてあったドアが、外側から勢いきおいよく全開にされた。

「おはよー、こーはいくん！」

　今日もハイテンションで部屋にやってきたのは、２０１号室を根ね城じろにしている宇宙人、上かみ井い草ぐさ美み咲さきだ。罪つみの意い識しきなど微み塵じんも感じさせない太陽のような笑みが眩まぶしい。もう学校に行く気なのか、制服姿で肩かたからは鞄かばんも提さげていた。

　寝ね起おき早々に美咲の相手は体にやさしくない。

「俺おれ、こんな目覚め方は嫌いやなんで、やり直してきます」

　ベッドにうつ伏ぶせに倒たおれ込こむと、空太は頭から枕まくらを被かぶった。

「もう朝だよ、こーはいくん！　学校に行かないと！」

「四時半はまだ夜です！」

「三時過ぎたらもう朝だよ！」

　ぐいぐいと美咲が枕を引っ張ってくる。

「三時なんて昨日みたいなもんですよ！」

「今日から二学期がはじまるのに、どうしてこーはいくんは元気がないんだ！　どうして枕と恋人になろうとしてるんだ！　あたしのこーはいくんを返せ〜！」

　わけのわからない主張をしながら、美咲が枕を奪うばっていく。おかげで、空太の防ぼう御ぎよ力りよくは一気に低下した。

「さあ、こーはいくん、もっと興こう奮ふんしていこう！　学校行こうよ！」

「学校だって開店前ですよ！」

　そう言いながら、空太は身を起こした。美咲に返事をしていたせいで、完全に目が覚さめてしまった。

　両手を腰こしに当てた美み咲さきと向かい合うと、その背後に壁かべ一いち面めんの落書きが見えた。心の中で深いため息を吐つく。ほんと夢ゆめであってほしい。

「あとでちゃんと消してくださいよ、それ」

「これは『銀ぎん河が猫ねこにゃぼろん』だよ！」

「一ミリも聞いてません！」

「あたしが幼よう稚ち園えんの年長さんの頃ころからあたため続けている長編アニメのキャラクターでね、中央にいるのが主役ロボの『にゃぼろん』なんだよ！　宇う宙ちゆう侵しん略りやく者しやのニャンゴロー星人から地球を守る決戦兵器で、元々は二十年前に地球へやってきた最初のニャンゴロー星人を倒たおした後に、その体たい細さい胞ぼうを研究して、培ばい養ようして、あとは時空が歪ゆがむとかして完成させた、地球の科学と宇宙侵略者のハイブリッドロボットなの。ちなみに、全長は三百三十三メートルで、東京タワーと同じだよ！　覚えやすいでしょ！」

　にゃぼろんの隣となりには、サイズを比較するためなのか、きちんと東京タワーが描えがかれている。正直、どうでもいいのだが……。

「俺おれ、今日はちょっとシリアスでアンニュイな一日を過ごす予定だったんですよ！　先せん輩ぱいのせいで台無しなんすけど！　俺の青春の憂ゆう鬱うつを返してください！」

　目覚めたときの倦けん怠たい感かんはどこへやら。美咲の登場でものの見事に粉砕されてしまった。さくら荘そうでは感傷に浸ひたることすら許ゆるしてもらえないらしい。

「そんなに知りたいのなら教えてあげよう！　にゃぼろん開発には、過か酷こくな試練に挑いどみ、情熱と命と魂たましいを捧ささげた男たちの熱きドラマがあるんだよ！」

「ええ、もちろんわかってましたとも。俺ごときに美咲先輩は止められないって……」

　もうまったくもって本当に空そら太たの話なんか聞いちゃいない。

「にゃぼろん開発はまさに試練の連続だったんだよ！　開発中の事故で仲間を失い、スケジュールの遅れから開発費は削減され、理論は完成しているのに起動しないという失敗に次ぐ失敗で現場の士気も下がる一方！　ついには、開発者の何名かが完成を諦あきらめ、工場から出て行こうとする。そのとき、現げん場ば監かん督とくの猫ねこ又または言った。『お前さんたち、ここを出て行って次はどんな仕事をしようっていうんだ？　ああ、かまわねえ。別に引きとめようってんじゃねえさ。けどよぉ、どうせ歯ぁ食いしばって何かをしようってんなら、歴史に名を刻きざむ仕事を俺としねえか？　死んでいったあいつらに胸張れるようなよぉ』と……。その猫又の言葉が、再び現場に活気を呼び戻した！」

「ほんとに男たちの熱きドラマっぽいな！　昭和のにおいがぷんぷんするわ！」

「全部説明すると五時間ぐらいかかるんだよね〜。どうする？」

「ちょっと興味湧わいたけど、ぜひ、遠えん慮りよします！」

「じゃあ、にゃぼろんの話の続きをするね。銀河猫にゃぼろんのコンセプトは、ハードアンドハードボイルドアンドボイルドが売りでね」

「そっちもしなくていいです！　しかもコンセプト意味不明だし！　なんだこれ！　ほんとに、今の俺おれはなんだこれ。どういう状じよう況きように巻まき込こまれてんだよ……お願い、誰だれか教えて！　そして、助けて！」

　その切実な願いは誰にも届かない。

「にゃぼろんのパイロットになるには、特別な資し格かくが必要で、人生のどん底を味わった人間にしか乗れないんだよ」

「なんちゅー設定だ！」

「動力のネガティブリアクターを臨りん界かい点まで持っていくには、しんどい人生経験が必ひつ須すなんだもん！　というわけで、主人公の猫ねこ介すけは、第一話の冒頭で十年来らいの恋を実らせて、ヒロインの猫ねこ子こと幸せいっぱいで結婚するんだけど、式の当日、二十年の沈ちん黙もくを破やぶり、第二のニャンゴロー星人が現れて、地ち球きゆう侵しん略りやくを再開したものだから、もう大変！　兄の猫ねこ吉きちをニャンゴロー星人によって目の前で殺された猫介は、鼻水をぶら〜んとさせながら号泣して、復ふく讐しゆうに燃え上がり、打倒ニャンゴロー星人に立ち上がるの！」

「あの〜、ちなみに、この話は何時間続くんですか？」

「三日あれば終わるかな」

　楽しそうな美み咲さきの顔が、今は恐ろしいものに見えた。

「今すぐやめてください！　四時半に起きたのに学がつ校こう遅ち刻こくするから！」

「しかし！　ニャンゴロー星人は人類を超越した肉球を持つ存在で、生なま身みではもちろんのこと、戦せん闘とう機きに乗っても勝ち目はないんだよ」

「人類を超越した肉球ってなに？　肉球がすでに人類にないよね？」

「苦悩の末、猫介は決断する！　ここ第一話の見せ場ね！　なんと、猫介は、十年想い続け、ようやく結婚にたどり着けたというのに、猫子に離婚届を突き出すんだよ！　人生のどん底を知るために！　『俺は肉球が許ゆるせねえ。すまねえ。わかってくれとは言わねえよ。俺を恨うらんでくれ。あばよ』と言って猫子の前から姿を消すの！　その後、傘かさも差さずに雨に打たれながら路地裏で咽むせび泣くんだよ！」

「どういうテンションだよ、猫介！　その辺がハードアンドハードボイルドアンドボイルド？　しかも、あばよって、そんな古代語使う人もういません！」

「そして、にゃぼろんのパイロットとなった猫介は！」

「──ニャンゴロー星人との戦いに明け暮くれていくのでした、めでたし、めでたし。はい、終了！」

「こーはいくん、ノリわる〜い。あたしのテンションを下げて楽しいか！」

「少しも下がったように見えませんけど？　こういうネタは仁じんさんにでもしてください。脚きやく本ほん書いてもらって、アニメ作っちゃえばいいじゃないっすか」

「……そうだけどさ」

「ん？　あれ？」

　今度こそ本当に美み咲さきのテンションが下がっている。しょんぼりした様子で、空そら太たの隣となりにちょこんと座ってきた。

「……仁じん、帰ってきてないもん」

　どうやら見事に地雷を踏ふんだらしい。

「お泊とまりだもん……」

　膝ひざを抱かかえて美咲が小さくなる。

「あ、いや、それはその……ごめんなさい」

「今は、他の女の人と一緒なんだもん……」

　美咲は幼おさななじみの三み鷹たか仁に恋をしているのだ。嵐あらしのような性格からは想像もできないほどピュアな感じの。

　見ていられなくて、空太は壁かべの絵に視線を逃がした。何か話題を探さないとまずい。このままでは美咲がどんどん落ちていく。

「先せん輩ぱい、あれ！　あれはなんですか！」

　壁の一点を指差す。左の方にだいぶ猫ねこ背ぜで、口から煙が出ている一回り大きい屈くつ強きようなニャンゴロー星人が描えがかれていた。逆立った毛は、ヤマアラシのようだ。

「お〜、さすがこーはいくん！　目の付け所が違うね！　あれは六人の大だい幹かん部ぶのひとり『猫背のアイン』だよ！」

　すると美咲が一気に息を吹ふき返す。

「ちなみに、六人の大幹部は他に『猫目のツヴァイ』『猫口のドライ』『猫舌のフィア』『猫飯のフンフ』『キャットファイトの猫ねこ吉きち』がいるんだけどね」

「ひとりだけ名前の統一感がないんですけど。それ、猫ねこ介すけの死んだ兄あに貴きの名前じゃなかったでしたっけ？」

　わざわざ名前を覚えている自分が恨うらめしい。けど、これで美咲が元気を取り戻もどしてくれるのなら安いものだ。

「そこが味み噌そだよ！　猫吉は実は生きていて、寝ね返がえっていたの！」

「え？　なんで？」

「猫吉はずっと猫ねこ子こに片想いをしていたんだよ！　それなのに、猫介が離婚届を突きつけて猫子を泣かしたものだから、猫吉はぶち切れたわけなんだよね！」

　何やら無む駄だに人間関係が複雑だ。猫介は猫吉の仇かたきを取るために戦う決意をしたのに、その決意が猫吉を敵方に走らせたというわけか。しかも、その理由が女……早朝から真ま面じ目めに解かい釈しやくするような話じゃない。

「話を戻すと、早くも第三話で登場した大幹部『猫背のアイン』の戦せん闘とう力りよくはすさまじく、人類の六割が死し滅めつするんだよ！」

「なんかもうそれ全然地球守れてないじゃん！」

「しかも、猫ねこ介すけもにゃぼろんに乗る前に、瓦が礫れきに潰つぶされて死んじゃうの」

「主人公でしょ!?」

「さあ、どうなる地球！」

「もういっそ滅ほろんでしまえ」

「だが、希望の光はあった。人生のどん底を知った人間はひとりじゃない！　幸せの絶ぜつ頂ちようで離婚届を突きつけられた猫ねこ子こがにゃぼろんのパイロットになることを決意したのだ！」

「どん底どころの騒さわぎじゃないでしょ、猫子は……。新婚早々で離婚届は突きつけられるわ、その元夫は死ぬわ、身も心もぼろぼろなのに、パイロットなんて大丈夫なんすか？　心がぽっきり折れてるんじゃ？」

「こーはいくん、女は強いんだよ！　しかも、猫子は元もと航こう空くう自じ衛えい隊たいの戦せん闘とう機き乗りで、パイロットとしてのセンスも抜ばつ群ぐんで超強い！　猫介なんて目じゃない！」

「だったら、最初からそいつを乗せておけ！　猫介を返して！」

「わかってないな〜、こーはいくん、その猫介の死が猫子を修しゆ羅らへと落とし、復ふく讐しゆうに燃える女に変えたんだよ。女の恨うらみはすごいんだよ！　しつこいんだよ！　ねちっこいんだよ！　面めん倒どうくさいんだよ！　付き合いはじめて一年が経った頃、猫介が若い娘に浮気したんだけど、猫子は猫介じゃなくて、相手の女をひっぱたきに行くようなイタイ女なんだから！」

「恐い！　恐いよ、猫子！　そんなやつが主人公でいいんすか？　数字取れる？　子供のトラウマにならない？」

「毎回、鬼おにの形相で、猫子はニャンゴロー星人を千切っては投げ、千切っては投げ、そして、たまにコブラツイト！」

「猫子は強いな〜。すごいな〜」

　さすがに美み咲さきについていくのは、そろそろ限げん界かいだ。このままでは脳のうが溶けてしまう。

「突とつ然ぜんですが！」

　美咲がびしっと空そら太たを指差してきた。

「こーはいくんに言っておきたいことがある！」

「ほんと突然だな！」

　空太を差した指を、美咲が横にずらしていく。それは時計のところで止まった。

「その時計、止まってるよ」

「は？」

　言われるままに、枕まくら元もとの時計を再度確認してみる。本当に秒びよう針しんが動いていない。

「げっ！　って、ほんとは今何時!?」

　慌あわててケータイを掴つかんで液えき晶しよう画が面めんに注目する。デジタルの表示は八時を示していた。

　とっくに学校に行く準備をはじめていないとまずい時間だ。道理で電気なしでも部屋が明るいと思った。

「なんてタイミングで時計の電池が切れてんだよ……」

「それは違ちがうぞ、こーはいくん！」

「なにがっすか？」

「時計の電池はあたしが預あずかっている！」

　美み咲さきが高々と単三電池を天に掲げる。

「手の込こんだ悪戯いたずらをしないで！」

　そう叫さけびながら、空そら太たは美咲を残して部屋を飛び出した。文もん句くを言っている場合じゃない。

　ここから学校までの距きよ離りは徒歩で約十分。普段は、八時二十分に寮りようを出ている。急いで準備をすればまだ間に合う時間だが、それは空太ひとりの場合の話だ。

　空太には面めん倒どうを見なければならない相手がいる。さくら荘そう２０２号室の住人である椎しい名なましろだ。起こすのに五分。寝ね癖ぐせを直してあげるのに五分。着替えさせるのに五分。意味不明なやり取りに五分。朝ご飯を食べさせるのに十五分。二度寝を起こすのに十分。再び理解不能なやり取りに五分は必要になる。その他、不確定要素を含めれば、今から準備したのでは絶対に間に合わない。

　遅ち刻こくを回かい避ひする手段を模も索さくしながら廊ろう下かを走っていると、後ろからきた美咲にあっさりと追い抜ぬかれた。

「いってきま〜す！」

　元気いっぱいに美咲が玄げん関かんを飛び出していった。それを見送ることなく、空太は顔を洗うために洗面所に駆かけ込む。すると、その足がやわらかいものを踏ふみつけた。驚おどろいた空太の動きがぴたりと停止する。

　恐おそる恐る、洗面所の床ゆかを確認した。何か落ちている。女性物のパジャマの上下。レースのキャミソール。それとお揃そろいの純じゆん白ぱくのパンツが、くしゅくしゅに丸まって無造作に脱ぬぎ捨すてられていた。

　照れるでも慌あわてるでもなく、空太は天を仰あおいだ。

　持ち主の正体はわかっている。なんたって、パジャマもパンツも、昨日空太がましろのために用意したものなのだから……。見覚えがあって当然だ。

「こんなに脱ぎ散らかして」

　放置しておくわけにもいかず、空太はパジャマを拾い上げ、キャミソールを回収した。

「俺おれはお母かあさんか」

　最後に丸まったパンツを手に取る。

　その瞬しゆん間かん、予想外の事じ態たいに心しん臓ぞうが跳はね上がった。

　手にした布切れは、どうしたことか生温かい。

　人ひと肌はだのぬくもりが残っている。

「ちょっ、これって!?」

　脱ぬいで間もない新しん鮮せんなパンツだ。

　手のひらに変な汗あせをかいた。

「なんてもん、放置してんだよ！」

　一いつ刻こくも早くパンツを処しよ分ぶんしないとまずい。

「こんなとこ誰だれかに見られでもしたら……」

　確実に人生が終了してしまう。

　そのとき、空そら太たの背後から、絶ぜつ望ぼうの足音が近づいてきた。

「見られでもしたら、どうなるの？」

　背せ筋すじをぴんと伸のばした姿勢で、空太は首だけで振ふり向いた。

　洗面所の前にいたのは、この夏に２０３号室に引っ越こしてきたクラスメイトの青あお山やま七なな海みだ。すでに制服に着き替がえていて、出かける準備は万ばん端たん。さすが優等生。遅ち刻こくの心配なんて少しもないようだ。

　その七海の目が、空太の手元に向かった。そこにあるのはパジャマの上下、キャミソール、それと丸まったパンツだ。

「先に言っておきたいことがあるんだけど、聞いてくれるかな？」

「『最後に』じゃなくて？」

　機き嫌げんがいいのか、七海はなぜだかニコニコしている。

「ちっ、違ちがうんだって！　当番の仕事なんだよ！」

「客観的に、そうは見えないけど？」

　七海の笑顔が恐い。目だけ笑っていない。

「な、なら、客観的には、どう見える？」

「変態」

　即そく答とうだった。

「蛹さなぎから蝶ちようへ？」

「人間から人間のクズへ」

　侮ぶ蔑べつの眼まな差ざしが空太を待っていた。

「ほんと違うんだって！　椎名が脱ぎ散らかすから！」

「ふ〜ん、ぬくもりを堪たん能のうしてたのをましろのせいにするんだ」

　慌あわてて、パジャマと下着を洗せん濯たく機きに放り込こむ。

　今は七海に罵倒されている場合ではない。学校に行く準備をしなければならないことを空太は思い出した。

「てか、椎しい名なは？」

　空太の声に返事でもするように、風ふ呂ろ場ばのドアが開いた。

「呼んだ？」

　風ふ呂ろ場ばからの熱気が洗面所に流れ込んできて鏡かがみを曇くもらせる。空そら太たは反射的に声がした方を見てしまっていた。

　湯煙の中に裸はだかのましろが立っている。細く引き締しまったスタイルのよさと、雪のような肌はだの白さが空太の視界を明るく照らす。

　ましろが空太を見ている。空太もましろを見ていた。お互い、瞬まばたきを二回。

　空太は悲鳴を上げるでも、取り乱すでもなく、無言のまま風呂場のドアを外からぴしゃりと閉めた。

「よし」

「今のどの辺が『よし』なのよ！」

　両手を腰こしに当てた七なな海みが下から睨にらみつけてくる。

「ドッキリなハプニングで、毎回俺おれがパニくると思ったら大おお間ま違ちがいだ」

「鼻血を垂たらしながら言う台詞せりふじゃないでしょ！」

「げ、まじで？」

　曇った鏡を拭ふいて、空太は自分の顔を確認する。どうしたことか、ほんとに鼻血が出ていたので、慌あわててティッシュを突っ込こんだ。

　その後ろで、風呂場のドアが少しだけ開いた。鏡かがみ越ごしに見ると、巣す穴あなから外の様子を窺うかがう小動物のように、小さな隙すき間まからましろが顔だけを覗のぞかせている。

「空太は下着ドロボー？」

「違うわ！」

「のぞき？」

「ただの事故だ！」

「見たいの？」

「見せてくれるのならね！」

　やけになって本音を答えてやった。

「開き直らないの！」

　七海に怒られてしまった。ましろはというと少し思案顔だ。

「ましろも考え込まない！」

「空太がどうしてもって言うなら」

「よ〜し、だったら、どうしてもだ！」

「悪ノリしないの！　ましろは早く着き替がえて！」

　七海に首根っこを掴つかまれて、空太は洗面所の外に連れ出された。

「椎しい名な、急げよ〜」

　そう念を押してからドアを閉め、七海の小言を聞くために、心の準備をした。けど、七海は小さく息を吐はいただけだった。呆あきれられている。諦あきらめられている。これなら、罵ば倒とうされた方がまだましだ。

「私、もう出るから」

「お願いだから、せめて、罵ののしってくれ！」

「神かん田だ君、自分の発言を見つめ直した方がいいよ。もう手て遅おくれかもしれないけど」

　本気で呆れられている。

「違ちがう！　見捨てないでって意味だから！」

「どの道、時間ないからやめとく。今日から委員会の朝礼があるの」

「ん？　委員会って？」

「文化祭実行委員」

「うわ〜、厄やつ介かいなもん抱かかえ込こんでるなあ」

　空そら太たたちの通う水すい明めい芸術大学付属高等学校、通称スイコーの文化祭は、大学と合ごう同どう開かい催さいをするため、その規き模ぼは普通の高校とは一線を画かくしていることで有名だった。毎年、十一月三日の文化の日から、一週間ぶっ続けで行われ、赤レンガ通りの商店街とも協力をしており、学校行事というよりは街のお祭りといった方が相応ふさわしい盛もり上がりを見せる。もちろん、この地域で一番派手な催もよおしだ。

　そのため、文化祭実行委員の仕事は多た岐きに渡り、遣やり甲が斐いもある反面、めちゃくちゃハードなことで知られていた。

「青あお山やま、大丈夫か？」

　学校と委員会だけなら心配ないが、七なな海みの場合は生活費をバイトで稼かせぎ、その上、夢ゆめを叶かなえるために声優の養成所にも通っていて何かと負ふ担たんが大きい。肉体的には相当しんどくなるはずだ。

　七海には無理をして倒たおれた前科もあるので、空太は少し心配だった。

「大丈夫だよ」

「あんま信用できないんだけど、青山の大丈夫は」

「それを言われると、立場ないけど……。忙いそがしくて大変なときは、その……神田君に頼たよるから……」

　尻しりすぼみに七海の声は小さくなっていった。不安に揺ゆれる瞳ひとみで、様子を窺うかがうように、上うわ目め遣づかいで空太を見ている。

「ダメ？」

「い、いや、いいけど」

　こういう七海を前にすると、どうも調子がおかしくなる。しっかり者の印象が強い分、頼られるとうれしさが倍ばい増ぞうするせいかもしれない。

「そんなこと言うと、ほんとにお願いするよ？」

「おう、いいぞ」

「今の言葉、忘れないでよね」

「わかったから、遅おくれないで行けよ」

「それは神かん田だ君の方でしょ。また学校で」

　小さく手を振ふると、七なな海みはご機き嫌げんな足取りで出かけて行った。何かいいことでもあったんだろうか。

「あんたら見てると朝から虫むし唾ずが走るわね」

　そう言いながら管理人室から出てきたのは、さくら荘そうで一いつ緒しよに暮くらす美術教師の千せん石ごく千ち尋ひろだ。濃こいめのメイクに、若さの香る華はなやかなデザインのスーツを着ている。気合い十分だ。二学期の初日だからだろうか。それとも、夜に合コンでも控ひかえているんだろうか。まあ、理由なんてどうだっていいのだが……。

「生徒に向かって虫唾が走るはないと思うんですけど」

「神田、初日から遅ち刻こくなんてしたら、心に消えない傷きずを負わせるから覚悟しときなさい」

「もうなんていうか、先生ってすごいですよね。ある意味、尊そん敬けいします」

「あんたの生活態度が悪いと私の評ひよう判ばんが下がるのよ。わかってんでしょうね」

　こんなんでも、学校では頼たよれる教師と思われているんだから世の中間ま違ちがっている。

「ましろと、赤あか坂さかも連れてきなさいよ」

「なに、さらっと難なん題だいを追加してんすか！　椎しい名なはいいけど、赤坂は無理です！」

　空そら太たの隣りん室しつである１０２号室に住む赤坂龍りゆう之の介すけは、極度の引きこもり体たい質しつで、もう五ヵ月以上学校に行っていない。それどころか、さくら荘の中でも姿を見かけない始末で、時々、赤坂龍之介なる人物は、実在していないんじゃないかと錯さつ覚かくに陥おちいるほどだ。

「あんた、冷たいのね。友達は大切にしなさいよ」

「先生は生徒を大切にしてください！」

「や〜よ。何の得にもならないこと」

　とんでもないことを言うだけ言って、千尋はさっさと学校に出かけていく。

　取り残された空太は、廊ろう下かの奥に見える１０２号室のドアに声をかけた。

「お〜い、赤坂〜。今日から二学期だぞ〜」

　もちろん、返事はなかった。

　一応、メールでも知らせておこうと、空太は部屋に戻ってケータイを掴つかんだ。

　──今日から二学期だぞ

　すると、異常な早さで返信が来た。これは恐おそらく自動メール返信プログラムのＡＩであるメイドちゃんからだ。

　──ただいま龍之介様はラジオ体操第二のゴリラのような動きに、一体何の意味があるのかをそれはもう熱心に検けん証しようされている最中にございます。ですので、空太様からのせっかくのメールですが、龍りゆう之の介すけ様にお取り次ぎすることはできません。申し訳ありませんがご理解のほどよろしくお願い致いたします。スタンプを押おしてあげたいメイドちゃんより

　予想通り、返信は龍之介からではなかった。龍之介は何をしたいんだろうか。いや、これは、あれだろうか。メイドちゃんジョークというやつだろうか。たぶんそうだ。そういうことにしておこう。

　空そら太たは早々に龍之介のことは諦あきらめ、洗面所の前に戻もどると、今度はましろに呼びかけた。随ずい分ぶん待ったから、さすがに着き替がえ終わっているはずだ。

「椎しい名な？　服着たか？」

「空太」

「まだなら早くしろよ。遅ち刻こくするぞ」

「着替え持ってきて」

「今、それを言うのかよ！　この数分間、なにをやってた！」

「裸はだかで立ってた」

　二階に向かおうとしていた空太はその声を背中で聞いてずっこけそうになった。

　ましろの部屋で制服のブラウスにベスト、スカートと靴くつ下した、それにピンクの下着の上下を床ゆかから拾い上げ、念のためバスタオルも持って洗面所に戻った。

　ドアの隙すき間まから、ましろに手渡す。

「制服？」

　なぜだか、疑問が返って来た。

「一応、説明しておくと今日から二学期だからな」

「……にがっき？」

　なんだか、知らない言葉を口にしているような感じだ。

「お前、二学期知ってるか？」

「名前くらいは」

「ほう」

「食べたことはないわ」

「んなもん食ったら腹はら壊こわすわ！」

「そう？」

「いいから早く制服を着て！　遅刻したら心に消えない傷きずを負わされるんだよ！」

　そう言ってましろを急せかすと、空太は自室に戻って着替えを済ませ、鞄かばんを引っ提さげてから再び二階に向かった。夏休みの間お休みしていたましろの鞄に荷物を詰つめて、急ぎ一階に駆け下りる。

　なんで朝からこんな罰ばつゲームみたいに走り回っているんだろうか。起きたときは、もっと気けだるげな雰ふん囲い気きだったはずなのに……。すっかり、いつも通りの展てん開かいだ。

　一階に戻もどると、制服に着き替がえたましろが洗面所から出てきた。ただし、髪かみは濡ぬれたまま、靴くつ下したは片方だけ、ブラウスの裾すそはだらしなく半分はみ出している。

「あ〜、もう、お前な！　ちゃんと着替えろ！」

「早くって言ったのは空そら太た」

「完全体で出てこいや！」

[image: ]

　バスタオルを出してましろの髪を拭ふいてやる。時間がないので、ドライヤーは諦あきらめた。洗面所のカゴの中に残っていた靴下を手に取り、はかせてやろうとましろの前でしゃがみ込こむ。

「ほれ、足上げろ」

　ましろが右足を持ち上げる。靴下をはいている方だ。

「バカにしてんのか！」

「してないわ」

「だったら、どういう意味だよ！」

「知らない」

「誰だれか、俺おれによく効きく頭ず痛つう薬やくをください！」

　今度こそ、ましろは左の生足を持ち上げた。白くて、細くて、すべすべで、艶つや々つやの足に靴下をはかせる。それから、ブラウスの裾は自分で直させて準備完了……と思ったら、靴下が入っていたカゴの中に、もうひとつの忘れ物を発見した。

　ピンク色のパンツ。

「おい……」

　先にましろは洗面所を出て行こうとしている。

「空そら太た、遅ち刻こくするわ」

「その前に、パンツをはけ！」

「遅刻してもいいの？」

「そんなのどうだっていい！」

　思い出したくない過去の出来事が、空太の脳のう裏りに蘇よみがえっていた。

　あれは四月の出来事だったと思う。前に一度だけ、ましろがパンツをはかずに登校するという大事件があった。あの日は、一日中パンツのことしか考えられず、散々な目にあったのだ。あんなのは二度とごめんだ。

　ましろにパンツを手渡す。

「早くって言ったのは空太なのに」

「だからって命より大事なものを省しよう略りやくすんな！」

　空太のありがたい指し摘てきに感謝することもなく、ましろはしぶしぶといった様子で前かがみになると、空太の見ている前でパンツに両足を通した。

　その自然な動作に、空太は目を背そむけるのを忘れた。

　パンツを引き上げながら、ましろが身を起こしていく。お尻しりをつんと後ろに突つき出した格かつ好こうで、ましろはスカートの両りよう脇わきから手を突っ込こむと、ピンクの布切れを大事な部分まで持ち上げた。それから、空太にとっては未知の空間であるスカートの中で、手をもぞもぞと動かし、納なつ得とくした様子で裾すそを正しながら両手を引き抜ぬいた。

「お、お、おっ！　おおっ！　おまっ！」

「オットセイの真ま似ね、下へ手たね」

「誰だれがするか！　俺おれが出て行ってからはけよ！　びっくりしたなあ、もう！」

「空太、急に変よ」

「色々と見えたらどうする気だよ！」

　ましろがスカートの裾を確認する。

「見た？」

「見えなかったけど、ちょっとは気をつけろ！」

　見えた、見えない以前に、スカートに手を突っ込んでもぞもぞしている絵え面づら自体が色々と想像力を駆かり立ててまずいのだ。

「お前、ほんと、自覚持てよ？」

　今日から二学期で、また学校生活がはじまるというのに、これでは何をやらかすかわかったものではない。

「大だい丈じよう夫ぶよ」

「全然、信用できないんだけど」

「空そら太たがなんとかするもの」

「最初から俺を頼たよるな！　俺のことをちょっとは疑ってほしいんだけど！」

　必死の空太をよそに、ましろはもう会話に飽あきたのか、そっぽを向いている。

「ねえ、空太」

「なんだよ！」

「遅ち刻こくするわ」

「お前に言われると、むちゃくちゃ腹はら立たつな、それ！」

　時間がないことを思い出し、空太はましろの手を引いて玄げん関かんを飛び出した。

　八時三十分を回っている。

　全力で走れば間に合うかもしれない。けど、ましろの足の遅おそさは夏休みに目まの当たりにしている。しかも、ただ遅いだけじゃなくて、空太が引っ張ってあげないと、走ろうとすらしないのだ。手を繋つないで仲良く登校なんてしたら、学校中の噂うわさになってしまう。

「こうなったら奥の手だ」

　玄関の脇わきに置かれた自転車に目を向ける。何年も前の卒業生が、いらないからと残していったらしい代しろ物もので、絵に描かいたようなママチャリだ。古くなってサビが目立つけど、この際、走ればなんだっていい。

　ふたり分の鞄かばんをカゴに入れて、サドルに跨またがる。

「椎しい名な、後ろ！　早く早く！」

　ましろが音もなく横向きに座った。

「落ちないように掴つかまっておけよ」

　ましろが空太の体に両手を回してくる。腰こしから背中にかけて、体温が覆おおいかぶさってきた。華きや奢しやなくせに、ましろの体はやわらかい。風ふ呂ろ上あがりなのも手伝ってか、あたたかくて、いい匂においがした。

「あんま密みつ着ちやくすんな！　手元がぶれて事故るから！」

「空太はわがままばかり言う」

「そろそろどっちの言い分が正しいか、信用できる機関にジャッジしてもらいたいな！」

　背中の感触から意識を遠ざけるために、空太はペダルを踏む足に力を込めた。

　走り出した自転車は、さくら荘そうの前のゆるやかな坂道を下って徐じよ々じよに加速していく。

　汗あせばんだ肌はだに触ふれる風がとても気持ちいい。湿度はまだまだ高いけど、九月初日の空気は、秋の気け配はいをちゃんと含んでいて、青白い空には、これからの涼すずしい季節を思わせる薄うすい雲が遠くまで広がっていた。

　そのことが、夏休みは終わったんだと、空太を妙みように納なつ得とくさせた。同時に、長かった休みに対する未練も空の雲と同じように消えていった。

　だるいとか、面めん倒どうくさいとか、タイムマシンがほしいとか言っていた去年までの夏休み明けとは気分からして全然違ちがう。企画オーディションへの挑ちよう戦せんが自分を変えたんだろうか。ましろとの出会いが自分を変えたんだろうか。それはわからない。わからないけど、自分の心が前に進むことに飢うえているのだけは、今はっきりと自覚していた。

　どうしようもなく、疼うずくし、焦あせるし、駆かけ出したくなる。

　だから、二学期がはじまるという事実が気持ちいい。自転車をこいでいるという実感が不思議と充実感をもたらしてくれる。

　今け朝さ方がた感じていた渦うずを巻くような焦しよう燥そうも、この瞬間には空そら太たの原動力になっていた。

「なあ、椎しい名な」

「空太はすぐ約束破やぶる」

　ふたりきりのときは、名前で呼ぶ約束だった。

「なあ、ましろ」

　まだ少し緊きん張ちようする。

「なに？」

「連載、がんばれよ」

「うん」

　わずかにましろの腕うでに力が入った気がした。いや、気のせいかもしれない。

「空太も」

「ん？」

「わたし、応おう援えんしてるから」

　予想外のましろの発言に、空太は何も答えられなかった。

　体の中心があったかくて、我が慢まんしようと思っても顔がにやけてしまう。知らなかった。誰だれかに応援されることが、こんなにもうれしいなんて。

　ペダルをこぐ足に力がこもる。振ふり落とされないように、ましろが身を寄よせてきたのが、今度こそはっきりとわかった。

　ましろには心を動かされてばかりだ。最初は、その儚はかなげな印象に胸むねを打たれ、すぐに、その生せい活かつ破は綻たん者しやっぷりに愕がく然ぜんとさせられ、気がつくと、その一いち途ずに努力を重ねる姿に焦あせらされていて、いつしか、自分も何かをしようって気にさせられていた。

　ふとした仕草や行動に、ドキッとさせられるのなんて、もう毎日のことだ。少し前までは、それを情けないと思っていた。でも、今は違ちがう。そんな時間を楽しいと思っている。

　まずはプログラムの勉強をきちんとやろう。企画の立案も継けい続ぞくするけど、次は試作をして遊べるものを作りたい。プレゼンを有利に進めるために必要だからとか、そういう打算的なことではなくて、純じゆん粋すいに何かを作りたいという気持ちが空太の中に芽め生ばえていた。

　児童公園の前を通り過すぎたところで、ましろが背中に頭を預あずけてきた。嫌いやな予感に誘さそわれるまま振り向くと、予想通りましろは両目を瞑つぶっていた。規き則そく正しい呼こ吸きゆうのたびに肩かたが小さく上下している。

「寝ねるなって！」

「起きてるわ」

「ならいいけど、まじで寝るなよ？」

　左右の景色が流れていく。

「七なな海みとなに話してたの？」

　目を瞑ったままでましろが聞いてきた。

「お風ふ呂ろの前で、何か話してた」

「ん？　ああ、あれは……文化祭とか、実行委員とか、そんな話だよ」

「それだけ？」

「そうだけど、それがどうした？」

「ならいいの」

「いや、俺おれは全然よくないぞ」

「空そら太たと七海は仲良しだから」

「特別仲がいいわけじゃないと思うけど」

「言い訳はいいわ」

「言い訳じゃないし！　てか、じゃあ、俺も聞くけど、なんで急に朝あさ風ぶ呂ろなんだよ」

　ましろが四月にやってきてから、はじめてのことだ。

「髪かみに絵の具の臭においがついたから」

「朝っぱらからお絵え描かきとは、ほんとに好きだよな、お前」

「壁へき画がは一度描いてみたかったの」

　はて、今、ましろはなんと言っただろうか。

　壁画。確たしかにそう口にした。

「ちょっと待て！」

　信号が赤になったので、空太は急ブレーキで自転車を止めた。慣かん性せいの法則に従したがい、ましろがぐっと体重をかけてくる。

「鼻が潰つぶれたわ」

「そんなことはどうでもいい！　壁画って俺の部屋？」

「そうよ」

「お前も共きよう犯はんだったのか！」

「空太、何も言わないから」

「寝てれば言えないだろ！」

「普通起きるわ」

「お前に普通とか言われたくねえ！」

　普段なら絶対に目を覚ましたと思う。けど、昨さく晩ばんは企画オーディションという生まれてはじめての経験をした直後で、自覚していた以上に疲つかれが溜たまっていたようだ。準じゆん備び期き間かんも含ふくめると、一週間ほど張はり詰つめた状態が続いていたのだから、その糸がぷつんと切れて、爆ばく睡すいしてしまっていたとしても不思議はない。

「猫ねこ背ぜのアインはよく描かけた」

「あのヤマアラシはお前の仕し業わざかよ」

「とても強いの」

「どんな風に強いんですか？」

　もうどうにでもなれという心しん境きようだった。

「何か出る」

「どこから!?　何が出るの!?」

「トラウマ」

「どんな出方をするのか、ぜひ見てみたいな！」

「にゃぼろんを倒たおしにきた」

「なんで、そんなノリノリなの!?　美み咲さき先せん輩ぱいワールドのファン？」

「美咲は好きよ。面おも白しろくてかわいい」

「俺おれも悪い人ではないと思うよ。ただ、とても迷めい惑わくなだけでね！」

　そんな風に、ましろとわけのわからないやり取りをしながら信号待ちをしていると、自転車に乗った三十歳くらいの男性警けい察さつ官かんがやってきて隣となりに止まった。

　目が合ったので、

「あ、どうも」

　と軽く会え釈しやくをしておく。

「はい、おはよう」

　さわやかに挨あい拶さつを返してくれた。この街では近所付き合いも重要だ。

　信号はまだ変わらない。

　警察官の目が後ろのましろを捉とらえる。何か言おうと口を開く。その前に、空そら太たの方から話しかけた。

「九月になったのに、まだ暑いですね」

「ん？　ああ、そうだね」

　ようやく信号が青になった。

「それじゃ、これから学校なんで、失礼します」

　丁てい寧ねいにお辞じ儀ぎをしてから、何食わぬ顔でペダルをこぎ出した。

「はい、気をつけてね……って、あ、こら！　やっぱり、待ちなさい！　ふたり乗りは危き険けんだから！」

「くそっ、ごまかせなかったか！」

　笑顔をしまった警けい察さつ官かんが、立ちこぎで追いかけてくる。

「見み逃のがしてください！」

「法は誰だれのもとにも平等でなければならないんだよ」

「そんなご大たい層そうなことを言う状じよう況きようじゃないと思いますけど！」

　空そら太たは問答無用で加速した。両足に全力を注ぎ込こむ。

「こら、逃げるな！　少年！」

「遅ち刻こくしたら責任取ってくれますか!?」

「それは警察の仕事ではない」

「じゃあ、悲しいけど、俺おれたち、わかり合うのは無理です！」

　さらに速度を上げた。

「空太」

　この状況でも、ましろの声音はいつも通り淡たん々たんとしている。

「今、取り込み中！」

「緊きん急きゆうの用事よ」

「手短に頼たのむ！」

「変な人が追ってくるわ」

「知ってるよ！」

「通つう報ほうする？」

「あれが警察だ！」

　逃にげる空太に警察官も食い下がってくる。

「止まれ！　止まりなさい！　朝からとってもかわいい彼女とラブラブで登校しているそこの少年は止まりなさい！」

「彼女じゃないっす！」

「なら何なんだ！」

「空太は飼い主ぬしよ」

　ましろが余よ計けいなことを口走った。

「お前はその認識をいい加か減げん改めろ！」

「なんだその羨うらやましい関係は！　高校は男子校で、人生の灰色時代だった私へのあてつけか！　もう許ゆるさん！　絶対に逃がさんぞ、少年！」

　警察官が謎なぞの雄おたけびを上げている。

「どういう闘とう志しの燃やし方してんだ！　私し怨えんはやめて！」

「逃げきれると思うな！　私はこう見えても、学生時代にはワンゲル部の幽ゆう霊れい部ぶ員いんとして名をはせた逸いつ材ざいで、毎日合コン三ざん昧まいだった経歴を持つ男なのだよ！」

「どこをとっても、強きよう敵てきのプロフィールじゃねえ！」

　対する空そら太たは中学まではサッカーで体を鍛きたえている。ましろを乗せているというハンデはあるが、負ける気はしなかった。つうか、もうこうなった以上、絶対に捕つかまるわけにはいかない。

　すでに警けい察さつ官かんの息は上がってきている。

「待ちなさい！　逃げたところで、君たちがさくら荘そうの住人だということはわかっている！　逃げ切れると思うな！」

「なっ！　さくら荘って警察からもマークされてんのかよ！　俺おれらは犯はん罪ざい者しやですか！」

「予よ備び軍ぐんだ！」

「そんなにはっきり言わないで！」

　徐じよ々じよに、警察官の叫さけび声が遠のいていく。

「ま、待ちなさい。待って……お願いだから……」

　追手の速度は確実に落ちている。ここが勝負どころだと判断した空太は、最後の力を振ふり絞しぼって加速した。太ももの筋肉が悲鳴を上げている。乳にゆう酸さんが溜たまって、だんだんと足が動かなくなってきている。それでも構わずにペダルをこぎ続けた。

「もう……怒らないから……止まり……なさい…………」

　なんとも情けないその言葉を最後に、空太は警察官を完全に振り切った。




　やっとの思いで学校にたどり着いた空太は、ご学友たちの突つき刺ささる視線を無視しながら、駐ちゆう輪りん場じように滑すべり込こんだ。空太同様、初日から遅ち刻こくギリギリに来る生徒が多すぎる。

　この様子だと、今日中に、ましろとふたり乗りで登校したことが全校生徒に知れ渡り、きっと噂うわさは誇こ張ちようされて、身に覚えのない甘あま酸ずっぱい夏の思い出が大量に捏ねつ造ぞうされることだろう。

　けど、今はそれに構っている余裕はなかった。

　警察官とのデッドヒートのせいで完全にエネルギーは底を尽きた。空太は倒れ込むように自転車から降りると、コンクリートの段差に座り込んだ。伸ばした足はパンパンに張はっていてすぐには立てそうにない。

　激しい呼こ吸きゆうを繰くり返して酸さん素そを体に取り込む。

「先に……教室……行ってくれ……」

「うん」

　肯こう定ていの返事をしても、ましろは一向に行こうとしない。

「俺おれは……いいから……」

「うん」

　やはり、ましろは立ち尽つくしたまま動かなかった。

「待っててくれんの？」

　小さく、ましろが首を左右に振った。

「下げ駄た箱ばこ、どっち？」

「そうだな……お前はそういうやつだったよ。ちょっと待ってろ。もうちょいで復活するから……」

　荒い呼吸を整えて、やっとこさ立ち上がる。

　ましろと一いつ緒しよに校こう舎しやの方に向かおうとしていると、鉄てつ柵さくの外側に丸っこい形の軽自動車が停車した。その助手席から見知った人物が降りてくる。さくら荘そう１０３号室に住む三年生、三み鷹たか仁じんだ。

　仁は走り出した車が見えなくなるまで、手を振って見送っていた。それから、鉄柵を軽々と乗り越えて、学校の敷しき地ち内ないに着地する。

　顔を上げた仁は、三メートルほど先にいた空そら太たとましろに気がつくと、あくびを噛かみ殺しながら近づいてきた。

「ふたりはラブラブなチャリ通か。羨うらやましい限りだな」

「警けい察さつに追いかけられて、ハラハラでしたよ」

　すぐ手前までやってきた仁の頬ほおに、引っ掻かいたような傷きずを見つけた。

「どうしたんですか、それ？」

「ん？　ああ……紀のり子こさんに思い切りやられた」

　仁が自分の爪つめを立てて、頬を引っ掻く真ま似ねをする。その仕草を見て、空太は顔を顰しかめた。ましろは物もの珍めずらしそうに、仁の傷をじっと見ている。

「人間は何をするとそんな目に合うんですか？」

「寝ね言ごとで名前を間ま違ちがえるのは、ノーカウントにしてほしいよな」

　言いながら仁が校舎の方へと歩き出す。空太はましろを連れてその背中を追った。

「痛いたくないんすか？」

「すげえ痛い」

　そのくせ、仁は笑っている。

「誰だれと間違えたのか、紀子さん教えてくれなくてさ。車ん中でもずっと口利きいてくんなくてやばかった。麻あさ美みさんか、加か奈なさんか、芽め衣い子こさんか、鈴すず音ねさんか、留る美みさんの誰かだろうけど……覚えてないんだよな〜。で、気持ちよく寝てたところにいきなり、これだよ」

「どうせ、美み咲さき先せん輩ぱいの名前ですよ」

「……」

　仁が一瞬言葉に詰つまる。けど、すぐにおどけた調子で、

「やれやれ、空太も手て強ごわくなってきたもんだ」

　とか言いながら肩かたをすくめた。

「傷きず跡あとが消えるまで、泊とまりはできませんね」

　紀のり子こさん以外の恋人に理由を聞かれたら、答えられないはずだ。

「誰だれもが納なつ得とくする完かん璧ぺきな言い訳を、鋭えい意い模も索さく中ちゆうなんだけど、いい案ない？」

「大人おとなしく、さくら荘そうで寝起きしてください」

「ま、それでもいいか」

　適当に流されると思っていたのに、仁じんの返事はあっさりしたものだった。

「どうせ、すぐに外がい泊はくしてる場合じゃなくなるしな」

「なにかあるんですか？」

「ん？　ああ……美み咲さきのやつ、まだ話してないのか」

　美咲が絡からんでいるとなると、ますます油断がならない。

「ちょっと、どういうことですか？　何か企たくらんでるんですか？」

「なんでもないって」

「なんでもあるでしょ！　教えてくださいよ」

　そんな話をしていると下げ駄た箱ばこに到とう着ちやくした。二学期の開始を告げるチャイムが鳴る。周囲の生徒が殺気立って教室に駆かけ出していく。仁も、急げよと声を残して、ひとりで先に行ってしまった。

　ましろだけは、いつものペースでゆっくりと上うわ履ばきに履き替えている。

「少しは速度を上げろ！　俺おれ、もう行くからな？」

　遅ち刻こくしたら、千ち尋ひろから消えない傷を心に負わされるのだ。それに、普通科の教室は右で、美術科の教室は左だから、どの道ましろとはここでお別れになる。

「ねえ、空そら太た」

　走り出そうとする空太の袖そで口ぐちを、ましろが掴つかんできた。

「どうした？」

「教室、どこ？」

「は？」

　一体、この人は何を言っているのだろうか。

「教室、どこ？」

　さっきと同じ調子でましろが繰くり返す。

「どんだけ夏を謳おう歌かすれば、忘れられるんだよ！」

　その叫さけびに、ましろは小さく首を傾かしげる。

「もしかして、校内の案内からやり直しなのか、これ……」

「うん」

「うんじゃねえ！」

　こうして、空太の深い嘆なげきと共に、二学期はスタートした。




　　　　２




　夏休みを挟はさんで、四十日ぶりの教室は、長期休きゆう暇か明け特有の落ち着きのないざわめきで満たされていた。

　クラスメイトたちは競い合うように夏の思い出話をしている。殆ほとんどの生徒が二学期のはじまりに文もん句くを言っているけど、その口ぶりには浮ついた感情も混ざっていて、誰だれひとりとして本気で学校を嫌いやがっている風ではなかった。面めん倒どうくさいとか、だるいとかいうのは、再会の挨あい拶さつの代わりなのだ。

　そうやって、現実に気持ちを切り替かえている。高校二年にもなれば、夏休みとの付き合い方もお手の物だ。

　年とし頃ごろのせいか、季き節せつ柄がらなのか、空そら太たの耳に届く話題は色いろ恋こい沙ざ汰たが半分以上を占しめていた。

　地元に帰ったときに中学の同窓会があって、そこで前から好きだった女子と再会を果たしたとか、メアドの交こう換かんに成功したとか、帰り道にうれしくて電柱を蹴け飛とばして骨こつ折せつしたとか、昨日送ったメールに返信がないとか、まさに骨ほね折おり損ぞんだとか、誰が上う手まいことを言えと言ったとか、今返事来たとか騒さわいで盛もり上がっている。

　他にも、何組の誰と誰が付き合いはじめたらしいとか、この夏に大人の階段を駆かけ上がったらしいとか、噂うわさ話ばなしの方もだいぶ流れていた。一体、どこから情報を仕入れてくるのやら。

　そして、その手の噂話に関しては、さくら荘そうが一番の標的にされやすい。

「なあ、知ってるか？　青あお山やまさんって、神かん田だを追いかけてさくら荘に自分から飛び込んだらしいぜ？」

　別に空太を追いかけてはきていない。

「いやいや、俺おれが確かな情じよう報ほう筋すじから聞いたところによれば、神田が『俺について来い』って無理やり引っ越こしさせたって話だぞ」

　荷物を勝手に移動させたのは美み咲さきだ。どの辺が確かな情報筋なのだろうか。

「それがさ〜、部屋はふたり一緒なんだって〜。きゃ〜、七なな海みってば、だいた〜ん！」

　どうしてそんな話になるんだろうか。

「これ、極ごく秘ひ情じよう報ほうなんだけど、もうお腹なかに赤ちゃんいるらしいよ」

　そんなに堂々と話したら、極秘でもなんでもない……。てか、いるはずがない。

「い、いるわけないでしょ！」

　先に我が慢まんの限界がきた七海が咆ほう哮こうを上げた。

「おやおや〜、ですが、行為自体は否定しないんですか〜」

　なかなかクラスメイトも手て強ごわい。

「し、してません！　部屋も別！　失礼な想像をしないように！　な、なに考えてるのよ、まったくもう！」

　本人は厳きびしく指摘しているつもりなのだろうが、顔は真っ赤で全然迫はく力りよくがない。

「神かん田だ君も黙ってないで、ちゃんと説明して！」

「うわ〜、とんだとばっちりだな……」

　こんなやり取りをしても、クラスメイトを喜ばせるだけなのに。

　その後、七なな海みは以前から仲のいいふたりの女子……確か、背が高いショートヘアの方がソフトボール部の本ほん庄じようやよいで、ちっこくて真ん丸のボブカットなのが高たか崎さき繭まゆだ。そのふたりから、あれやこれやと質問攻ぜめにあっていた。先ほどの照れまくりの態たい度どから、触ふれてもいい話題だと判断されたのだろう。

　七海のこと以外にも、さくら荘そうの噂は流れていて、夜中に学校のプールに忍び込んで裸はだかで泳いでいたとか、花火を使って学校を爆ばく破はしようとしていたとか、尾おひれのついた話をたくさん聞かされた。

　おかげで、空そら太たにとっても、七海にとっても、油断のできない一日となるのだった。




「というわけで、私は初日から酷ひどい目にあったんです」

　ダイニングで夕食を囲みながら、七海は学校での出来事を、さくら荘の面々にはきはきと語っていた。

「今後は規則を守って、高校生らしく清くて正しい生活を心こころ掛がけてください。いいですか？」

　日は沈しずんで時刻は夜の七時。

　ダイニングテーブルの席は六つ埋うまっている。時計回りに、千ち尋ひろ、美み咲さき、仁じん、空太、ましろ、七海の順番だ。食しよく卓たくには、さんまの塩焼き、ナスの煮にびたし、冷し茶ちや碗わん蒸むしに、ご飯と味み噌そ汁しるが並んでいる。全部仁がひとりで作ったものだ。

「聞いてますか？」

　どすの利きいた声を七海が出した。

「はいはい」

　それに仁が気のない返事をする。

「『はい』は一回！」

「は〜い」

　今度は美咲だ。

「『はい』は伸のばさない！」

　七海を見て、がんばってるなあと思いながら、空太はさんまの塩焼きを口に運んだ。

　隣となりにいるましろは他ひ人と事ごとのような顔をしていて、今は茶碗蒸しの中から銀ぎん杏なんを発はつ掘くつするのに夢む中ちゆうだ。掘り出した銀杏はレンゲに載のせて、食べろと言わんばかりに空太の顔の前に持ってくる。

　注意するのも面めん倒どうだったので、何も言わずに食いついた。銀ぎん杏なん特有の癖くせが口の中に広がる。そのレンゲで、特に気にした様子もなく、ましろはましろで茶ちや碗わん蒸むしを食べていた。

「椎しい名な、青あお山やまの話は聞いておけよ」

「なんで？」

「清くて正しい生活をしろって青山に言われたろ？　お前も含ふくまれてんだぞ」

「神かん田だ君もね」

　油断していた空そら太たに、七なな海みからの不意打ちが入った。

「え!?　なんで!?」

　本気で心外だった。

「空太も返事」

　ましろはどこか勝ち誇ほこっている。七海はますます不ふ機き嫌げんそうだ。意地になっても仕方がないので、不本意ながら、空太は返事をした。

「へい」

「『はい』は『はい』でしょ！」

　そんな具合に孤こ軍ぐん奮ふん闘とうする七海を、缶ビールを美う味まそうに飲みながら、千ち尋ひろが口の端はしに笑みを浮かべて眺ながめている。どう考えても、七海が今やっていることは千尋の役目だ。仮にも、さくら荘そうに住む問題児を、監かん督とくし、更生させるのが千尋に与えられた職務なのだから。

「青山がいてくれて助かるわ」

　千尋の本音に、七海は深いため息を吐ついていた。

「どこかに平和とか、やさしさって落ちてないかな……」

　七海がぽつりと独ひとり言をもらす。

「拾ったら、青山に連絡するよ」

「ありがと……期待しないで待ってる」

　どうやら、さくら荘そうに引っ越こしてきてからの初登校は七海の心に深い傷きずを負わせたらしい。そう言えば、去年の空太も同じだった。一学期の終わりにさくら荘への島流しが決まり、夏か期き休きゆう暇かが明けて学校に行ったら、なんか世界が別物になっていた……。見えない壁かべって本当にあるんだと思ったものだ。

「そのうち、いいこともあるよ」

「だといいけど」

　何かを期待するような目で七海が空太を見ていて、その意味がわからなかった空太は、とりあえず、ナスの煮にびたしを差し出した。

「……これ、食うか？」

「……」

　無言のまま七海の箸はしが伸びてきて、ナスを一切れさらっていった。不満そうに咀そ嚼しやくしている。どうやら、選せん択たく肢しを誤あやまったらしい。茶ちや碗わん蒸むしの方がよかったのだろうか。

　空そら太たが油断をしていると、残りの一切れは美み咲さきに奪うばわれた。

「あ〜、先せん輩ぱい、なにを！」

　美お味いしそうに美咲が召し上がっている。

「ななみんだけずるいんだも〜ん！　人は生まれながらして平等なんだよ！」

「力説するなら、その平等仲間に俺おれも入れてください！　そして、宇宙人は平等じゃねえ！」

「こーはいくんの愛は無む償しようだとあたしは信じてるよ！」

「俺はもう今日限りで善ぜん人にんになるのをやめます！」

「おかずのひとつやふたつでうるさいわよ、あんた」

「先生に俺の気持ちがわかってたまるか！」

「神かん田だ、おかずがなければ、米を食べればいいじゃない」

「アントワネット風に言うな！」

　言われたまま、ご飯でお腹の隙すき間まを埋めようと、空太はお茶碗を持って席を立った。それとほぼ同時に来客を知らせるベルが鳴った。

　丁度、立ち上がっていた空太に視線が集中する。

「はいはい、行けばいいんでしょ」

　逆らっても勝ち目はないので、空太は素直に出ることにした。

　サンダルを突っかけて、玄げん関かんの扉とびらを開ける。

　その途と端たん、視界がぱっと明るくなって、その眩まぶしさに目を細めた。

　ひとりの少女が立っている。月の光できらきらと金色に輝かがやく長い髪かみ。ぱっちりと大きく開いた目は、常とこ夏なつの海を思わせる透すき通った青。やわらかそうなほっぺたを持ち上げて、やさしく微笑ほほえんでいる。

「こんばんは。突とつ然ぜんの訪ほう問もんでごめんなさい」

　声をかけられ、目が合っただけで空太は顔を赤くした。鼓こ動どうが高鳴る。

　ぴたっとしたブラウスは胸むな元もとで大きく膨ふくらみ、ウエストに向かってきゅっと引き締しまっている。下はチェック柄がらのプリーツスカートだ。どこか制服っぽい服装。おしとやかで、清せい純じゆんな印象があった。

「あの〜」

　たぶん、年上。一言で表現するならものすごい美少女。しかも、どこからどう見ても極きよく東とうの島国出身者ではなかった。

　予想外の訪問客に、空太の思考は完全にストップしていた。

「もしかして、私の美び貌ぼうに見み惚とれています？」

　空太の緊きん張ちようをほぐそうとしてくれているのか、悪戯いたずらっぽく笑っている。

　発音のいい日本語。にもかかわらず、空太は、

「アイキャンノットスピークイングリッシュ！」

　と条じよう件けん反はん射しやで口にして、玄げん関かんの扉とびらを思わず閉めた。

「ふ〜、危あぶない危ない」

　垂たれてもいない額ひたいの汗あせを拭ぬぐう。

　だが、すぐに外から扉は開けられた。

　少し下から空そら太たを見上げる金髪の美少女は、やはりにこやかに微笑ほほえんでいる。

「私、日本語には結構自信があるんですけど……通じてますよね？」

「すいません。英会話には自信がなくて動どう揺ようしました」

「面おも白しろい人なんですね」

　口元に手を当てた上品な笑い方。話し方も仕草もひとつひとつがとても丁てい寧ねいだ。

「お褒ほめに預あずかり光栄です」

「実は褒めていません」

「実はバカにされてるんだと気づいてました」

「……」

「……」

　妙みような沈ちん黙もくがふたりの間に落ちた。

「それはそれとして、ましろをお願いできますか？」

「えっと、どちら様でしょうか？」

　悪い人ではなさそうだが、一応確認しておく必要はある。

「これは失礼しました。私、リタ・エインズワースと言います」

　その名前には、どちらも聞き覚えがあった。

「椎しい名なのルームメイトだった人？」

「はい、そのリタです」

　ぱっと笑顔の花が咲さく。

　エインズワースはましろの絵の先生と同じ名前だ。偶ぐう然ぜんだろうか。

　それを聞くか迷まよっていると、ましろの方から玄関にやってきた。

「空太、どうしたの？」

　ましろはリタを見るなり、大きく目を見開いた。

「リタがいる」

「ましろ！」

　名を呼ばれた瞬間、普段、殆ほとんど感情を見せないましろが、表情に明るさを宿した。

　ましろは裸足はだしのままリタに駆かけ寄よって、その胸むねに飛び込んだ。ふたりはお互たがいの背中に手を回して、存そん在ざいを確かめ合うように相手を強く抱き締しめる。

　リタの肩かたにましろが顔を埋うめて、安心しきった様子で目を閉じた。誰にも懐なつかない野の良ら猫ねこが、親兄弟にだけは甘えている。そんな風に空そら太たは思った。

「元気そうでなによりです」

　リタの方から体を離した。

「うん、リタも」

　なんだなんだと、美み咲さき、仁じん、七なな海みがダイニングから出てきた。

「わ〜、お人形さんだ」

　と真っ先に美咲がリタへの感想を口にして、

「すげえ美人。誰だれだ？」

　と仁が続いた。

　七海は無言のまま、リタを見て、空太を見て、それからましろに目を向けていた。

　少し遅おくれて、缶ビール片手に千ち尋ひろまで玄げん関かんにやってきた。

「で、誰だったのよ、神かん田だ……って、あら、リタじゃない」

「ご無ぶ沙さ汰たしてます。千尋さんもお元気そうで」

　知り合いなのかと、空太は目で千尋に疑問を投げた。けど、千尋は答えてくれない。ビールがなくなったと言って、ダイニングに引っ込んでしまった。

　まあ、千尋はましろの従い姉と妹こなのだから、リタとも会ったことがあるんだろうと、空太は勝手に納なつ得とくした。

「でも、リタ、どうしたの？」

　そのましろの質問で、リタの目に力が宿った。空太にその意味まではわからない。わからないけど、リタの発するかすかな緊きん張ちよう感かんが体を強こわ張ばらせた。

　なんだか嫌いやな予感がする。普通、イギリスから訪たずねてくるのなら事前に連絡があってもいいはずだ。リタは何をしにきたんだろうか。ましろはリタが来ることすら、知らない様子だった。千尋もそうだ。

「シンデレラの魔法は解とけてしまいました」

　わからないといった様子でましろが首を傾かしげる。

「日本風に言うのなら、かぐや姫に月からお迎むかえがきたんです」

　空太がひとつの答えを想像するには十分な言葉だった。リタの目的がわかった気がした。無意識に体に力が入る。仁や七海の感情がざわつくのを背中に感じた。

　わかっていないのはましろだけだ。

「なに言ってるの？」

　リタはふうと吐と息いきをもらしてから、意を決した眼まな差ざしでましろを見た。

「今すぐ、私と一緒にイギリスに帰ってください」

「今すぐ!?」

　その驚おどろきの声は、空太が上げたものだった。七海もどうしてと呟つぶやいている。

　リタは空そら太たを一いち瞥べつしたあとで、何も言わないましろにさらに続けた。

「雑誌に作品が掲けい載さいされたことで、漫まん画が家かになるために日本へ行ったということが、ましろのお父とう様さまとお母かあ様さまに知られてしまったんです」

　今度は言葉が出なかった。予想できなかったわけじゃないけど、事実として突きつけられると、全身が見えない重圧に潰つぶされて軋きしんだ。ぎしぎしと嫌いやな音が聞こえてきそうだ。

「ましろって、やっぱり、反対されてるの？」

　神しん妙みような面おも持もちで、七なな海みが耳打ちをしてきた。頷うなずくのが精一杯だった。

「わたし、帰らないわ」

「ましろのことだから、そう言うと思ってました」

「……」

「でも、もう一度考え直してください。その指先に、どれだけ大きな可能性が宿っているのかを。百年、二百年……数百年という時を超こえて、人の歴史に残るような名画だって、ましろには描かけるかもしれないんですよ？　その指先が作り出す世界は、それくらい特別で価値のあるものなんです」

　歴史に残るような名画。そんな大げさな。そう言葉にしたつもりだったのに、空太の口から零こぼれたのは、誰だれにも聞き取れない呻うめき声でしかなかった。

　笑い飛ばせる雰ふん囲い気きではなかった。リタが何の躊躇ためらいもなく歴史なんて重々しい言葉を口にしたから。そして、それをましろは否定しない。当たり前の顔をして聞いている。

　無表情でリタを見み据すえるましろを遠くに感じた。それは、この場にいる誰だれもが同じだったと思う。だから、余計な口を挟はさむ者はいなかった。

　ましろは何も言わない。何を考えているかもわからない。ただ、片時もリタから目を逸そらさなかった。そして、それはリタもまた同じだった。

「思い出してください。美術館に飾られたましろの絵を見て、感極まって涙なみだする人たちがいたことを。彼らがましろの帰りを待っています。ましろの次の作品を心待ちにしています。その想いに、応こたえてあげてください」

「どうしてそんなこと言うの？」

「そんなことではないです。とても大切なことです」

「漫画家のこと、リタは応おう援えんしてくれた」

　言いながら、ましろがはじめて視線を逸らした。心細そうに……。

「それは……」

　リタもまた俯うつむく。何かをごまかそうと瞳ひとみが揺ゆれていた。

「それはましろの勘かん違ちがいです。一度も応援なんてしてません」

「……リタ」

「これ以上、漫画なんかに時間と才能を浪ろう費ひするましろを見ていられません。お願いですから、私と一いつ緒しよにイギリスに帰ってください」

　懇こん願がんするようにリタがましろの手を取った。

「帰らないわ」

　リタの手をましろが静かに払う。

「すぐに、ましろのご両親が日本にやってきます。そうなれば、ましろの意思など関係なく、日本の学校を去る手続きを済ませ、イギリスの学校に復学する手配をして、強制的にイギリスへと連れ戻もどされますよ？　だから、その前に、今一度よく考え直してください。自分の意思で決めて、私と一緒に帰ってください」

「リタひとりで帰って」

「ましろが帰るというまで、私は帰りません！」

「帰って」

　歯を食いしばったかと思うと、ましろは両手を突き出して、リタを玄げん関かんから押し出そうとする。体を押されたリタは何が起きたのかわからないという顔をしていた。その場にいる誰だれにとっても、ましろの行動は不意打ちだった。

　たぶん、たいした力じゃない。それでも、リタは尻しり餅もちこそつかなかったが、バランスを崩くずして玄関の外に押し出された。

「ましろ！」

　悲痛なリタの叫さけびを無視して、ましろはぴしゃりと扉とびらを閉めた。鍵かぎをかける。ずっと俯うつむいたままだった。

「待ってください！　話を聞いてください！　ましろ……」

　二度、三度とリタが扉を叩たたく。がたがたと音を鳴らしただけだった。

　無言のまま、ましろは二階に上がっていく。

「おい、椎しい名な！」

　階段の途中まで追いかけたけど、空そら太たの声は届かなかった。二階から勢いきおいよくドアの閉まる音がした。

「どうすんだ、これ？」

「いいんじゃない。リタって子のことは放っておけば」

「冷たいな、青あお山やまは」

「神かん田だ君は、あの子の味方なんだ」

「別に、敵てきとか味方とか、そういうんじゃなくて」

　階段を下りて玄関の前に戻る。リタの気け配はいが遠ざかって行く。

「身近な人に目標を否ひ定ていされる気持ちは、私にもわかるから」

　そう言いながら目を伏ふせた七なな海みは、すぐに顔を上げると強がって微笑ほほえんだ。声優を目指すことを、七海は父親に反対されているのだ。普段、気にしている素そ振ぶりは見せないが、何も感じていないわけではなかったんだ。

　ましろでもそうなんだろうか。今日までのましろからは想像できない。誰だれかに反対されているとか、どう思われているとか、気にしている様子はなかったから。自分で決めたことを自分のルールでやっている。だから、ましろは揺ゆらがないんだと思っていた。だから、ましろは迷まよわないんだと思っていた……。誰に何を言われても、誰に何を思われても、ましろが目的を見失うなんてことはなかったから。

　それは、ましろの心に届く人物がいなかったからだけなのかもしれない。

　でも、ちゃんといたんだ。ましろに影えい響きようを与えることのできる人間は。それが、リタ・エインズワースという少女だっただけの話だ。空そら太たではなく……。

「ましろの様子、見てくる」

　七なな海みが階段を上がっていく。その背中を追おうとしたら、仁じんに肩かたを掴つかまれた。

「迷ってるなら、止やめとけよ」

「……」

　言葉に詰つまった。

「中ちゆう途と半はん端ぱな気持ちで声をかけると、空太も漫まん画がを描かくことに反対なんだって思われるぞ。それは、ましろちゃんにとって、今、一番あってほしくないことなんじゃないのか？」

　踏ふみ出した足が動かない。仁の言葉を認めている証しよう拠こだ。だから、この場は七海に任せておくことにした。

「顔が暗いぞ、こーはいくん！　ましろん、帰んないって言ってたじゃん」

　美み咲さきにそう言われても、気持ちは灰色のままだった。

　リタの話を聞いて、恐くなったというのが本音で、その感情を持て余あましている。天才だとは聞いていたけど、作品が歴史に残るなんて次元でましろを見たことはなかったから。

　長い時間が流れて、もう空太がこの世を去って、それからさらに数百年が経たったとしても、自分の作ったものがまだ人々の目に触ふれ、感動や共感を与えられるのだとしたら、それはどういうことなんだろうか。想像もつかない。言葉にできない。感覚でも追いつかない。なんか全然わかんないけど、どんなことよりも、すごいって気がした。だから、迷った。

「余よ計けいなこと考えて、状じよう況きようを難むずかしくするなよ？　青あお山やまさんじゃないけど、空太はどっちの味方だ？」

「あたしは正義の味方だよ」

　美咲が天てん井じように拳こぶしを突き上げている。

「俺おれは別に……」

「あの子は、お姫様を奪うばいにきた悪い魔女だ。違ちがうか？」

　考えるまでもなく結論は出ている。そう、出ているのだ。

　だけど、それがわかっても手て遅おくれだった。心は悩なやみはじめていたから。ましろは本当に芸術の世界に戻もどらなくてもいいのかと……。
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　悩み事でお腹なかがいっぱいになったせいか、すっかり食しよく欲よくはなくなってしまい、空そら太たはご飯のおかわりはやめて、食器を片付けると早々に部屋に引きこもった。

　気持ちの悪さを紛まぎらわそうとして、プログラムの勉強をはじめた。関数を調べながら、新しい練習問題に取りかかる。ソースコードを書いては実行し、エラーが出るたびに何度も見直したけど、結局、一問も解とくことができなかった。

　全然集中できていない。途中からは、これじゃあダメだとわかっているソースを書いて、ただ実行していただけだ。

　時計を見る。もう十二時近い。

　そろそろ寝ねないと、明日がしんどい。

　寝る前に、ダイニングに水を飲みに出た。部屋に戻る際、自然と玄げん関かんで足が止まる。

　結局、リタは戻ってこなかった。泊とまる場所はあるんだろうか。ご飯は食べただろうか。お金は持っているんだろうか。慣なれない異国の地でトラブルに巻まき込こまれてはいないだろうか。日本語ぺらぺらとは言え、イギリスとは勝手も違うだろう。それに……あれだけ人目を引き付ける容よう姿しをしていると、声をかける男だっているかもしれない。

　一度考え出すと、なかなかネガティブな思考は止まらない。

「あ〜、くそっ！」

　空太はサンダルを突っかけて玄関を飛び出した。心配になってしまったんだから仕方がない。そう自分に言い聞かせる。でも、ほんとはわかっていた。そうじゃないんだと。リタを捜しに行くのは、どうしても彼女に聞いておきたいことがあるからだ。

　リタの行きそうな場所なんてわからない。とりあえず、駅に向かおうか。

　そう思って門もん扉ぴをくぐると、すぐ真横に人の気け配はいを感じた。石いし垣がきを背に座り込こんでいたのはリタだった。

　飛び出してきた空太にびっくりしながらも、潤うるんだ瞳ひとみで見上げてきた。

「遅おそいです……遅すぎです……完全に遅ち刻こくです。蚊かに刺さされました……」

　白い足を掻かきながら、いじけた瞳で見上げてくる。

「遅刻って……何か約束しましたっけ？」

「素す敵てきな女の子が困っていたら、男の子は助けてくれるものです」

　こういう発言が不思議と嫌いや味みにならないのは、実際、その通りだからなんだろうか。

　ごめんなさいと謝あやまりながら、空太はリタに両手を差し出した。伸びてきたリタの手を掴つかんで引っ張ぱり起こす。

「それで、リタさん、今日の宿は？」

「ないです」

「ご飯は？」

「食べてないです」

　それを証しよう明めいするようにリタのお腹なかがかわいらしい悲鳴を上げた。

「今のは、その……お腹が空すいているという合図です」
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　視線を逸そらして照れている。

「日本でもそうなんで説明しなくていいですよ」

「そろそろお名前を聞かせてくれるとうれしいです」

「神かん田だ空そら太たです」

「おいくつですか？」

「十六歳です。椎しい名なとは同級生で」

「同い年だったんですね。かわいらしい顔をしているので年下かと思ってました」

「そういうリタさんは大人おとなっぽいので年上だと思ってました」

　外国人の年ねん齢れいはどうも見た目ではわかりにくい。

「リタでいいですよ、空太」

　自分も呼び捨てにするからという意味だろう。

「あと敬けい語ごもやめてくださいね」

　自分は敬語をやめる気はないようだ。

　自然な感じでリタが微笑ほほえむ。本当に笑顔がよく似合う人だと空そら太たは思った。

「と、とにかく中へどうぞ」

　空太はリタを促うながしながら、門もん扉ぴをくぐった。




　さくら荘そうにリタを上げると、まずはダイニングで遅おそい夕食を食べてもらった。一言も話さずに全部食べたのは、よほどお腹なかが空すいていたからなのか、仁じんの手料理が美お味いしかったからなのか、たぶん、その両方なんだろう。ご飯を三杯もおかわりしたくらいだ。一体、リタの体のどこにそれだけの食欲があるのかは謎なぞだった。

　食事のあとで風ふ呂ろを使ってもらい、その間に空太はリタの寝ね床どこを確保しようと奔ほん走そうした。本来ならましろの部屋に泊まってもらうのがいいのだが、あんなことがあったあとではお互いに気まずくて居心地が悪いだろう。

　七海は寝ねてしまったようで返事がなかった。

　久しぶりに覗のぞいた美み咲さきの部屋は、機材と原画用紙の山で、人が横になれるスペースなど皆かい無むだった。真下の空太の部屋が押し潰つぶされる日も近い。にもかかわらず、美咲は、

「りったん泊とめるならウェルカムだよ！」

　とか言って原画用紙の上にベッドを作り出したので、空太は丁重にお断りした。日本を変な国だと思われたら大変だ。日本人から見ても、美咲は宇宙的なスケールで変なのに。

　最後の望みを託たくして、千ち尋ひろのいる管理人室に顔を出したら、

「拾ってきたペットの世話は、拾った当人がしなさいよ。私、あんたのお母かあさんじゃないから」

「ですよね〜」

　という具合に、一いつ蹴しゆうされる始末だった。

　残っているのは外がい泊はくの帝てい王おうこと仁じんの部屋と、開かずの間となっている龍りゆう之の介すけの部屋だが、このふたつは最初から除じよ外がいしてある。理由は言うに及およばずだ。

　空太は自室に戻ると、真っ先にベッドのシーツを取り替かえた。床ゆかに散らかった雑誌を積み上げ、最低限見み栄ばえを整えておく。

　そこに、風呂上りのリタがやってきた。

　どういうわけか、バスタオルを巻いただけの危あやうい格好で、ピンクに染そまった肩かたがやけに色っぽい。

「なんで、服着てないの!?」

「着替えがないので、空太の服を貸かしてくれませんか？」

「は？　なんでないの？」

「持ってきていませんから」

「なんで!?」

「すぐに帰る予定でしたし、二、三日なら、ましろに借りればいいと思っていたので」

　そう言えば、荷物らしい荷物を持ってなかった気がする。

「ほぼ手ぶらで日本にきたの？　すごい度ど胸きようだな！」

　リタが体を抱だくようにしてそっぽを向く。

「あまり見ないでくださいね。恥はずかしいですから」

「ご、ごめん！」

　慌あわてて目を逸そらし、空そら太たはカーテンのレールにかけてあった洗せん濯たく物ものに手を伸のばした。勝手に貸かしていいものか迷まようところではあったけど、男物ではなんなので、空太はましろのパジャマとパンツをリタに渡した。

「これ、空太のですか？」

「そうだったら間違いなく俺おれは変態だね。椎しい名なのだよ」

　外に出ている間に着き替がえてもらう。

「ということは……空太はましろの彼氏だったんですか？」

　ドア越ごしにリタが話しかけてきた。

「違ちがうぞ」

「ということは……一つ屋根の下に暮らす女の子に片想いで、溢あふれ出す欲よく望ぼうを我が慢まんしきれず、青春の大だい暴ぼう走そうをしてしまったんですね」

「元ルームメイトならわかるでしょ。椎名に生活能力がないのは」

「なるほど、空太が日本の『ましろ当番』でしたか」

「え!?　その文化、イギリスにもあるの!?」

「おかげで、誰だれもましろとは同室になりたがりませんでした。それと、もう入ってきてもいいですよ？」

　部屋に入ると、着替えの終わったリタがベッドの縁ふちに座っていた。見み慣なれたはずのパジャマなのに、リタが着ていると少し窮きゆう屈くつそうで、違う服のようにも見える。ボタンも全部止まらないらしく、上ふたつは開いていて、美しい谷間を望むことができた。バスタオル一枚よりはいいけど、パジャマ姿でも破は壊かい力りよくは抜ばつ群ぐんだ。

「ここは空太の部屋ですか？」

「そ、そうだよ。他は空いてないんでここで我慢してくれ」

「男の子の部屋ははじめてなので興こう奮ふんしてきました」

「俺は緊きん張ちようしてきたよ！」

　リタが興きよう味み深ぶかそうに室内を眺ながめている。猫ねこがたくさんいるなあとか、壁かべにおかしな絵が描かいてあるなあとか、この人って大だい丈じよう夫ぶなのかなあとか考えているに違いない。

　特に壁の絵を観察する目は鋭するどかった。

「半分くらいは、ましろが描かいたものですね」

「そういうのって、見てわかるんだ」

「六歳から祖そ父ふのアトリエで一緒ですから」

　やはり、エインズワースの名前は偶ぐう然ぜんではなかったらしい。

「リタも絵を描く人なんだ」

　相あい槌づち程度のつもりだったのに、リタは露ろ骨こつに顔を背そむけた。

「今はもう描いてません……絵はやめました……」

　一瞬、その背中が傷きずだらけに見えた気がした。その不安を拭ぬぐいたくて、空そら太たは、

「どうして？」

　と聞いていた。

　すると、リタはダンスでも踊おどるようなステップで振ふり向き、

「女の子に秘密は付き物ですから内ない緒しよです」

　と、唇くちびるに人差し指を当てながら、こぼれるような笑みを浮かべた。

　しつこく聞くのも失礼だと思い、今日はもう寝ねることにした。明日になればまた、話を聞くチャンスはあるかもしれない。

「ベッド使っていいから。シーツも取り替かえたし」

　今は七匹ひきの猫ねこが勢せいぞろいしていて、我わが物顔で居い座すわっている。場所を譲ゆずってくれそうにはないので、猫は我が慢まんしてもらうしかない。

「じゃあ、俺はダイニングで寝るんで」

　出て行こうとしたところを、背中から呼び止められた。

「部屋の主である空太を追い出して、私がひとりで使うなんてできません。イギリス人は礼れい儀ぎ知らずだと思われてしまいます」

「俺おれの思考は、そんな国家スケールじゃないから安心していいよ」

「とにかく、空太もここで寝てください」

「えっと、俺、オスとしての機能は正常にあるんだけど……いいの？」

「空太は狼おおかみさんな人なんですか？」

　緊きん張ちよう感かんのない顔でリタが聞いてきた。

「なれるものならなりたいかな……」

　人はどうすれば仁じんのようになれるんだろうか。どうやって一線を越こえるんだろうか。未いまだに想像がつかない。

「私はいいですから、一いつ緒しよに寝てください」

「え!?　一緒に!?」

「もちろん、一緒の部屋でって意味ですけど……空太はもっと深い関係をお望みですか？」

「い、いえいえ、滅めつ相そうもない！」

　顔を赤くした空そら太たを見て、リタがおかしそうに笑っている。どうやら、からかわれたらしい。

「欲よく望ぼうは理性で抑えてくださいね。急に狼おおかみさんに豹ひよう変へんするのはなしですよ？」

「それ何なに気げに拷ごう問もんなんで、俺おれ、ダイニングで寝ねるよ」

　絶対にその方がお互たがいのためだ。

「空太がダイニングで寝るというのなら、私も一いつ緒しよに行きます」

　見た目のか弱さに反して、心は頑がん固こなようだ。この辺は、ましろによく似にている。

　説得は無理だと思い、空太は折れることにした。

　返事の代わりに、座ざ布ぶ団とんを枕まくらにして床ゆかに寝転がる。

「私が床で寝ますから、空太はベッドを……」

「今から起きるのは面めん倒どうだから」

　低く唸うなりながら、リタが見下ろしてくる。大きな膨ふくらみの向こうにリタのちょっと困った目があった。この景色は、眼がん福ぷくを通り越こして目の毒だ。

　リタに背中を向けるように、空太は横向きになった。

「空太はいい人ですね。それでちょっぴり恥はずかしがりやさんみたいです」

　なんでそうなるのかはわからなかったけど、もう返事はしなかった。

　長く垂たらした電気の紐ひもを引っ張ぱって明かりを消す。

　リタはまだ何か言っていたけど無む視しした。

　目を瞑つぶってしばらくすると、猫ねこが一匹擦すり寄よってきた。この毛並みは三毛猫のこだまだろうか。

「わっ、やだ、やめてください……くすぐったいですって……」

　どうやら、リタも猫の攻こう撃げきを受けているようだ。

　眠ねむろうとするけどなかなか寝付けない。意識がはっきりしている。すぐ近くに女子がいるから緊きん張ちようしているんだろう。それもあるけど、それだけじゃないのはわかっている。

　リタのあの言葉が空太の胸むねで疼うずいている。

　──歴史に残るような名画

　ましろにはそんなものだって描かけるかもしれない。その可能性があると言っていた。

　暗くら闇やみの中、仰あお向むけになって天てん井じようを見る。目が慣なれてきた。リタの息いき遣づかいが聞こえる。たぶん、まだ起きている。

「私に聞きたいことがあるんじゃないんですか？」

　リタの方から声をかけてきた。

「だから、私を捜しにきたんですよね？」

　空太の気持ちなど、全部お見通しだったらしい。

「椎しい名なって、そんなにすごいのか？」

「……」

「芸術って、よくわかんないからさ」

「……」

「あれ？　寝ねたの!?　すごくない？」

「少しは考えてくださいね」

「考えるってなにを？」

「ましろの実力を聞かれる私の気持ちを……です」

　鈴すずが鳴るような明るく弾はずんだ声こわ音ね。テンポもトーンも先ほどまでと何ひとつとして変化していないのに、空そら太たは部屋の空気が張はり詰つめていくのを肌はだで感じ取っていた。

　理由はわからない。わからないけど、してはいけない質問をしたんだと瞬時に悟さとった。

　そして、そのせいでリタを傷きずつけたのかもしれないとも思った。無自覚に……。わかったのはそれだけだ。

「ごめん」

「理由もわからずに謝あやまるのはルール違い反はんですよ？」

「それもごめん」

　リタが小さく笑っている。

「今日だけは特別に許ゆるしてあげますね」

「……ありがと」

「それと、今日だけは特別に教えて差し上げます」

「いいよ、もう聞かないから」

「いいえ……たぶん、空太は知っておいた方がいいと思います。今、そう思いました」

　それはどういう意味だろうか。気になったけど口は挟はさまなかった。

「ましろは圧あつ倒とう的てきなんです」

「それって……」

　実感が持てずに、空太は何なに気げなく聞き返していた。そして、その迂う闊かつな発言をすぐに後こう悔かいすることになった。

「それはもう消えてほしいくらいに……です」

　この期ごに及およんでも、リタの口調に変化はなかった。それが余計に心を萎い縮しゆくさせ、出口の見えない迷めい路ろに空太を突き落とした。リタが何を思いながらその言葉を口にしたのかが、空太にはまったく掴つかみ切れなかったから……。

　だから、笑えばいいのか、冗じよう談だんでも言えばいいのか、息を呑のめばいいのかすらわからずに、口を閉ざすしかなかった。

「空太も気をつけてくださいね」

「なにを？」

「ましろの側にいると壊こわされてしまいますよ。私のように……」

「……そうか」

　曖あい昧まいな返事をするので精せい一いつ杯ぱいだった。

　薄うす暗ぐらい闇やみがリタの胸むねの奥底にはある気がした。延えん々えんと続く鬱うつ蒼そうとした心の深い森だ。他人が気安く足を踏ふみ入れてはいけない場所で、迷まよい込めばどうなるかわからない。そう思わせるだけの迫はく力りよくが、リタの言葉にはあった。

「でも、安心してくださいね。ましろは私が必ず連れて帰りますから……必ず……」

　それきり、空そら太たもリタもしゃべらなかった。ただ、眠ねむれない夜に眠ろうとした。




　翌よく朝あさ、体に重圧を感じながら空太は目を覚さました。猫ねこがのしかかっているのかと思ったがそうじゃなかった。

　ベッドから落ちたリタが空太の上に覆おおいかぶさっている。

　その肉感的な存在感は、美み咲さきにも匹ひつ敵てきする戦せん闘とう力りよくで、空太を混乱させるには十分だった。正直、この充じゆう実じつ感かんはましろの比ではない。

「リタ、起きてくれ！　俺おれの野生が檻おりから出そうなんですけど！」

「ん〜、なんですか……うるさいですよ」

　完全に寝ねぼけている。

　空太を目覚まし機能付きのしゃべる抱だき枕まくらか何かと勘かん違ちがいしているのか、スイッチをオフにしようと頭をぺしぺしと叩たたいてくるだけで、ちっとも目を開けない。

　なんとかリタに下した敷じきにされた状態から抜ぬけ出そうとする。

　そのとき、部屋のドアがノックされた。

「神かん田だ君？　もう八時過すぎたけど大丈夫？　起きてるの？」

　七なな海みの声だ。

「だ、大丈夫です！　起きてます！」

「もう〜、うるさいって言ってるじゃないですか」

　がばっとリタが顔を上げて、寝ぼけたままドアに話しかけている。

「いやいや、なにしてくれてんの？」

「それは神田君の方でしょ！　なんで女の子の声がするのよ！」

　部屋のドアが七海によって開け放たれた。

　七海のすぐ後ろには、すでに制服に着き替がえたましろの姿もあった。七海が起こして、着替えさせてくれたんだろう。

　ふたりの視界の中で、くんずほぐれつ状態の空太とリタ。

「おはよう」

　さわやかな挨あい拶さつを投げかけたのに、七海から帰ってきたのは身も凍こおるような冷たい目線だった。

「百歩譲ゆずって泊とめてあげたのはいいとしても、一ひと晩ばんで随ずい分ぶんと仲良くなったんだね」

「いや、違ちがう！　裁さばくのならリタの寝ね相ぞうの悪さにしてくれ！」

　失礼を承しよう知ちでリタの顔を押しのけて、なんとか立ち上がる。

「ふ〜ん、呼び捨すてにするほど仲良しなんだ」

　しまったと思ったときにはもう遅おそすぎる。

「空そら太たはリタの味方なの？」

　ましろの目が真っ直ぐに空太を見ていた。

　なんだか、今の一言は胸むねにぐさっと刺ささった。

　違うと言おうとしたのに、

「そうですよ」

　と言って、腕うでにしがみ付いてきたリタに邪じや魔まをされた。

　ふたつのふくらみに左腕が幸福のサンドウィッチ状態だ。

「いっ！」

　と空太が裏うら返がえった声を上げ、

「なっ！」

「むっ」

　と七なな海み、ましろがわかりやすく不ふ機き嫌げんな顔をする。

「昨晩は、すごくやさしくしてくれたんですから」

「誤ご解かいを招くような発言をしないで！」

「神田君はどうして毎度毎度！」

　七海が握にぎった拳こぶしを震ふるわせている。

「毎度毎度、不幸な事故に遭そう遇ぐうするだけだ！」

「うれしいくせに……」

　その目は、リタの胸とかお尻しりとか太もものあたりを確認している。

「リタ、空太から離はなれて」

　ましろが口を尖とがらせる。

「どうしてですか？」

「いいから離れて」

　リタがさらに身を寄よせてきた。

「ましろがイギリスに帰ると言うのなら、離れてあげてもいいですよ？」

　すると、再び、ましろが空太に視線を戻もどす。

「空太は敵てき」

「違うって！」

「一夜を共に過ごした仲なのに、それは酷ひどいです」

「なに言ってんの!?」

「空太もましろは芸術の世界で活かつ躍やくするのがいいと思っていますよね？」

「いや、それは……」

　横目で確認すると、ましろが少し寂さびしげな顔をしている気がした。でも、わずかに瞳ひとみが揺ゆらいだ程度だから気のせいかもしれない。

　そこへ、リタが追い討うちをかけてくる。

「事実、迷まよってはいますよね？」

「だ、だから、そ、それは……」

　本心を指し摘てきされ、思わず口篭もってしまった。

「私、ましろがイギリスに帰るまで、空そら太たの部屋に泊とめてもらうことに決めました」

「え？　俺おれには相談なし!?」

　空太は一晩だけのつもりで泊めたのに。

「わかった。もういい」

　そう言うとましろは逃にげるように部屋の前から立ち去った。

「あ、ちょっと、ましろ！」

　その背中を七なな海みが追いかけていく。

　それと入れ替かわりで、美み咲さきと仁じんが顔を出した。

「おめでとう、こーはいくん！　もう大人おとなの仲間入りだね！　祝福するよ！」

「撃げき墜つい王おうの名は、今日限りで返上するわ。あとは任まかせたぞ、空太」

　言いたいことを言って、ふたりはさっさと学校に出かけてしまう。

　千ち尋ひろまでやってきて、

「神かん田だ、前から思ってたけどあんたはちょっとうざいわ」

　などと言ってきた。

「先生、それはこの状況と関係ないでしょ！」

　もちろん、それ以上は取り合ってもらえず、千尋もさっさと玄げん関かんの方へと向かう。

　追いかけようにもリタにがっちり腕うでを組まれているので動けない。

　そこへ、ましろが戻もどってきた。胸むねに枕まくらを抱だいている。

　ずかずかと空太の部屋に入ってきて、持ってきた枕をベッドにセットしている。

「なにしてんの？」

「今日からホームステイ」

「こんな近場で済ませるな！　だいたい、お前、枕使わないじゃん！」

　枕を突き返す。

「リタは泊めた」

「状況が全然違ちがうだろ」

「私は別にいいですよ。昔と同じように寝ねる前におしゃべりできるので、大だい歓かん迎げいです」

「だから、ここは俺の部屋！　決定権プリーズ！」

　遅おくれて七なな海みも戻もどってきた。何かを背中に隠かくしている。いや、隠れていない。七海愛用の抱だき枕まくら、虎とら次じ郎ろうだ。

「じゃあ、私も……」

「青あお山やまだけは普通の子でいてくれ！　もうほんと、お願いだから！」

「も、もちろん、冗じよう談だんよ。冗談だからね。冗談なんだから。冗談に決まってるよ」

「四度も言うな！」

「と、とにかく！　リタさんをさくら荘そうに泊とめるかどうかは、さくら荘会議で話し合いますからね！」

「空そら太たは賛さん成せいしてくれますよね？」

　リタが身を寄よせてきた。

「空太のバカ」

　ましろが枕を振ふりかぶり、空太に投げつけてきた。危あぶないと思い、空太はとっさにリタを庇かばったのだが、それがいけなかった。

　何かを我が慢まんするようにましろが拳こぶしを握にぎる。かと思ったら、七海の腕を掴つかんで、無言で部屋を出て行こうとする。

「あ、ちょっと、ましろ、引っ張ぱんないでって！」

　すぐに七海の声は遠ざかっていった。

　過ぎ去った嵐あらしに、ため息を吐つく。腕にしがみ付いたリタも、ほっとした様子だ。

　朝から一体なんなのだろうか、この状じよう況きようは……。

「あの、リタさん、もういい加か減げん離れてくれませんか？」

「一応、諸もろ々もろのお礼と謝しや罪ざいも込こみなんです。体でお支払いします」

「意味わかってんの!?」

「スタイルにはとても自信があるので、一エローを一万円ぐらいでお願いします」

「なんかどっかにありそうな変な通貨を作らないで！　レートもリアルだし！　てか、ほんと無理しなくていいからね！　なんか足震ふるえてるんで、相当無理してるよね？」

　空太もそろそろ限界だ。この生殺しの拷ごう問もんには長く耐たえられそうにない。理性が遠くへ旅立ってしまいそうだ。

「ばれてしまいましたか。よくお誘さそいは受けるのですが、お付き合いはしたことがないので、男の子と密着するのには不ふ慣なれなんです」

　言い訳しながら、リタがようやく離れてくれた。

　頭が痛いたい。物理的にじゃなくて精神的に……。いや、物理的にも痛くなってきた気がする。

「はあ〜」

　がっくりとうなだれる。

　その時、正面に人の気け配はいを感じた。

「朝から騒そう々ぞうしいな。ここは繁はん殖しよく期きの動物園か」

　ドア口に誰だれかの足が見えている。

　見み慣なれた制服のズボンだ。ということは男子。仁じんはさっき出て行った。それに、今の細い声は明らかに仁のものではない。

　実に数ヵ月ぶりに耳にした声こわ音ね。

　恐おそる恐る、空そら太たが視線を上げていく。細い足、華きや奢しやな体、白い肌。そして、幼おさない顔立ち。そこにいたのは、背中まで伸びた髪かみをなびかせた中性的な容よう姿しの少年だった。
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「お、お、おっ！　おおっ！　おまっ！」

「オマール海え老びか？」

「違ちがうわ！　だ、だって、お前、それ、立体映像？」

「早く実用化してほしいものだな」

「義ぎ体たい？」

「それがあるなら、メイドちゃんが完成する日も近いな」

「じゃあ、本物の赤あか坂さか!?」

　最後に姿を見たのは春休みの前。五ヵ月ぶりの再会になる。にもかかわらず、龍りゆう之の介すけの態度は毎日顔を合わせている知人のそれとなにひとつ変わらなかった。

「神かん田だも急げ。遅ち刻こくするぞ」

　すぐに廊ろう下かの向こうに姿すがたが見えなくなる。学校に行く気らしい。

「散々、引っ張ぱっておいて、あっさり出てきてんじゃねえ！」

　理り不ふ尽じんな出来事の最後を締しめくくった龍りゆう之の介すけの登場に、空そら太たは納なつ得とくできない想いを込こめて、腹はらの底から叫んだのだった。




　九月二日。

　この日、学校の昼休みに、さくら荘そう会議が超ちよう緊きん急きゆうで招集された。紛ふん糾きゆうした話し合いは休み時間中に終わることはなく、五時間目までぶっ続けで行われた。その会議の議事録には次のように書かれている。


　──賛成四人、反対三人で、リタ・エインズワースさんをしばらくさくら荘に泊とめてあげることになりました。皆さん、仲良くしましょう。書記・神田空太

　──空太のバカ。空太のバカ。空太のバカ。空太のバカ。空太のバカ。空太のバカ。空太のバカ。空太のバカ。空太のバカ。空太のカバ。空太のバカ。空太のバカ。空太のバカ。空太のバカ。空太のバカ。空太のバカ。空太のバカ。追記・椎しい名なましろ

　──神かん田だ君のどすけべ！　追記・青あお山やま七なな海み

　──空太様ってば、大きいのが好きなんですね。軽けい蔑べつします。追記・メイドちゃん

　──皆さん、仲良くしましょう！　てか、仲良くして！　追記・神田空太
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　人はどうすれば仲良くなれるんだろう。

　平和ってなんだろう。

　お腹なかも鳴り放題の四時間目、空そら太たは秋の空に広がる雲をぼんやりと眺ながめながら、人類永遠のテーマについて考えていた。

　黒板の前では、現国の担当教師である白しろ山やま小こ春はるが、甘ったるい口調で泣く子も眠ねむる子こ守もり唄うたを奏かなでている。抵てい抗こうを諦あきらめて机つくえに突っ伏ぷした生徒は五人。肘ひじをついてノートを取っているふりをして寝ねている生徒はもっとたくさんいる。すでに学がつ級きゆう崩ほう壊かい状態だ。二学期がはじまって一週間も経たてば、教室の雰ふん囲い気きはすっかり日常モードに切り替かわる。

　一学期もだいたいこんな感じだった。

　ただ、一点だけを除のぞいて……。

　チョークが黒板を擦こする音がする。顔と声に似合わずに小春は達筆だ。後ろの席から寝息が聞こえてくる。なんとも気持ちよさそうだ。外のグラウンドからは体育をやっている生徒の叫さけび声がした。ホイッスルが吹ふかれる。それらに混ざって、なぜだか軽けい快かいにパソコンのキーボードを叩たたく音がしているのだ。

　少し前から、音の発はつ生せい源げんを小春がちらちら見ている。空太を含ふくめ、起きている生徒の大半が、教室に漂ただよう異様な緊きん張ちよう感かんに身を硬かたくしている。さっさと寝ればよかったと後こう悔かいしたところで遅おそい。小春が爆ばく発はつするのは時間の問題だ。

　けど、空太が恐おそれているのは、もうひとつ別の爆弾が爆発することだった。

　横目で隣となりの席の七なな海みを確認する。背せ筋すじをぴっと伸のばして真ま面じ目めにノートを取っている。たぶん、空太が見ているのに気づいている。でも、黒板から目を逸そらす気け配はいはない。

　意図的に空太を拒こばんでいるのがわかる。一見すると、単に授業に集中しているようにも思えるけど、そこに騙だまされてはいけない。本当にご機き嫌げん斜ななめな人間は、それを表に出さなくなるのだ。今の七海の状態は明らかにそれだった。周囲の空気がぴりぴりしている。触ふれるものすべてを傷きずつけそうな勢いきおいだ。理由の半分は空太にあって、もう半分は、キーボードを叩く生徒にあるのだと思う。

　リタがやってきてからの一週間、七海はずっとこんな調子だ。

　今け朝さ、ダイニングで声をかけたときも、

「おはよう、青あお山やま」

「おはよ」

「あのさ」

「楽しいおしゃべりをしたいなら、リタさんとどうぞ」

　とにこやかに言われてしまい、挨あい拶さつ以上の言葉を交わすことを許ゆるしてくれなかった。思春期の娘むすめと、その父親の間にだって、もう少し会話があるはずだ。

　七なな海みがご立りつ腹ぷくのわけはわかっているような、わかっていないような、そんな曖あい昧まいな感じ。リタをさくら荘そうに泊とめることに、空そら太たが賛さん成せいしたのが気に入らないのだろうけど、何がそこまで気に入らないのかが、いまいちぴんときていない。

　けど、こんな有様でも七海はまだましな方で、本当に深しん刻こくなのはましろの態たい度どだ。ホームステイを却きやつ下かされたのがよほど気に食わなかったのか、徹てつ底てい的てきに空太を拒きよ絶ぜつしている。

「椎しい名な、朝だぞ、起きろ」

　と朝起こしにいけば、

「空太のバカ」

　と個性的な挨拶をされ、

「椎名、めし〜」

　とご飯の時間だと告げにいけば、

「空太はバカ」

　と斬ざん新しんな返事をされ、

「椎名、ケータイ鳴ってるぞ」

　と教えてあげれば、

「空太がバカ」

　と心に染しみるお礼をされる始末だった。どうやら、世界中に空太がバカであることを広める運動に目覚めたらしい。

　さらに、うっかり目が合うと、

「むう」

　とか唸うなって、なわばりを侵おかした敵てきを追い払う野生動物のように威い嚇かくしてくる。

　そのひとつひとつが、空太の胸むねに小さなトゲとなって突き刺ささる。仮にも気になっている女子から、明らかに嫌けん悪お感かんをにじませた態度を取られるのはかなりしんどい。色々と絶ぜつ望ぼう的てきだ。

　そんな窮きゆう地ちに空太を追い込んだ張ちよう本ほん人にんのリタはというと、笑顔のゴリ押しで空太の部屋に居い座すわり、さくら荘での居い候そうろう生活を満まん喫きつしている。元から知り合いだったらしい千ち尋ひろは言うに及およばず、仁じんや美み咲さきともあっさり打ち解とけ、仲良くやっていた。

　毎朝、仁からは、おはようの挨拶の代わりに、

「リタさんは今日もかわいいね」

　とか声をかけられては、

「はい、よく言われます」

　とか言って笑顔でかわしている。

　今け朝さなんかは、

「今度、デートしてくれない？」

「ごめんなさい。十年後までデートの予約が埋うまっているんです」

「じゃあ、十年後以降は全部俺おれが予約ってことで」

「それ、まるでプロポーズですね」

「そう取ってくれてもいいよ」

「では、十年経たってまだお互たがいが独身だったら考えるということで」

　などという会話を楽しんでいた。

　毎日、空そら太たの部屋に遊びに来る美み咲さきとは、ゲームを遊ぶ中で自然と仲良くなっていった。リタはましろと同様、ゲーム初心者で、コントローラーすら握にぎったことはなかったが、手先は器用で飲み込こみも早く、すぐにどんなジャンルのゲームも上達した。

　一番の驚おどろきだったのは、美咲の言動や行動に動じないその性格だ。『りったん』というあだ名に文もん句くも言わず、美咲の無む茶ちや振ぶりにも笑顔で応対している。

「今から『人生で一度は言いたい台詞せりふしりとり大会』を開かい催さいするんだも〜ん」

「ちょっ、先せん輩ぱい、今ゲームしてるでしょ！　明日の買い物当番を賭かけて！」

「じゃあ、あたしから行くよ。『世界の半分をお前にやろう！』の『う』で、りったんの番ね」

「私ですか。そうですね。では『運転手さん、前の車を追ってください！』の『い』で、空太の番ですね」

「お、俺？　『い』、『い』……って、『いい知らせと悪い知らせ、どっちから聞きたいかね』の『ね』で美咲先輩です！」

　この間も、もちろん格かく闘とうゲームは継けい続ぞく中ちゆうだ。

「『寝ね言ごとは寝てから言え』の『え』でりったん」

「『え〜、ただいまご紹介にあずかりましたリタ・エインズワースです』の『す』で空太です」

「『好きな金額をその小こ切ぎつ手てに書きなさい』の『い』で先輩！」

「『いいから、もう君、明日からこなくて』の『て』でりったんね」

「『……ってところまでは、教科書にも載のっている話です』の『す』で空太です」

「てか、今のふたつは苦しいでしょ！」

　というのが昨さく晩ばんのことで、ほんとにすっかり馴な染じんでいる。

　その上、働かざるもの食うべからずの信条に則のつとり、リタは掃そう除じや洗せん濯たく、買い物当番なんかを率そつ先せんして受け持っては、どれもそつなくこなしていた。

「鳩はとが豆まめ鉄でつ砲ぽうという顔ですね、空太」

「掃除とか絶対にしたことないタイプだと思った」

「私、ましろのルームメイトだったんですよ？」

　洗濯をしている最中にそう説明をされて妙みように納なつ得とくしたものだ。ましろは生活能力が皆かい無むのため、一いつ緒しよにいる人間がどうにかするしかない。

　リタに問題があるとすれば、それは寝ね相ぞうの悪さくらいだ。一いつ緒しよの部屋は危き険けんだからと、空そら太たが夜中に自室を抜け出し、ダイニングで寝るようになった二日目以降も、リタは毎日のようにベッドから落下しているようで、朝目め覚ざめるたびに、釈しやく然ぜんとしない面おも持もちで部屋から出てきている。

　その後、ダイニングで寝ている空太を見つけて、

「空太はとても寝相が悪いんですね」

　などと微笑ほほえみながら言ってくるのだ。

　その顔を見ると、毒どく気けを抜かれてしまう。ましろを連れ戻もどしにやってきた悪い魔女だってことを忘れそうになる。しかも、絶対にましろをイギリスに連れて帰ると言ったくせに、この一週間、何か特別なことをしているわけでもなかった。

　空太同様、ましろから見事なまでに避さけられているのに、特に気にした様子もなく、毎日余よ裕ゆうの笑顔で振ふる舞まっていて、ほんとに連れ戻す気があるのか、疑うたがいたくなるほどだった。

　昨日、空太の方が痺しびれを切らして、リタにこう尋たずねたくらいだ。

「あのさ、俺おれが言うことじゃないと思うけど、椎しい名なの説得はしなくていいのか？」

　すると、リタからは実に簡かん潔けつな返事があった。

「今のましろには何を言っても無む駄だですよ。下手に突つついたところで、余よ計けい貝になるだけですから、今は待つのが得とく策さくなんです」

　その的確な分析に、空太はため息を吐ついた。というのも、機き嫌げんを直してもらおうと色々な作戦を実行したあとだったからだ。先に言っておいてほしかった。

　三日前は、バームクーヘン作戦を実行して失敗。その翌よく日じつには、究極メロンパン作戦を決行して惨ざん敗ぱい。空太の財さい布ふが軽くなっただけだ。しかも、ご馳ち走そう様さまの代わりに、

「空太なバカ」

「どんなバカだよ！」

　と心から感謝をされて、泣きたい気持ちにもなった。

　ましろとはそんな具合で、関係はまったく修復されていない。それどころか、悪化している気がする。今け朝さなど、部屋のドアに『空太おことわり』の張はり紙がされていて、心が折れるところだった。まあ、問答無用で剥はがして、くしゃくしゃに丸めて、ゴミ箱に捨すてて、部屋には侵しん入にゆうしたのだが……。

　攻略の糸口はまるで見えない。永遠にこのままなんじゃないかとさえ思えてくる。

　だから、ため息だって出る。

「はあ……」

　ほんと、人はどうすれば仲良くなれるんだろう。

　平和って難むずかしい。

　授業中にそんなことを痛つう感かんしていると、ばきっと何かが砕くだける音がした。前を見ると、折れた赤いチョークを黒板に押し付けた小こ春はるが、怒りに打ち震ふるえていた。

　振ふり向いた小春の眉み間けんに皺しわが寄よっている。争いは世界中で勃ぼつ発ぱつするようだ。

「赤あか坂さかく〜ん」

　小春が上じよう機き嫌げんを装よそおった猫ねこなで声で呼びかけたのは、空そら太たの斜ななめ後ろに座った童顔の生徒。七なな海みの真後ろでもある。

　肩かた越ごしに様子を見ると、龍りゆう之の介すけは真剣な表情でノーパソのディスプレイと向き合っていた。返事どころか、反はん応のうすらしない。

「お〜い、赤坂〜」

　小声で空太が話しかける。

　龍之介がキーボードを叩たたく。

　空太のポケットでケータイが振しん動どうした。こんなときに誰だれだと思いながら、机つくえの下でケータイを開く。龍之介からのメールの着信だ。

　──今、忙しい

「口で言え！」

　すると再び着信があった。

　──騒そう々ぞうしいぞ、神かん田だ

「だから口で言えって！」

　ようやく龍之介と目が合った。

「小春先生が呼んでる」

「極力女とは話したくない。発言を許きよ可かすると伝えてくれ」

「自分で言え！」

「聞こえてるわよぉ」

　ぷく〜っと少女のように小春が頬ほおを膨ふくらませている。構かまわずに、龍之介はキーボードを操そう作さしている。

「赤坂君、私の授業はつまらないのかなぁ？」

「そうは感じていない」

「あら？　そうなのぉ？」

　一瞬、小春の表情が明るくなる。でも、それはほんの短い春だった。

「興味がないだけだ。お前にも、お前の授業にも」

　小春のおでこに深い皺が一本生まれた。これ以上のストレスは、小春の婚こん期きに影えい響きようが出る。

「悲観することはない。僕はこの世に存在する大概のことに興味がないからな」

「じゃあ、そんな赤坂君はさっきから熱心に何をしているのかなぁ？」

　カタカタと龍之介がキーを叩く。

　また空太のケータイが震えた。

　──説明してもお前には理解不能だ。時間の無む駄だになる。黙だまれ、メス犬（笑）と言ってやれ

「言えるか！」

「ふんだ、ふんだ、もういいわよぉ。ふたりして私をバカにして。千ち尋ひろちゃんに言いつけてやるんだから」

　なんか小こ春はるが拗すねている。人生ってやつは大人おとなになってもままならないものらしい。じゃあ、何のために大人になるんだろう。

「てか、俺おれはバカにしてませんよ！　セットにしないで」

　叫さけぶと同時に、メールが着信した。

　──僕ぼくたち、友達だよな

「偽ぎ装そう工こう作さくをするな！」

「ちょっと神かん田だ君、いい加か減げんにしてよ」

　クラスメイトの誰だれもが口を挟はさめずにいた空間に割わって入ってきたのは、隣となりの席の七なな海みだ。大変ご立りつ腹ぷくの眼まな差ざしで空そら太たを見ている。いや、睨にらんでいる。

「先生は深く傷きず付つきました。とても誰かを道連れにしたくなりました」

　なぜだか、小春は空太をガン見している。

「今日は神田君を集中攻撃します。まずは立って教科書の朗ろう読どくを」

「なんで俺！」

「さくら荘そうの連帯責任です」

　ちらりと七海を見ると、巻まき込んだら殺すわよと目で語っていた。

　仕方なく起立して教科書の朗読をする。

　龍りゆう之の介すけのせいで七海はますます不ふ機き嫌げんだ。こんな状態で、ほんとに仲直りなんてできるんだろうか。

　それでも、国交の正せい常じよう化かを図らなければならない。周囲に迷惑だとかそんなのはどうでもよくて、これ以上は空太の胃に穴あなが空く。

　朗読を終えて一度は着席した空太だったが、今度は小春からある場面の主人公の心情を説明しろと言われて、再び立ち上がるはめになった。その後も、また朗読をやらされたり、前に出て黒板に何かを書かされたりと、優先的に勉強をさせてもらえた。

　その間、龍之介は静かにしていて、一応、反省しているのかと思ったが、振ふり向いて見てみると、全然違ちがっていた。龍之介は、先ほどのやり取りなどもう忘れたかのような顔で、スマートフォンを操そう作さしていて、おとなしく思えたのは、単にタッチパネルでの操作は音がしないからだった。

　そんな龍之介に苛いら立だちを募つのらせながらも、空太は小春からの理り不ふ尽じんな要求をせっせとこなした。やがて、小春の気が済んだのか、三十分ほどして空太は解かい放ほうされ、椅い子すに座ることを許ゆるされた。しばらく小春の視線を警けい戒かいしていたが、もう文もん句くはなさそうだった。

　安全の確認が取れたところで、今一度、七なな海みの様子を窺うかがった。真ま面じ目めに授業を聞いている。空そら太たの視線は完全に無視だ。

　少し考えてから、空太は七海に机つくえを近づけた。ノートの端はしっこに、七海に見えるようにメモを書く。

　──今日の晩ばん飯めし何がいい？

　ちらりと七海が空太を見てきた。

　──胸むねの豊ゆたかな居い候そうろうさんに相談すれば？

　言葉にトゲがありまくる。しょっぱなから敵てき意いはフルパワーだ。でも、無視されないだけ、まずまずのスタートと言えよう。ここからは空太の交こう渉しよう術じゆつが試される。そんな術、見つけた覚えはないけど……。

　──別に大きいのが好きってわけじゃないぞ？

　胸の話題なんか出すから、思わず七海の胸むな元もとに目がいった。七海も別に小さいわけじゃないと思う。それに気づいた七海が消しゴムを投げてきた。

「あだっ！」

　額ひたいに直撃した消しゴムを、床ゆかから拾って七海に返す。


　──変へん態たい

　──芋いも虫むしから蛹さなぎへ？

　──人間のクズからただのクズへ



　二学期早々に人間を卒業だ。交渉は失敗か。いや、諦あきらめたらそれまでだ。


　──と、とにかく話し合おう

　──話をしたいのは、ましろでしょ



　ある意味、核かく心しんを突つかれて空太のシャーペンの動きは止まった。


　──いつまでましろを避さけてる気？

　──俺おれが避けられてんだけど

　──それ、本気？

　──たぶん

　──なら、自分で聞きなね

　──何を？



　七海の手がどけられて、ノートの文字が見えた瞬間、シャーペンを持つ空太の指先が震ふるえ出した。

　──イギリスに帰るかどうか

　ごまかすように机から手を浮かせる。

　──帰らないって言ってたろ

　なんとか書いたその文字は、だいぶ曲がっている。

　──信じてないくせに

　何をだろうか。誰だれをだろうか。ましろか、ましろの言ったことか、それとも、それを受け取った自分の感情をだろうか。

　その全部が少しずつ積み重なって大きな不安になっている。ましろはリタに帰らないと言ったけど、時間が経たつにつれて、その声の記き憶おくは曖あい昧まいに薄うすれていて、本当にそう言ったかどうか、自信が持てなくなっているのは事実だった。

　──いなくなってもいいの？

　いいわけがない。感情はすぐに反はん応のうする。それを文字にする自信はなかった。シャーペンの先は、ノートの上で一ミリも動かない。

　帰ってほしくないという自分の気持ちには気づいている。でも、そのすぐ隣となりには、ましろは芸術の世界に戻もどるべきなんじゃないかという思いも居い座すわっていて、どっちがほんとで、どっちが嘘うそかなんて判はん別べつできなかった。今の空太にとってはどっちもほんとだ。


　──今日かもしれないよ？

　──何が？

　──ましろのご両親が迎むかえにくるの



　ぎゅっと胸むねが締しめ付けられた。言葉が心に見えない傷きずをつける。

　ましろの両親がどんな人物かは知らない。どうする気なのかもわからない。でも、大人おとなと子供が違うってことは少し知っている。夏休み最後の日、『ゲーム作ろうぜ』のプレゼンのときに、自分がいかに学校という狭せまい社会しか知らずに生きてきたかを思い知らされた。痛いたいほどに……。

　ましろの両親が本気でましろを連れ戻そうとすれば、実はそれは結構簡かん単たんなことなのかもしれない。リタが言っていたように、学校の手続きを済すませて、日本でのましろの居い場ば所しよを奪うばってしまえばいいだけだ。スイコーにしろ、さくら荘そうにしろ、ましろがいられる場所は簡単になくなってしまう。それくらい自分たちの生活が脆もろい柱の上にあると言われても、空太は少しも意外に思えなかった。

　だから、ましろがイギリスに帰ってしまうかもしれないという未来を、空太は自分の感情としてリアルに想像できていた。

　危き機き的てきな状況なんだと認識するのに、一週間という時間は十分すぎた。

　──やり直しのできないこともあるよ

　七なな海みの書いた文字が胸を締め付けてくる。苦しさを吐はき出すようにして、空太はシャーペンで文字を綴つづった。

　──正しいことばっかはきついって

　七海がはっとするのを横目に映うつした。

　──言い過ぎた。ごめん

　全部七なな海みの言う通りだと思う。でも、ましろがいなくなるかもしれないという状じよう況きようを理解できたからといって、仕方がないと潔いさぎよく諦あきらめられるほど大人おとなではなかったし、自分のわがままを振ふりかざして駄だ々だをこねられるほど空そら太たは子供でもなかった。

　気持ちはずっと宙ぶらりんだ。ちっともひとつに定まらない。今はましろに帰ってほしくないと思っていても、少し経たてば、リタが言っていたように、芸術の世界に戻もどって活かつ躍やくすべきだと思ってしまう。また少し経てば、両親が迎むかえに来ることに……ましろがいなくなってしまうことに心は怯おびえ出す。

　この二、三日はずっとこんな調子で、壊こわれたコンパスのように、空太の意思はふらついていた。

　──お互たがい、ちゃんとしよ

　七海がじっと見ていた。それでわかった。七海も不安なんだと。同じようにましろがいなくなってしまうかもしれない現状に答えを出せずにいる。だから、ちゃんとしないといけない。今、目を背そむけているものと向き合っていかなければならない。それが、強がりでもいい。前に進めるのなら、七海に対する見み栄えでもいい。

　──椎しい名なと話してみる

　ノートの隅すみに空太はそう記しるした。

　──どうぞご自由に

　七海の返答に、空太は少しだけ笑えた。

　小こ春はるが何か言っている。彼氏が欲しいとか、結けつ婚こんしたいとか、授業と全然関係ない愚ぐ痴ちになっている。千ち尋ひろといい、小春といい、この学校の教師はどうなっているんだろう。それに合わせて、またしてもキーボードがカタカタと鳴っている。カタカタ……カタカタと……。

　その音が唐とう突とつにぴたりと止まった。今度は鞄かばんの中をまさぐる雑音が聞こえてきた。空太の斜ななめ後ろ……七海の真後ろの席からだ。気になって仕方ない。

　自然と空太の視線はそこへと流れた。文もん句くのひとつも言ってやろう。

　つられて七海も振ふり向く。

　ふたりの視線の先にはさくら荘そう１０２号室の住人、赤あか坂さか龍りゆう之の介すけがいた。机つくえの上に弁当箱を広げている。中身は真っ赤だ。トマトが四つ。他には何も入っていない。トマトをおかずにトマトを食べる気のようだ。龍之介がトマトをひとつ掴つかむ。そして、授業中にもかかわらず、躊躇ためらいもなく大口を開けて頬ほお張ばった。中のスライムが汁しると一いつ緒しよに飛んだ。ゆるやかな放物線を描えがきながら、七海の額ひたいに直ちよく撃げきした。

　空太は理性が切れる音を生まれてはじめて聞いた。気のせいかもしれないけど、本当に聞こえていた。七海の放つ威い圧あつ感かんに圧あつ倒とうされ、空太は喉のど元もとまで出かかっていた龍之介への文句を引っ込めた。

　額のスライムを七海がティッシュで冷静に拭ふき取る。

「この一週間、必死に我が慢まんしてきたけど、私もう限界……」

　その声は、七なな海みのものとは思えないほど低音で冷え切っている。

「不登校が長かったからとか、もう関係ないから……」

　龍りゆう之の介すけは気にした様子もなく……というか、そもそも自分が話しかけられているという認識すらない感じで、一いつ心しん不ふ乱らんにトマトを口に運び続けている。

「いい加か減げんにしなさいよ……」

　龍之介が二個目のトマトに手を伸のばした。

「あなたに言ってるのよ、赤あか坂さか君！」

　クラス中の視線が教室の角に集まる。空そら太た、七海、龍之介の三人がいる呪のろわれたトライアングルゾーンだ。

「今は授業中だ。私語は慎つつしめ、ポニーテール。先生やクラスメイトに迷めい惑わくだ。見ろ、ドン引きしているぞ」

「お弁当がトマトだけの人に言われたくないわよ！」

　いや、この場合、まずは授業中に堂々とトマトを食べ出したことを指し摘てきするべきだ。七海に先を越こされたせいで、空太は一瞬で冷静になっていた。

「トマトは栄養価の高い優秀な食料だ。食べて当然だ」

　巻まき込こまれたくはないけど、これは空太が間に入らないとどうにもならない。教師の小こ春はるを含ふくめ、クラス中の期待が空そら太たに注がれている。

「青あお山やまが言っているのはトマトに関する知識じゃなくてだな……」

「知ってるわよ。リコピンが多く含まれていて、トマトが赤くなれば医者が青くなるってことわざがあるくらいだからね」

「栄養とか、そういう話はするのかよ！　しかも、よく知ってんな!?」

「神かん田だ君は黙だまってて！」

「……はい、すいません」

　背後で小春が『よわっ』とか暴ぼう言げんを吐はいていたけど、今は耐たえ忍しのぶことにした。

「要点をまとめて話せ、ポニーテール」

「授業中に食事をしないで」

「これは補ほ給きゆうだ。栄養の摂せつ取しゆと空くう腹ふくによる機能低下を避さける目的がある」

「お昼休みまで待ちなさい」

「我が慢まんは体に毒だ」

「それに、なんで毎日お弁当がトマトだけなのよ！」

　空太も気づいていたけど、わざわざそこも注意するのか……。

「献こん立だてを毎日考えるのは非ひ効こう率りつだからだ。作業時間をより長く確保するために、僕ぼくは食事内容を固定している。食事に思考の余よ地ちがなくなることで得られる時間は、意外とバカにならない。確かく実じつに、やれることが毎日、ひとつかふたつは増ふえる。トマトなら料理の手間も省はぶけ、更さらなる生活時間の短たん縮しゆくを図れると共に、作業中でも片手で食べられる。その上、食事内容の固定化は、生活のルーチン化にも繋つながり、集中力を高める働きもある。学校、養成所、バイト、委員会と多た忙ぼうなポニーテールにもオススメの生活スタイルだ。真ま似ねしてもいいぞ」

　ここまで明確な理由があるとは、さすがに七なな海みも思っていなかったんだろう。次の言葉がなかなか出てこない。

「と、とにかく授業くらいは聞きなさい。カタカタうるさいのよ」

「この程度の雑音が気になるのは、授業に集中していない人間だけだ。元からやる気がない人間に対しての妨ぼう害がい行こう為いは妨害にはならないと僕ぼくは認識する。それに、僕が学校に通う目的は、進級すること、そして、卒業することにある。この二点を満たすために必要な条件は、三分の二以上の出席と、期末試験で赤点を取らないこととなっている。ゆえに、授業を聞く理由が僕にはない。説明は以上だ」

　怒っていたはずの七海が、途と中ちゆうから難しい顔になっていた。気持ちはよくわかる。苛いら立だちよりも、疑問の方が圧あつ倒とう的てきに膨ふくれ上がったのだ。この人、なに言ってんだろうと。

　けど、それで引き下がるほど七海もやわではなかった。

「自分勝手なことして、周囲に与える悪あく影えい響きようも考えて。迷めい惑わくでしょ」

「授業を中断して僕に文もん句くを垂たれるポニーテールの方が総合的に見て迷惑という表現に当てはまると思うが？　神かん田だもそう思っている」

「このタイミングで巻まき込こむな！」

　七海がすっと席を立った。大爆発寸前だ。

「トイレか？」

　龍りゆう之の介すけが余計なことを言った。

「あんたを殴なぐるのよ！」

「わ〜！　待て、青あお山やま！　暴力はダメだ！」

　空そら太たは反射的に立ち上がり、七海と龍之介の間に割って入った。七海をなんとか取り押さえようとする。

「これだから女は嫌きらいだ。すぐ脳のうの電気的な活動に翻ほん弄ろうされ冷静さを欠く。自分の正義を他人に押おし付けるなどもってのほかだ。自分のルールを世界のルールと勘かん違ちがいされては困る。お前は世界の中心ではないぞ、ポニーテール。僕が世界の中心だ」

「これ以上、油を注ぐな！」

「白しろ山やま先生、机つくえの上の辞書を貸かしてください」

「鈍どん器きはダメだ、青山！　落ち着け！　って、小こ春はる先生もレンタルしないで！」

　小春は七海の味方なのか、さらっと国語辞典を渡わたしている。

「ちゃんと洗あらって返しますから」

「辞書に何をつける気だ！」

　授業の終わりを知らせるチャイムが鳴った。

「は〜い、じゃあ、今日の授業はここまでねぇ。青あお山やまさん、辞書は暴行事件の証しよう拠こにあげるから返さなくていいわよぉ」

　小こ春はるがさっさと切り上げて教室を出て行く。

　取り残されたクラスメイトたちが息を呑のむ。

　そんな中、龍りゆう之の介すけがトマトを完食した。弁当箱の中には緑のヘタが四つ残っている。それを鞄かばんに戻もどすと、席を立った。

「赤あか坂さか、応おう戦せんするなよ？」

「暴力は何も解決しない。トイレだ」

　龍之介は回れ右をすると、すたすたと遠ざかって行く。その背中が廊ろう下かに消えるまで、空そら太たと七なな海みは何も言えずに見送った。

「神かん田だ君」

「なんだ？」

「お願いだから一発殴なぐらせて」

「暴力は何も解決しないぞ」

「歴史はそうは言ってない」

「いやいや話し合おう！　歴史の解かい釈しやくについて俺おれの異い論ろんを聞いてくれ！」




　その後、七海の怒りを静めるのに、空太は昼休みの全部を費やすことになった。だが、空太の熱心な説得も虚むなしく、五時間目の英語の授業中、メイドちゃんのバージョンアッププログラムを組んでいた龍之介と七海の間に、再び戦争は勃ぼつ発ぱつした。

「赤坂君、学校をなんだと思ってるのよ！」

「生きる目的のない若者が集う場所だ」

「お前は、今、全国の高校生を敵てきに回したぞ」

　平和って本当に難むずかしいと、空太はしみじみ思うのだった。




　　　　２




　放課後、空太は中庭の掃そう除じ当番を済ませてから、美術科の教室へと向かった。すぐに迷まい子ごになるましろを迎むかえに行くためだ。

「はあ」

　思わず、ため息が出た。今日は疲つかれた。これからは、授業中もおちおち寝ねていられない。七海と龍之介の戦争は明日以降も確実に継けい続ぞくする。勝手な行動をよしとしない七海と、美み咲さきやましろ以上にゴーイングマイウェイな龍りゆう之の介すけの相性は最悪で、戦いの長期化が予想される。

　平和への道は果てしなく遠い。

　美術科の教室に来ると、空そら太たはドア口から中を覗のぞき込こんだ。誰だれもいない。がらんとしていた。午後の実習からまだ戻もどってきていないのだ。

　ましろの鞄かばんを回かい収しゆうして教室を出る。

　窓の外で陽は傾かたむき、西の空が薄うすっすらと赤く染そまっている。空気も秋らしくだいぶ軽くなった。

　ジャージの一団と階段の前ですれ違ちがう。陸上部だ。去年のクラスメイトの顔を見つけたのでわかった。三年生が引いん退たいして、だいぶ人数が減へっている。後こう輩はいに指示を出す二年生の表情は硬かたくてまだどこか頼たよりない。けど、三年生から引き継ついだ部を盛もり上げようとする強い気持ちと、責任感はその横顔からひしひしと伝わってきた。

　三年生が卒業するまであと半年もあるのに、部活動をする彼らは引退という形で、先に別れを経験して、たぶん、それを受け入れたんだ。そういう顔をしていた。

　陸上部の一団が見えなくなってから、空太は再び美術室を目指した。

　美術室があるのは、長い渡り廊ろう下かを越えた先の別べつ棟むねだ。一階は部室、二階は音楽科の練習室が並び、三階が美術科の生徒が使う美術室になっている。

　三階に上がると、独どく特とくの臭においが鼻を突いた。手前の教室から人の気け配はいがする。開けっ放しのドアの前に立ってましろの姿を捜さがした。

　教室の中には見覚えのある生徒が数人いる。間ま違ちがいなくましろのクラスだ。

　もう授業は終わっていて、教師の姿はなかった。残っている数名の生徒も、道具を片付けながら雑ざつ談だんしているだけだった。

　集中力は完全に途と切ぎれて、のんびりした時間が流れている。

　そんな中、ましろの周囲だけは色が違っていた。机つくえも椅い子すもない天てん井じようの高い教室の隅すみっこにイーゼルを構かまえ、カンバスに絵筆を向けている。

　クラスメイトが昨日見た動画サイトの話題で盛り上がっている。帰りに商店街に寄よろうとはしゃいでいる。その声が届とどいていない。見えない壁かべが、ましろを分ぶ厚あつく覆おおっているように思えた。

　恐らく、今のましろにはカンバスしか見えていない。

　片付けを終えた生徒が教室を出て行く。ひとり、またひとりと。ましろに声をかけようと振ふり向く生徒もいた。意識的に見ないようにしている生徒もいた。一いち瞥べつしてから、唇くちびるを噛かみ締しめる生徒もいた。全員に共通していたのは、結局、誰もましろに声をかけなかったことだ。

　その一部始終を見ていたら、鼻の奥に切なさが込み上げてきた。

　時々ものすごく強く思う。ましろはひとりだと。

　空太がやってきてから五分ほどで、教室の中はましろだけになった。ましろが気づくことはない。意識することもない。もしかしたら、ましろにとっては、どうでもいいことなのかもしれない。他人がどうしているかなんて……。

　漫まん画がを描かいているときもそうだった。集中しているときは、外からの接せつ触しよくを完全にシャットアウトしてしまう。

　そんなましろを遠くに感じる。

　空そら太たがずっと見ているのに、ましろは気づかない。カンバスを挟はさんで正面にいる。視界には収おさまっているはずだ。

「……お前は何を見てんだよ」

　今、ましろの世界に自分は存在していないんだと思った。

　それを才能とか、天才とかいう言葉で凡ぼん人じんは説明するけど、こうして目まの当たりにして思うのは、言葉なんかで伝えられるほど生なま易やさしいものじゃないってことだ。

　芸術はよくわからない。でも、絵を描くましろの姿に、他人にはない迫はく力りよくを感じるのも事実だった。見ていると背せ筋すじがぞくぞくしてくる。気安く立ち入れないオーラがあるのだ。
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　せっかく話をしようと思ってきたのに、これじゃあダメだ。

　今のましろに空太の声は届かない。

　美術室から出て、ドアを背せに座り込こむ。廊ろう下かのタイルはひんやりしていた。

　ましろの集中が途と切ぎれるまで待つしかない。でも、待っていたら、気持ちが萎なえて話なんかできなくなる。この一週間がそうだった。何かと理由をつけては、近づくことも、離れることもしないで、お互いに本題を避さけて、答えが出ないようにしてきた。結論を出すことに怯おびえていた。じゃれ合うようにケンカをしていたのは、向き合うことから逃にげるためだ。今になって思う。このままじゃいけないってことも……。

　本当に今日かもしれないのだ。ましろの両親が迎むかえにやってくるのは……。

　ポケットからケータイを出す。アドレス帳を開いて『椎しい名なましろ』を表示した。カーソルをメアドに合わせてボタンを一ひと押おし。

　ほんの思いつきで、単なる衝しよう動どうだった。出てくる言葉をそのままメールに打ち込む。

　──今じゃないと言えない気がするからメールしとく

　送信のボタンを押した。

　また、すぐにケータイを操そう作さする。

　──俺おれも混乱してんだよ

　送信。

　──いきなりすぎるだろ。イギリスに連れて帰るとかさ

　また送信。返信はない。どうせ、絵に集中していて、ましろは気づかない。

　──歴史に残る名画とか言われたら、色々考えるんだよ

　意味なんてあるんだかないんだか、自分でもよくわかっていなかったけど、それを読み返して、綺き麗れいな言葉で飾かざろうとは思わなかった。

　──椎名がいなくなったらとか、リアルに想像するんだよ

　出てきた言葉をそのまま綴つづっていく。格好なんて、どうでもよかった。

　──考えてるけど、答えが出ないこともあってさ

　そうすれば、思っていることを真っ直ぐにましろに伝えられる気がした。

　──わかんないことばっかなんだよ

　迷まよっていることも、ぐるぐる回っていることも、隠すことなく文章にしていく。

　──芸術ってナンデスカ？

　自分の文面がおかしくて、つい笑ってしまった。

　──ほんとわかんないことばっかだな

　笑いが苦笑いに変わる。すると、次の言葉が浮かんだ。

　──俺、リタの味方じゃないぞ。これはわかる

　これには自信がある。

　──でも、椎名の味方でもないかもしれない

　ほんとバカ正直に書いている。さすがにこれは送るかどうか一瞬迷った。けど、途と中ちゆうでルールを変えるのも嫌いやで、自分で自分に意味のない意地を張った。

　──そもそも、何の話だっけ、これ

　混こん沌とんとした脳のうを少しだけ誘ゆう導どうする。

　──ああ、そっか、俺おれは何かを言いにきたんだよ

　なんとなく道みち筋すじが見えてきた。

　──漫まん画がは俺にもわかる

　そうだ。これは声を大にして言える。

　──椎しい名なの連載漫画は楽しみにしてる。ほんとに

　そういうことなんだろう。

　──うん、たぶん、これを言いにきたんだ

　最後のつもりで送信ボタンを押した。しばらくケータイの画面をじっと見ていた。妙みような達成感がある。けど、すぐに重大なことに気づいて、再びケータイを開いた。

　──てか、お前、メールの見方知ってんだっけ？

　あとで一通ずつ空そら太たが表示させて読んでもらうとなると、これは今世紀最大の羞しゆう恥ちに満ち溢あふれた罰ばつゲームだ。

　閉じたケータイを握にぎり締しめる。あくびが出た。毎日、ダイニングで寝ね起おきをしているせいか、最近は寝ね不ぶ足そく気ぎ味みだ。

　投げ出した足の先を、ぼ〜っと見ていると、何の合図かわからないチャイムが鳴った。耳をすますと、遠くでピアノの音がした。下は音楽科の練習室だ。

　手の中でケータイが震ふるえたのはそんなときだった。

　メールの着信。美み咲さきが宇宙からのメッセージでも送ってきたんだろうか。それとも、仁じんが買い物でも頼たのんできたか。千ち尋ひろからの理り不ふ尽じんな呼び出しって可能性もある。

　ケータイを操そう作さしてメールを開く。

　読もうにも読めない。文面は空っぽだ。

　それでも空太は喜びと緊きん張ちように動どう揺ようした。

　ましろからの返信だったから。

　ドアに身を隠かくしたまま教室の中を覗のぞき込こむと、ましろは背せを向けてしゃがみ込んでいた。わずかに見えた横顔は、ケータイのバックライトに明るく照らされていて、ぎゅっと唇くちびるを結んだまま、難むずかしい顔でボタンを操作していた。

　すると、また空太のケータイが震えた。

　──さ

　書かれていたのは一文字だけだ。

「お前は何がしたいんだよ」

　つい声をかけてしまった。

　しゃがんだままのましろが振ふり返る。

「『さ』ってなんだ」

「『空そら太たのバカ』の『さ』」

「どこにも『さ』はねえよ！」

　あと四回ボタンを押おすという概がい念ねんが、ましろにはなかったらしい。

「お前、メールは読めるのな」

「綾あや乃のが教えてくれた」

　ましろがお世話になっている漫まん画が雑誌の編集さんの名前だ。相当苦労したんだろう。でも、どうせなら、書き方も学習させておいてほしかった。

　空太は立ち上がると、ましろの側そばまで近づいた。

「ねえ、空太」

「なんだよ」

「メールって、いいかも」

「無言とか、一文字で送られると恐こわいんだけど」

「なら教えて」

　ケータイをましろが突き出してくる。

　期待に満ちた眼まな差ざしだ。真っ当なやり取りが久々だったから、なんかそれだけでちょっとうれしかった。

「わかったよ」

　受け取ったケータイを空太が操そう作さすると、ましろが身を寄せて画面を覗のぞき込こんできた。肩かたと肩が触ふれ合って、少し緊きん張ちようする。

　その矢先、空太が持ったましろのケータイが振動した。ポケットの中で、空太のケータイも着信を告げている。

　──緊急事態発生だ！　至し急きゆう全員さくら荘そうに帰ってくるように！

　差出人は美み咲さき。装そう飾しよくの激はげしいキラキラしたメールだった。一体何事だろう。

　ましろと顔を見合わせると、かわいらしく首を傾かしげてきた。

　緊急事態とはなんだろう。まさか、ましろの両親が訪たずねてきたとか……。それなら、美咲でも、もうちょっとましなメールを送ってくるか。

「こういうのしたい」

　ましろが美咲からきたメールの画面を見せてくる。

「それ、俺おれも知らないんだけど」

「こういうのしたい」

「はいはい。帰り道で教えるよ」

　メールの使い方を教えながら、ましろと並ならんで歩き出す。

　もっと他にしないといけない話があるのかもしれない。ましろと一いつ緒しよにいられる時間が、あとどれくらい残されているのかわからないけど、その時間は今この瞬間にも確実に減へっていっているのだから。

　そう自覚しても、特別なことができない自分を空そら太たはもどかしく思った。けど、それ以上に、これでいいんだとも思っていた。

　隣となりにましろがいて、少しは楽しそうにしていたから。

　今はそう思えた。
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　バイトで遅おそくなった七なな海みを待ってから、さくら荘そう会議はスタートした。

「今日、集まってもらったのは他でもない！」

　拳こぶしを力強く握にぎった美み咲さきが、ダイニングテーブルの真ん中に立っている。フリルのスカートが揺ゆれて、今にも中が見えそうだ。

「上かみ井い草ぐさ先せん輩ぱい、パンツ見えますよ！　下りてください！」

「心配ご無用だよ、ななみん！　これ、スカートと見せかけてショートパンツだから！」

　道理で見えそうで見えないわけだ。

「神かん田だ君、残念そうだね」

「何を言ってるんだい、青あお山やまさん」

　仁じんに後ろから抱かかえられて美咲が着席する。想い人びとに抱だっこされては、さすがの宇宙人も大人おとなしくなる。

　千ち尋ひろ、美咲、仁、空太、ましろ、七海の順にぐるりと並ならんでいる。龍りゆう之の介すけは帰き宅たくするなり部屋に引きこもって出てこないので、チャットでの参加だ。仁がノーパソをスタンバイしている。

　一応、リタにも声をかけたのだが、ＲＰＧのボス戦の真っ最さい中ちゆうで、

「今、話しかけないでください。世界の命運が私の手にかかっているんです」

　と大おお真ま面じ目めに言われたので放っておくことにした。空太たちが学校に行っている間の暇ひまつぶしにはじめたはずだが、早くも大おお詰づめを迎むかえたらしい。

「で、美咲先輩の言う緊きん急きゆう事じ態たいってなんすか？」

「諸しよ君くん！　あたしたちはついにこの日を迎えたのだよ！」

「どの日ですか？」

「さくら荘に最強の戦士が揃そろった今こそ！　あたしたちの友情パワーを結集して、最高のパフォーマンスを実現して、文化祭を支し配はいするんだも〜ん！」

　意味がわからず、空太と七海は顔に疑問を浮かべる。仁はキーを叩たたきながら、食後のコーヒーを美お味いしそうに飲んでいた。ましろはクロッキー帳にネームを描かいている。

「先輩、人類にわかるように説明してください」

「そんなんじゃダメだぞ、こーはいくん！　もっと感じるんだよ！」

「なにを!?」

「さくら荘そうの愉快な仲間で、情熱を具現化したいと思わないのか！　それでも、こーはいくんは人間か！　熱き青春の血ち潮しおが流れているのか！」

　とりあえず、助けを求めて仁じんに目で合図を送る。

「文化祭の出し物として、さくら荘の面めん子つで、何か作ろうって言ってんだよ」

「はあ……」

　空そら太たの隣となりで、七なな海みも少し納なつ得とくしたような顔をしている。

　けど、作るって何をだろう。

「あたしとましろんがグラフィック担当！　もちろん、仁は脚きやく本ほんで、ドラゴンが組み込みね！　ななみん主演で、そんでもって、こーはいくんが企画だよ！」

　最後に、美み咲さきははうはうに音は頼たのんだからと付け加えて、びしっと空太を指差してきた。その先っぽを見て、空太は目をぱちくりとした。七海の反はん応のうもほぼ同じだった。クロッキー帳からましろが顔を上げた。

「それって……」

　もしかして、美咲はとんでもないことを言い出したんじゃないだろうか。

　さくら荘の面子で、ひとつの作品を作り上げる。

　空太は円えん卓たくに集まった面々を今一度確認した。

　自主制作アニメで世間から脚きやつ光こうを浴びている美咲の実力は本物だ。世界的に評ひよう価かされる天才画家にして、漫まん画が家かデビューを果たしたましろの才能は言うに及およばない。プログラマーとしてゲーム関連の仕事をこなしている龍りゆう之の介すけのすごさは、彼の作り上げた自動メール返信プログラムのＡＩであるメイドちゃんの性能を見れば一いち目もく瞭りよう然ぜん。

　そこに、美咲のアニメで脚本を担当している仁と、声優志望の七海が加われば、ものすごい可能性が見えてくる。

　映像的にも、技術的にも、面おも白しろいことがなんだってできそうだ。

　想像するだけで、心は浮かれて、自然と笑みだって零こぼれてしまう。

「こーはいくん、なんだ、そのしまりのない顔は！」

「すいません……面白そうだったんで、緩みました」

「文化祭で出し物をするのはいいとして、ひとつ質問があります」

　七海が小さく手を挙げる。

「はい、ななみん！　元気よくいってみよう！」

「さくら荘で文化祭に参加する場合、有志参加の許きよ可かは下りるんですか？　私、実行委員やってるから、わかるんですけど、審しん査さかなり厳きびしいですよ？」

　文化祭は学校と地域の一大イベントだけに、事故や問題が起こらないよう、例年、運営は徹てつ底ていされている。

　なんとなく全員の視線が教師である千ち尋ひろに向かう。

　千尋は缶ビールを開けたところだった。

「この十年、許きよ可かが下りたことはないわよ」

　それが学校側としての理性的な判断なのだろう。さくら荘そうの問題児は、日頃からお祭り騒さわぎをしているわけで、全校生徒が浮ついた気分になっている文化祭なんてものに放り込こめば、どうなるかわかったものではない。猛もう獣じゆうを野に解とき放つようなものだ。

「けど、この十年、さくら荘にいた連中は、決まって文化祭に参加してるのよね」

「やっぱり、そうなるんですね……」

　七なな海みが再びため息を吐つく。もう答えはわかっているのだ。

「ゲリラでやるってことだな」

　さらっと仁じんが言う。

「そういうわけだから、制約はある。長時間の展示や公開はできないし、時間も場所も自分たちで隙すき間まを見つけて割り込むしかない」

　去年は演えん劇げき部ぶと吹すい奏そう楽がく部ぶの演目の合間を縫ぬって体育館を乗っ取り、着ぐるみ姿で美み咲さきとコンビ漫まん才ざいという名の笑い者を演じた。ちなみに、脚本は仁だ。

「てか、やる方向に話がどんどん進んでますけど、椎しい名なと……それに赤あか坂さかの意見は？」

「龍之介は『問題ない』だそうだ」

　仁がチャットで確認を取っていた。

　それにましろも続いた。

「面おも白しろそう」

「なら、いいけど」

「私もやることには賛さん成せいですけど、許可は取ってください」

「それは青あお山やまさんに任せるよ。身内に実行委員がいるってのはいいな」

「不正は認めません！」

「だから期待してるってことだよ。青山さんに」

　仁が意地の悪い笑みを浮かべている。要するに、取ろうが取るまいがどっちでもいいが、七海が納なつ得とくできないなら、自分で許可を取れと言っているのだ。

「神かん田だ君にも協力してもらうから」

「え？　なんで、ここで巻まき込こむ？」

「前に約束したでしょ」

　と小声で言ってきた。確かに、そんな約束をした気がする。

「でも、一体、何をどう作るんですか？」

「今年はシアタールームを使うって、あたしは決めてるも〜ん！」

　それは大学敷しき地ち内ないにある最新の映えい像ぞう設せつ備びを整えた映画館のような施し設せつだ。

「あそこって、キャパ何人でしたっけ？」

　空そら太たも前に見学をしに行ったことがある。

「三百くらいだったかな」

　となると下へ手たな映画館より広いくらいだ。

「先生、ちょっと止めてください」

　七なな海みが小声で千ち尋ひろに話しかけている。

「や〜よ、そんな無む駄だな労力使うの」

「青あお山やま、千尋先生の体の半分はビールで、もう半分は合コンで構成されてるんだぞ。この意味がわかるな？」

「やさしさは期待しない方がいいのね……」

「私に迷めい惑わくかけない程度にやりなさいよ」

　それだけ言うと、冷蔵庫からもう一本缶ビールを出して、管理人室に引っ込んでしまった。さすがものぐさ教師だ。いや、この場合は、放ほう任にん主しゆ義ぎだと思って喜ぶべきか。

「どうせやるなら文化祭ならではのことしたいよね〜。さくら荘そうならではのことしたいよね〜。したいよ〜。したいよ〜、こーはいくん！」

　文化祭ならではというとなんだろう。しいて言うなら、お祭り。お祭りとなると……。

「じゃあ、こんなのどうですか」

　美み咲さきのテンションに引っ張ぱられたのか、今挙あがったキーワードでひとつのビジョンが頭に浮かんでいた。

　円えん卓たくに飛び乗った美咲が、四つん這ばいになってぐいぐいと近づいてくる。

「どんなの、どんなの〜！」

「先せん輩ぱい、顔近いから！」

　椅い子すの背にもたれて距離を置く。横目で仁じんの様子を確認すると、案の定じよう、少し不ふ愉ゆ快かいそうな表情を浮かべていた。美咲の態度にも困ったものだ。その美咲はというと、ぶ〜と不満を口にしながらも、円卓の中央で正座していた。

「えっと、ですね。正直、美咲先輩と椎しい名ながいれば、ほっといても映像的にはすごいものになると思うんですよ」

「だろうな」

「ドラゴンもいるから、ゲーム化もできるもんね〜」

　空太は深く頷うなずいた。

「でも、それだけじゃ祭っぽくもないし、わざわざシアタールームでなくてもできますよね？」

「大画面の方が大だい迫はく力りよくで大だい興こう奮ふんで大成功だよ！」

「いや、まあ、そうですけど、画面が大きくても、コントローラーを持っている人以外は見ているだけになって、もったいなくないですか？」

「それは言えてるな。けど、ただの映像作品にして、見るだけってのもなんだろ？　どうすんだ？」

「観客全員参加のアトラクションを作ればいいと思うんですけど……」

　ぴんと来ないのか、美み咲さきも仁じんも難むずかしい顔をしている。

「例えばどうするの？」

　そう聞いてきたのは七なな海みだ。空そら太たの話に少しは興味を持ってくれたのだろうか。

「例えば、画面の状じよう況きように合わせて、観客が一いつ斉せいに拍はく手しゆするとキャラクターが動くとか。拍手じゃなくても、手をあげるとか、声を出すとか、合唱するとかでもいいんだけど、とにかく一いつ緒しよに、シンクロっていうかユニゾンっていうか、一体感っていうか、みんなで協力して敵てきを倒すとか、物語を進めるとか、そういうのを作れないかな……と」

　アイディアの面おも白しろさを言葉にして伝えるのは、やはり難しい。空太が上う手まい表現を探しながら、なんとか説明を終えても、誰だれも何も言わなかった。

　きちんと思ったことが伝わらなかったのだろうか。それともアイディア自体を面白く感じてもらえなかったのだろうか。

　沈ちん黙もくが続くと自信がなくなるし、真ま面じ目めに語っていた自分が恥はずかしく思えてくる。

「それだよ、こーはいくん！」

　最初に賛さん同どうの声を上げたのは美咲だった。興こう奮ふんした様子で立ち上がる。

「それ、俺おれも面おも白しろいと思うぞ、空太」

「全員一緒にっていうのが、私もすごくいいと思う」

　仁に続いて七海も頷うなずく。

　ましろだけはいまいちわかっていない様子だ。

「ユニゾン？」

　とか言いながら、首を傾かしげている。

　とりあえず、放っておこう。

「問題なのは、作れるかってことなんですけど」

「それなら、龍りゆう之の介すけに直接聞けばいい」

　仁が空太の前にノーパソを置いた。

　ここまでの会議の流れは、全部チャットで龍之介に伝わっている。

　空太はキーに手をかけて質問を飛ばした。


　──というわけなんだが、実現可能だと思うか？

　──常じよう識しき的てきに考えて不可能だな



　即そく答とうだった。


　──さすがに赤あか坂さかでも無理か

　──早計だな。僕ぼくは常識的に考えてと言ったんだ

　──非ひ常じよう識しきに考えるとできるのか？

　──正解だ

　──まじか！

　──動作の読み取りは、フルボディモーションキャプチャーを応おう用ようする。掛かけ声や合唱、拍はく手しゆは音声認識を利用すればいい。技術は存在している。あとは使い方次し第だいだ

　──けど、モーションキャプチャーって、そんな大人数を同時にやれんのか？

　──問題ない。神かん田だのアイディアを再現するだけなら十分に可能だ。僕ぼくに考えがある



　ほんとに頼たのもしい男だ。頼もしすぎる。


　──技術的にできるのはいいんだけど、そのフルボディモーションキャプチャーをコントローラーみたいに使うやつってさ、まだ発売前だよな？

　──神田のアイディアを聞き興きよう味みが湧わいた。開発機材をハードメーカーと交こう渉しようして調達する。少し待て

　──おお、待つともさ！



　しばらく龍りゆう之の介すけからの返事はない。

「今、交渉してるの？」

　七なな海みが画面を覗のぞき込こみながら、訝いぶかしげな顔で聞いてきた。

「たぶん」

「赤あか坂さか君って、何者よ……」

「トマト王国の親しん善ぜん大たい使しにして、俺おれたちのクラスメイト」

「……そうだった。なんで、私の周りには変な人が多いんだろ」

「それ、俺も入ってる？」

「もちろん」

「げっ！　まじで!?」


　──交渉成立だ。来週には開発機材が届くよう手配した

　──ほんと、すごいなお前

　──ただし、機き密みつは厳げん守しゆ。扱あつかいはプロモーションの一いつ環かんとしてソフト開発するという条件付きだ。販はん売ばい等はできない

　──する気ないから問題なし！



　顔を上げると、美み咲さきも、仁じんも、七海も、ましろも空そら太たを見ていた。

「全部できるってさ」

　美咲がましろと七海に抱だきついて喜んでいる。

「となると、今度はキャラとか設定とか、中身の問題だな。一から作るとなると、あんま時間ないぞ？　それに、ここにいる全員が文化祭の創そう作さくに全力投球ってわけにはいかないはずだからな」

　確かに仁じんの言う通りだ。

　ましろは漫まん画がの連載原げん稿こうを描かきながらになるし、龍りゆう之の介すけもプログラマーとして他の仕事と並行作業になる。自分でコントロールができるとは言え、美み咲さきにも自主制作アニメがあり、七なな海みは元々養成所とバイトで忙いそがしい。仁自身は受験勉強がある。空そら太たもプログラムの勉強を集中的に行うつもりでいるし、企画オーディションへのエントリーも月一くらいの頻ひん度どで、定期的に続けようと思っている。今からネタ出しをして、それから制作となると二ヵ月じゃ全然時間がない。

　そんな空太の袖そでをましろが引っ張ってきた。

「ん？　なんかアイディアあるのか？」

　こくんとましろが頷うなずく。

「にゃぼろん」

「おお、それだよ、ましろん！」

　真っ先に美咲が応こたえる。

「……あれか。ま、子供から大人おとなまで通用するからいいかもな」

　仁も何かを思い返すようにうんうんと頷いている。さすが美咲の幼おさななじみだ。

　銀ぎん河が猫ねこにゃぼろんは巨大ロボと怪かい獣じゆうのバトルだから、企画内容との親和性は高い。ドラマパートは、紙かみ芝居しばい的に……いや、ましろがいるんだから、音と演出入りのFlash漫画にでもしてテンポよく進め、バトルパートは美咲の３Ｄモデルで迫はく力りよくあるシーンとして描えがき、シンクロ、ユニゾン操そう作さで観客に参加してもらう。

　そのメリハリがあれば、アトラクションとして面おも白しろいものになる自信があった。

「にゃぼろんってなに？」

　ひとり七海だけがわからないという顔をしている。

「あとで俺おれの部屋来てくれ」

「空太ってときどき大だい胆たんだよな」

「え？　な、なんで!?　な、なにする気なん？」

「言っておくけど、体が目当てじゃないからな」

「体とちゃうんやったら、ど、どこぉ？」

　関西弁に戻もどった七海が、照れを含ふくんだ眼まな差ざしを向けてくる。

「ある日、美咲先せん輩ぱいと椎しい名なが、俺の部屋の壁かべに盛大に落書きをしていきました。それが『銀河猫にゃぼろん』という、美咲先輩が考えた壮そう大だいな物語のキャラなのです」

「な、なんだ、そういうこと……あの壁の絵がそうなんだ……」

「じゃあ、空太と龍之介は今日から俺と打ち合わせだな。脚きやく本ほん化かする前に、実際にどうやって遊ばせるかとか、どのくらいの割合で操作を挟はさむとか、決める必要あるだろ？」

「あ、そうですね」

「仕様が上がるまでは、男三人で合宿になるな。二ヵ月なんてすぐだぞ」

　この先の苦労がわかっているからか、仁じんは少しお疲つかれ顔だ。それで思い出した。前に、外がい泊はくができなくなるようなことを言っていたのを。それはこういうことだったんだ。

　その仁とは対照的に、空そら太たは何から何まで楽しくてしょうがなかった。

　そこへ、

「世界を救うのはとても気分がいいものなんですね」

　とか言いながら、リタがダイニングにやってきた。何かをやり遂とげた表情をしている。大作ＲＰＧをクリアしたのだろう。

「リタ」

　冷蔵庫を開けていたリタは、突然ましろに呼ばれて、少し驚おどろいた様子で振ふり向いた。この一週間、ましろからコンタクトを取ることはなかったから、それも頷うなずける。

「なんですか、ましろ」

　リタがうれしそうに微笑ほほえんでいる。

「わたしの部屋で寝ねて」

　空太が、えっと声を上げ、七なな海みが驚いた様子でましろを見ていた。美み咲さきはテニスの試合を観戦するように、ましろとリタを交こう互ごに捉とらえている。仁は席を立って、キッチンでコーヒーのおかわりを淹いれていた。

「それは、どういう心しん境きようの変化ですか？」

「もう空太の部屋はダメ」

「理由を聞いてもいいですか？」

「よくないから」

「男女の危き険けんはありませんよ？　仁とは違ちがって、空太は甲か斐い性しようなしさんですから」

　仁がうんうんと頷いている。

「そうだけど、よくない」

　なんか、ましろまで酷ひどいことを言っている。

「お前まで肯こう定ていすんな！　今日まで、俺おれの理性がどれだけ厳きびしい戦いをしてきたと思ってんだ！　犠ぎ牲せいになった理性に黙もく祷とうを捧ささげろ！」

「空太は静かに」

　どういうわけだか、不ふ機き嫌げんなましろに睨にらまれた。

「言論の自由くらいあってもいいよね？」

　七海に同意を求めてみる。

「大人おとなしくしてなさい」

　幼おさな子ごのようにたしなめられた。

「私はいいですよ。ましろの部屋で寝ても」

　ましろの表情がほっとした。

「でも、せっかくなのでひとつ条件があります」

　リタが口元に意地の悪い笑みを浮かべる。

　まさか、ましろがイギリスに帰るなら、とでも言うつもりだろうか。

「言って」

　すると、リタは瞳ひとみの奥を怪あやしく光らせながら、ましろではなく空そら太たに向き直った。

「なんで、俺おれを見る？」

「今度の日曜日、私に付き合ってください」

「は？」

「別の言葉で表現しますと、要するにデートのお誘さそいです。うれしいですか？」

「な、なんでそうなるんですか！」

　真っ先に食いついたのは七なな海みだ。

　ましろも口を尖とがらせて不満そうだ。

「あと一日くらい貸かしてくれてもいいではないですか。それともずっと空太の部屋で寝ね泊とまりをして、空太のはじめてを全部奪うばっちゃった方がいいですか？」

「俺の何を奪う気だ、このケダモノ！」

「リタさんは、空太狙ねらいだったのか。いくら誘ってもデートしてくれないわけだ」

「実はそうなんです。ごめんなさい」

「な〜に、気にしなくていいよ。かわいい後こう輩はいが大人おとなの階段を上るためだと思えば」

「な、なに言ってるんですか！」

　七海が顔を赤くしている。

「甘いぞ、りったん！　デートくらいで激はげしい夜をいくつも越こえてきたあたしとこーはいくんの仲を引き裂さけると思ったら大おお間ま違ちがいだ！　オールナイトでプレイなんて当たり前なんだから！」

「ちょっ、神かん田だ君、上かみ井い草ぐさ先せん輩ぱいと何したのよ！」

　七海が掴つかみかかってくる。

「それ、たぶん、全部ゲームの話だよ！　落ち着け、青あお山やま！」

　小声でぶつぶつと言い訳をしながら、七海がそっぽを向く。

「さあ、どうしますか？　選ぶのはましろですよ？」

　リタの態度はますます挑ちよう発はつ的てきだ。

　ましろと目が合った。何を考えてるかはわからない。じっと、瞳を見つめてくる。かと思ったら、リタに向き直った。

「わかった」

　しぶしぶといった様子でましろが承しよう諾だくする。

「俺の身を売るな！」

「デートしてくれたら、とってもいいことを教えてあげます」

　誘さそうような笑みで言われて、空そら太たの顔は紅こう潮ちようした。指を唇くちびるに当てたリタは妙みように色っぽい。

「なっ、なにを教えるつもりですか！」

「だから、とってもいいことです」

　リタは七なな海みの言葉を笑顔でかわす。それから、空太に身を寄よせて、腕うでを絡からませてきたかと思うと、キスでもするように爪つま先さき立だちになって、くすぐるような声で耳打ちをしてきた。

「本当のましろを、空太に見せてあげます」

　それは紛まぎれもなく悪魔の囁ささやきで、空太の心の真ん中に深く突き刺ささった。その誘ゆう惑わくからは逃のがれられそうにない。

「空太から離れて」

　ましろがリタの腕を引っ張る。

「お別れの挨あい拶さつじゃないですか」

　ましろをあしらいながら横目で空太を見てきたリタの瞳ひとみは怪あやしく笑っていた。

　リタの言う、本当のましろとはなんだろう。わからない。だから、知りたいと思ってしまった。イギリスで暮くらしていた頃ころのことや、画家としての実力、何より、この先どうするのがましろにとって最良の選択なのかを考える材料が欲しかった。リタが来たあの日から、ずっと気になっていたのだ。

「そういうわけですから、日曜日を楽しみにしていますね」

　にっこりとリタが笑う。

「もう好きにしてくれ」

　それから、リタはましろと七海を正面に捉とらえた。

「私と空太のデートが気になるのでしたら、尾び行こうしてきてもいいですよ？」

「だ、誰だれがそんなことしますか！」

　七海がむきになって反論する。

「では、気が変わったらきてくださいね」

　にこやかにそう言うと、リタはダイニングを出て行った。階段を上る足音がする。ましろの部屋に向かったんだろう。

「日曜は予定空けとかないとな」

　ぼそっと不吉なことを言って席を立った仁じんの横顔は、必死に笑うのを堪こらえているようで、なんだか楽しそうだった。

「尾行は禁止！」

　はいはい、と気のない返事を残して、仁がダイニングを出て行く。

「こーはいくん、あたしの追つい跡せきを振ふり切れると思うなよ！」

「堂々となに言ってくれてんすか！」

　跳はねるような足取りで、美み咲さきが仁じんのあとを追いかけた。

　七なな海みも席を立つと、

「尾び行こうなんてしないからね」

　と念ねんを押してきた。

「お、おう、信じてるぞ、青あお山やま」

「う、うん……」

　なんだか歯切れの悪い感じで七海が目を逸そらす。そのまま、逃げるように二階へと消えた。

　残ったのはましろだけだ。

「空そら太たはリタにくっつきすぎ」

「俺おれのせいなの？」

「わたしの飼い主ぬしのくせに」

「どんな理由だ！」

「わたし、空太がいないと……」

「いないと？」

「生きていけないのに」

「物理的にな！」




　　　　４




　九月第三週の土曜日。リタとのデートの前日。すがすがしい秋晴れにもかかわらず、空太はさくら荘そうから一歩も出ずに過すごした。

　すでに日も暮くれて、窓の外には星空が広がっている。

　空太は机の前に座り、真剣な眼まな差ざしでＰＣのディスプレイを確認していた。画面には『銀ぎん河が猫ねこにゃぼろん』のプロットが表示されている。仁が書き上げたものだ。

　ディレクターもどきの空太の仕事は、そのプロットを読んで、必要になる絵と音の素材をリストアップすること。

　並へい行こうして、今日はドラマパートの仕様書も作っていた。

　仁、龍りゆう之の介すけと協議の結果、物語部分は画面演出や音声効果付きの動く漫まん画がで表現することが決まった。組み込みに使うのはFlashで、グラフィックの担当者はましろだ。バトルパートは３Ｄで作るので、モデリング作業は美咲が担当することになっている。

　朝から空太を悩ませているのは、ドラマパートの仕様をましろに理解してもらう方法だ。

　一コマずつ演出も違ちがうから、相談しながら作る必要が出てくる。

　仁からはある程度はコンテを描かくしかないだろうと言われた。当然、ましろの感性に任まかせていい部分が殆ほとんどだけど、例えば、ドラマパートからバトルパートに接せつ続ぞくするコマなんかは両パートが連れん携けいしなければスムーズな画面作りはできない。

　そういうのをひとつずつ積み重ねることで、完成度の高い作品に仕上がると龍りゆう之の介すけからも言われている。言ってきたということは、それをやれということだ。制せい作さくがスタートして思うのは、全員の意識の高さ。少なくとも、美み咲さき、龍之介の最低ラインは商品として販はん売ばいできるレベルで、恐おそらく、一線級を狙ねらっている。ましろも無自覚にそこを目指すだろう。

　仁じんも制作がスタートしてからは、お泊とまりに行かずに、毎日さくら荘そうで寝ね起おきをしている。空そら太た、仁、龍之介の三人で仕様を固めた日など、仁の部屋で寝ね落おちしたほどだ。朝、様子を見にきた七なな海みがものすごく複ふく雑ざつな顔をしていた。空太と仁、男ふたりが同じベッドで寝ていれば誰だれだって表情を引きつらせる。龍之介がいなかったのは、隣となりの部屋のくせに、会議への参加がチャットだったからだ。できれば、仁の体温などさっさと忘れてしまいたい。

　悩なやんでいても仕方がないので、空太は美咲からもらってきたコンテ用紙に『銀ぎん河が猫ねこにゃぼろん』の冒ぼう頭とうシーンを描かきはじめた。

　一コマ進んで、一コマ戻もどる。消しゴムのカスが机の上に溜たまっていく。ちっとも前に進まない。合格点をあげられる一カットを作るのに、三十分もかかってしまった。美咲の宇宙人的直感によると、予想カット数は三百を超える。ＴＶアニメの約一話分程度の分量らしい。今のペースで作業すると九千分かかる。毎日、八時間作業して二十日近く。とてもやってられない。

「朝からずっと、空太は何をしているんですか？」

　突とつ然ぜん、背はい後ごで声がして、空太は悲鳴を上げるところだった。

　肩かた越ごしに振ふり向くと、お風ふ呂ろ上あがりのリタが立っていた。ましろから借りたパジャマ姿で、濡ぬれた髪かみをタオルで拭ふきながら、身をかがめて、机つくえの上を覗のぞき込こんでくる。ボディソープとかシャンプーの香りが鼻び腔こうをくすぐってきた。

「なんというか、空太は……と言いますか、さくら荘の方々は、オブラートに包んで言いますと、天然で変ですよね？」

「どの辺がオブラート？」

「全体的にです。今がどういう状じよう況きようか、わかっていますか？」

　もちろん、わかっている。ましろがイギリスに帰ってしまうかもしれないことも、それをどうにかする手立てがないことも。

「私が言うのもおかしいですけど、限かぎられた時間をもう少し有ゆう効こうに使った方がいいと思うのですが」

「俺がじたばたしても、状況は変わんないからな。今はこれでいいんだよ、きっと」

　ましろも今回の制作を楽しんでいる。毎日、空太の部屋に企画の進しん捗ちよくを見に来るし、デザイン画が上がれば、美み咲さきのところに行って、他にも意見をもらいに見せに回っているくらいだ。

「それが日本風の思い出作りだというのなら、私は構かまいませんけど」

「別にそんなつもりはないよ」

「それにしても、芸術的な絵ですね」

　リタがコンテ用紙を見ている。

「どう？　この一枚だけは自信あるんだけど」

「空そら太たは二度と絵を描かかないでください」

　リタの目は結構まじだ。

「え!?　なんで!?」

「冒ぼう涜とくです」

「救いようがない画力ってこと!?」

「完成図をイメージして描いていますか？」

「いんや、なんとなくで」

「それに、見本が目の前にあるんですから、ちゃんと見てください。描くことは、まず見ることなんですよ？」

　リタが部屋の壁かべ紙がみを指差す。美み咲さきとましろが描いた『銀ぎん河が猫ねこにゃぼろん』が今も消されずに残されている。たぶん、空太が消さない限り、消えることはない……。

「貸かしてください」

　肩かた越ごしにリタの手が伸びてきて、空太から鉛えん筆ぴつを奪うばう。リタの体温が背せ中なかから覆おおいかぶさってきた。この重量感は耐えがたいものがある。とんでもない戦せん闘とう力りよくだ。これが海外の力なのか。

「ちょっと、リタさん!?」

「真ま面じ目めに聞いてください」

　怒られてしまった。

　煩ぼん悩のうを忘わすれようとリタの手に視線を集中させていくと、すぐにリタの女の子の部分を意識することはなくなった。リタの鉛えん筆ぴつの握にぎり方はどこかましろに似にていて、卓たく越えつした技術を持つもの特有の雰ふん囲い気きがあった。

　一本、線が走るたび、紙の上に生命が誕たん生じようしていくようで、空太は鉛筆の先から目を離せなくなった。滑すべらかで、やわらかい線が次々と描かかれ、それらが組み合わさってひとつの絵を形作る。一分とかからずに、リタは美咲が描いたにゃぼろんとそっくりの絵を、コンテ用紙の中に生み落とした。

「すげえ上う手まいな」

　その途と端たん、リタの鼓こ動どうが高鳴るのを空太は背中に感じた。リタは雷かみなりにでも打たれたように体を震ふるわせると、鉛筆を手放し、空太から離れた。

「どうかした？」

「な、なんでもないです……」

　背を向けたリタが、どんな顔でその言葉を発したのか、空太にはわからなかった。再び、空太の方を見たリタは、いつものやさしい笑みを浮かべていたから。

　リタに言われた通り、空そら太たは壁かべのにゃぼろんをまずはじっくりと観察した。それから、今度は目を閉じて完成図を脳のう内ないでイメージする。

　形が見えたと思ったところで目を開けて、紙の上にそのイメージを重ねてみると、線を引く場所がわかったような気がした。

　二コマ、三コマと繰くり返すうちに、ぐんぐんと上達していく。

「俺おれは天才かもしれない」

「空太は時々面おも白しろくない冗じよう談だんを言いますよね」

　なんだか、急にリタは素そっ気け無ない。

「絵の上う手まいやつに俺の気持ちなんてわかってたまるか！」

　できたコンテを、空太は美み咲さきから借りているスキャナーで取り込み、途中まで書いてあった仕様書に貼はり付けた。これでドラマパートの仕様書は完成だ。

　仕様書を龍りゆう之の介すけに見てもらうため、空太はデータをメールで送信してから、チャットソフトを立ち上げた。都合よく、龍之介はログインしている。


　──赤あか坂さか、メールで送った仕様書見てくれ

　──受信した。しばし待て



　短い内容なので、ぱっと見でわかるはずだ。案の定じよう、すぐに返事があった。


　──上じよう出で来きだ。あとは作業担当者と継けい続ぞく的てきで良好な人間関係を保たもってくれ。コミュニケーション能力も、クリエイターに要求されるスキルのひとつだ。大だい規き模ぼプロジェクトのディレクターやプロデューサーともなれば、百名のスタッフを抱かかえることもある

　──そういや、それ、前から疑問だったんだけどさ

　──なんだ？

　──ディレクターとプロデューサーってどう違ちがうんだ？

　──お待ちかねのメイドちゃん講こう座ざの時間がやってまいりました



　どうやら、自分で説明するのが面めん倒どうになったらしい。


　──なんか、メイドちゃん久しぶりですね

　──会えない時間がふたりの愛を育むんですよ

　──なに言ってるんですか？

　──すべったことなんか気にしない！　だってメイドですもの！



　すべったことを追つい及きゆうしたらどうなるんだろう。ちょっと興きよう味みがあったけど、ウィルス攻撃の標的になるのは嫌いやなので、余よ計けいなことは言わずにおいた。


　──ええっと、ご指導よろしくお願いします

　──空太様も少しは身の程ほどをご理解できるようになられたのですね



　なんか、メイドちゃんの中での格かく付づけがどんどん落ちていっている気がするけど、それはたぶん気のせいだろう。


　──まずはざくざくざっくりとした説明になりますが、ディレクター（以下Ｄ）とは開発現場の監かん督とく、プロデューサー（以下Ｐ）は開発全体の運営、運用をする立場だとお考えください

　──どう違うの？

　──開発現場の監督というのは、開発スタッフに自らの意思で指示を出し、やり取りを重ねながら実際にゲームを制せい作さくしている立場の人物です。仕様の決定権を持つため、ゲームの面おも白しろさを左右する重要な仕事です

　──なるほど

　──企き画かく職しよく的な役割の印象が強いかもしれませんが、グラフィッカーやプログラマー、サウンドスタッフ、デバッガーともやり取りが発生するため、深い専門知識とまでは言いませんが、ある程度すべての分野の知識を持っていることが望ましいです。また、ゲーム制作は集団作業となるため、スタッフ同士が友好的な関係を築きずくに越こしたことはありません。そのため、コミュニケーション能力に長たけた人物が適てき任にんです。すぐに女の子を不ふ機き嫌げんにさせる空そら太た様は、不適任かもしれませんね（失笑）

　──俺おれってそんな女子の敵みたいな評価なの!?

　──ただし、調和型であればいいというわけではありません

　──そこはスルーですか

　──ゲームの面白さを左右する以上、強い意志と個性も要求されます。スタッフと意見の衝しよう突とつがあっても、折せつ衷ちゆう案あんなど取らずに、自分の考えを貫つらぬき通せる人でなければなりません。プロジェクトの支柱であるべきだとわたくしは考えます。でないと、とても中ちゆう途と半はん端ぱな仕様のゲームが完成します。折衷案の繰くり返しによってクソゲーは生まれるわけです



　そりゃ、あらゆる面で意見の中間点を選んでいけば、無個性なものができあがるだろう。


　──なんか、わかる気がします

　──もちろん、Ｄはわがままであればいいと言っているわけではありません。意見の相そう違いがあったとしても、ときには熱意で、ときには理り詰づめで、相手を納なつ得とくさせる必要があります。相手の意見が正しければ、それを素直に認め、仕様に反はん映えいできるだけの度量も必要でしょう。そうやって積み重ねたスタッフとの信しん頼らい関かん係けいが開かい発はつ終しゆう盤ばんで大きな力になります。『こんなやつの言うこと聞きたくね〜』とか思われたら終わりですからね。なので、わがままと協調性が両立しているといいわけです。なかなか、お目にかかれませんが

　──それが理想的なＤだと

　──わたくしはそう思います

　──じゃあ、Ｐは？

　──現場から一歩引いた形で、スケジュール管理や制作費の管理、必要人員の雇こ用ようなど、プロジェクトがスムーズに進むよう、外側から舵かじ取とりをする立場にいる人物です。対外的には、セールスやプロモーション的な仕事をこなす場合もあります。これは会かい社しや組そ織しきごとに違ちがいはありますが、Ｄがゲームのクオリティの責任者であるとすれば、Ｐは商業的な成否の責任者になります。つまり、面おも白しろい面白くないはＤの評価で、売れた売れないはＰの評価というわけですね

　──どんな人が向いているの？

　──物事を多角的かつ客観的に見ることができて、さらに時じ流りゆうを感じ取るセンスがあれば負けなしではないでしょうか

　──そんな人いるの？

　──まあ、数億人にひとりくらいはいらっしゃるのではないでしょうか？

　──確かく率りつ低ひくっ！

　──よく聞く話ですが、何が売れるかは売ってみるまでわからないものなのですよ

　──ふ〜ん

　──ですが、中には本当にいらっしゃるようです。ああ、これは絶対に売れると事前に確信を持たれる方も。この感覚はＰに限った話ではありません。例えば、とある役者さんがオーディションを受けた際に、絶対に受かったと確信を持つことがあるそうです。そして、その感覚が働いたときはその役に必ず合格しているという話を聞いたことがあります

　──センスオブサクセス！

　──ふざけないでください



　なかなかメイドちゃんは厳きびしい。自分はたまにふざけるくせに……。


　──でも、ＰとＤを兼けん任にんしてる人もいるよね？

　──ええ、いらっしゃいます。正直、人それぞれと言いますか、ゲーム会社それぞれと言いますか、ＰとＤの線引きルールがあるわけではありませんから。運うん営えい統とう括かつを行うＤもいれば、開発現場に口を出すＰもいらっしゃいます。肩かた書がきだけでは判はん断だんしきれないというのが実際のところですね

　──ですよね

　──なので、この人はどうだろうと思いながらインタビュー記事などは読まれるようになった方がいいと思います。実は開発現場にはノータッチなくせに、自分が作ったみたいな顔して雑誌に出ていらっしゃるＰの方々もおられますので。その辺は賢かしこくなってくださいね

　──は〜い

　──よろしい。以上、メイドちゃん講こう座ざでした



「空そら太たは誰だれとおしゃべりしてるんですか？」

　途と中ちゆうから画面を覗のぞき込こんでいたリタが眉み間けんに皺しわを寄よせている。

「メイドちゃんだ」

　不当に罵ば倒とうされる前に、空太はメイドちゃんのことをリタに説明してあげた。隣となりに住む龍りゆう之の介すけが作った元は自動メール返信プログラムのＡＩで、今ではチャットや議事録にも対応するという万ばん能のう振ぶりを発はつ揮きしていることを。

「隣となりの部屋って、あのエンカウント率の低いレアな女の子ですよね？」

「男！　しかも、変な表現を覚えたな！」

　これがゲームの力か。

「男の子だなんて、そんな嘘うそを言っても、私は騙だまされませんよ」

「名前も龍りゆう之の介すけだから、正しよう真しん正しよう銘めい男です！」

「……ほんとですか？」

　リタはまだ疑うたがっている。

「今日、風ふ呂ろで確認する？」

「いいんですか？」

　冗じよう談だんのつもりだったのに、リタはちょっとうれしそうだ。

　──神かん田だ、仕事だ。部屋の前に来てくれ

　噂うわさをすればなんとやら。指示に従って廊ろう下かに出る。隣りん室しつのドアの前に、冷蔵庫らしきものが置いてある。龍之介の姿はもちろんない。意味不明だ。けど、龍之介が無意味なことをするはずがない。空そら太たはどっこいしょと踏ふん張ばって冷蔵庫を持ち上げると、自室に持ち帰った。

　ＰＣの前に座って龍之介に疑問をぶつける。


　──冷蔵庫を頼たのんだ覚えはないぞ？

　──それはゲームの開発機材だ。ＰＣの脇わきに置け



　言われるままに場所を移動させる。

「空太の行動は控ひかえ目に言っても、とても怪あやしいですよ？」

　それはそうだろう。チャットで指示をされるままに操あやつられているのだから。

　慎しん重ちように冷蔵庫を移動させ、ＰＣの隣に設置。

「どうでもいいけど、でかいな！」

　過去最大級にでかいと思ったハードの比ひではない。それの十倍以上はある。側面にゲーム機のロゴが確かにあった。

　空太の驚おどろきをよそに、龍之介がセッティング方法をどんどん書き込こんでくる。電でん源げんケーブルを挿さし、ＬＡＮを繋つなぎ、カメラとマイクをＵＳＢに接せつ続ぞくする。

　ものの数分で完了した。

　開発機材の電源をオン。ＴＶにゲーム機の起動画面が出た。市し販はんのものと違ちがうのは、余よ計けいな装そう飾しよくがなくてシンプルだということ。それと、なんかちょっと色が違う。

　続けて、開発ソフトのインストールを指示された。龍之介の部屋にあるさくら荘そうのサーバーから、必要なデータをダウンロードして、空太のＰＣに入れる。最後に、龍之介が組んだ『銀ぎん河が猫ねこにゃぼろん』のプログラムファイルを落とした。

　──実行ファイルをクリックすれば起動する

　言われるままに操そう作さすると、ＰＣの画面上をアルファベットが流れていく。データの転送中のようだ。

　ＴＶ画面が切り替かわったことには、先にリタが気づいた。つられる形で、空そら太たもＴＶに視線を向けた。

　灰色の殺風景なポリゴンの床ゆかの上に、美み咲さきが作ったにゃぼろんの３Ｄモデルが表示されていた。

「おお、出た！」


　──驚おどろくのはまだ早い

　──お前、見えてるのか!?　聞いてるのか!?　盗聴か？　盗撮なのか!?

　──単純な神かん田だの反はん応のうなど容よう易いに想像がつく

　──さいでっか

　──カメラの前に立って『認証』の文字が出ればエントリーは完了する



　開発機材にＵＳＢ接せつ続ぞくしたカメラをＴＶの前に置く。少し離れて立つと、スキャン中の文字が表示され、三秒後くらいに『認証』と出た。

　けど、この先はどうすればいいのかわからない。ＰＣから離れたせいで、次の指示が読めないのだ。一いつ旦たん、ＴＶの前を離れて、キーボードを叩たたく。


　──不便だから部屋に来てくれ！

　──断だん固こ拒きよ否ひする

　──カメラの前に立つと、ＰＣの画面見えないんだよ！

　──誰だれかに協力を仰あおげ。部屋に誰かいないのか？

　──リタがいる

　──いつも作り笑いを浮かべた居い候そうろう娘むすめか



　龍りゆう之の介すけの表現に違い和わ感かんを覚えて、空太はリタを見た。視線に応こたえて微笑ほほえんでいる。とても、自然な表情だし、心から笑っているように思える。


　──別に作り笑いは浮かべてないだろ

　──神田の目は節ふし穴あなか。女を理解していないな



　確たしかに仁じんと違って、全然理解していないが、まさか龍之介に言われるとは思わなかった。

　とりあえず、再び、カメラの前に移動する。

「リタ、悪いけど、赤あか坂さかからの指示を読んでくれ」

　はい、と返事をしてからリタが画面を覗のぞき込こむ。

「『両手をあげて万ばん歳ざいで、目からビームが出る』だそうです」

　空太は両手をあげた。

　身み構がまえたにゃぼろんの目から青白いビームが照しよう射しやされた。

「おお、まじですごい！」

「『その状態で拍はく手しゆを続けると、ビームが太くなる』とのことです」

　そのまま手を叩たたく。

「空そら太たは、お猿さるのおもちゃのようですね。あ、これは私の感想です」

「その感想は墓はか場ばまで持っていってほしかったな！」

　拍手の間かん隔かくを短くすると、どんどんビームは太くなった。そして、やりすぎるとにゃぼろんの顔面で爆ばく発はつが起こった。オーバーヒートらしい。

　音声認識も実じつ装そう済ずみで『にゃぼろん！』と叫さけぶと、にゃぼろんが撲ぼく殺さつ肉にく球きゆうモードに換かん装そうし、『がんばれ！』と叫ぶと画面に向かって手を振ふってくれた。

　バトルパートの基き礎そプログラムはもう構こう築ちくされている。これは完成が楽しみだ。

「すごいな。精せい度どがすげえ高い。こんなにいいものだとは思わなかった」

　一通り遊んだのでカメラの前を離れる。

　リタにどいてもらって、龍りゆう之の介すけにきちんと動作したことを報告した。

　──出足としては好調だな

　満足そうな言葉を最後に、龍之介はログアウトした

　両手をあげて体を伸ばすと、リタの姿すがたが視界に収おさまった。

「そういや、何か用？」

「明日のデートの件けんで、相談にやってきました」

「ほんとにするんだ」

「冗じよう談だんだと思っていたんですか？　私はずっと楽しみにしていたのに……酷ひどいです」

　あごを引いた上うわ目め遣づかいで、リタがわざとらしくいじけている。空太を動どう揺ようさせるには十分な破は壊かい力りよくがあった。

「あ、いや、違ちがう。別に忘わすれてたとか忘れたがってたとかそういうんじゃなくて、そもそも俺おれなんかがリタと、そ、その、デートなんかしてもいいものかと……そういう意味だからね！」

「そんな必死にならなくてもいいですよ。空太の気持ちはわかっているつもりです」

　おかしそうにリタが笑っている。なんか、完全に手玉に取られている。

「それで、明日はどうするんだ？　俺、何も考えてないけど……」

「安心してください。私からお誘さそいしたのですから、きちんとデートプランは練ってあります」

「そうなんだ」

「はい。張はり切って考えましたから、楽しみにしていてくださいね」

　言いながらリタは、空太の部屋を物色しはじめた。洗せん濯たく物ものをひとつずつ確認して、クローゼットを勝手に開けて、う〜んとか唸うなりながら、空太の洋服を選んでいる。

「言っとくけど、人の部屋のクローゼットを勝手に開けて許ゆるされるのはゲームの中だけだぞ」

　海外のゲームだと撃うち殺されたりもするけど……。

「行く場所に相応ふさわしい服ふく装そうでないと、お互い恥はじをかいてしまいますから」

「どこに連れて行く気？　できれば今教えてほしいんだけど！」

「それは秘密です」

　リタが唇くちびるに指を当てて、悪戯いたずらっぽく笑う。そういう仕草が絵になる。それから、これなら合格ですと言って、白地にシンプルなラインが走った襟えりシャツと、落ち着きのあるダークブルーのデニムをリタは選んだ。

「明日はこれでお願いしますね。でないと、空そら太たの安全は保ほ障しようできません」

「ほんと、どこに連れて行く気だよ！」

「念ねんのため、試着しておきましょう」

　リタの手が伸びてきて、空太のジャージのズボンを脱ぬがそうとしてくる。

「危あぶないから手を離して！　ぽろっと何かが飛び出すから！」

「彫ちよう刻こくで見み慣なれているから、免めん疫えきは結構あると思います」

「俺おれが見られる免疫がないんだよ！」

　あっさりベッドの隅すみに追い詰つめられた。

「男の子は諦あきらめが肝かん心じんですよ」

「この場合、何を諦めればいいんだよ！」

「いいから、脱いでください！」

　ぐいぐいとリタがズボンを引っ張ぱってくる。一いつ緒しよにパンツも脱げそうだ。

「わ〜、それ以上、引っ張るな！　出る！　もう出ちゃうから！」

「感想は口にしないから安心してください」

「そんなもん言われたら、俺の精神が崩ほう壊かいするから！　誰だれか、助けて！」

「空太、今いい？」

　そこへ、運の悪いことにましろがやってきた。

「なにしてるの？」

「なにしてるように見える？」

「奪うばわれてる」

「俺はまだ綺麗な体のままだ！」

　リタがぱっと空太のジャージから手を離した。

　ましろがリタを威い嚇かくするように見ている。これほど顕けん著ちよに他人に感情をぶつけるのは珍めずらしい。というか、リタがはじめてじゃないだろうか。

「どうした、椎しい名な？」

「猫ねこ介すけと猫ねこ子このデザイン」

　ましろが差し出してきたクロッキー帳には、ドラマパート用のデザイン画が描かかれていた。正面、横、後ろの三面図が描いてある。

　普段、ましろが描いている少しよう女じよ漫まん画がと比べると、低てい年ねん齢れい向けのデザインだ。その変化のつけ方は、さすがだと思った。大人おとなから子供まで遊べるお祭りのアトラクションであることを考えると、絶ぜつ妙みようなバランスに仕上がっている。

「美み咲さき先せん輩ぱいはなんて？」

「抱だきつかれた。『愛だ！』とか言ってた」

「じゃあ、完かん璧ぺきだ」

「これでいい？」

「うん、いいと思う」

　何なに気げなく顔を上げると、リタと目が合った。見たいのかと思って、クロッキー帳を差し出す。

「別に興味はありません」

　つんとした感じで、リタがそっぽを向く。

　そこに、ケータイの振動音が割り込んできた。

「空そら太た、ケータイ鳴ってる」

「ん？　ああ、取ってくれ」

　机つくえの上のケータイをましろが手に取る。何を思ったのか、ぱかっと開き、通話のボタンを目で確かめてからぽちっと押おし、さも当然という態度でケータイを耳に当てて、通話をはじめた。

「はい」

　あまりに堂々としているから、ツッコミを入れるのを忘れてしまった。

「わたしは椎しい名なましろ。……空太とは……一いつ緒しよに住んでるわ。うん……飼い主ぬし……」

「誰だれだかわからない人に、お前は何を言ってんだ！」

　ましろが空太を見てきた。

「取るように言ったのは空太」

「俺おれに渡わたしてって意味だよ！」

「日本語難むずかしいわ」

「お前ほどじゃないけどね！」

　すると、ましろがケータイを空太の方に渡してきた。

「空太にって」

　しぶしぶ受け取る。

「もしもし」

「お兄にいちゃんどういうこと!!」

　いきなりの大声に、ケータイを耳から離はなした。予想はできていたけど、やはり、相手は妹の優ゆう子こだった。

「お兄ちゃん、鼓こ膜まくが破やぶれるかと思ったぞ」

「元気かなって思って電話したのに！　誠せい実じつな説明を要求するよ！」

「それが話せば長いんだよ……」

「語り尽つくせないほどに、もう酸すいも甘あまいも味わい尽くして、思い出いっぱい夢ゆめいっぱいの同どう棲せい生せい活かつをしてるの!?　しかも、飼い主ぬしって……飼い主って……もう想像の範はん疇ちゆうをはるかに超こえちゃってるよ！」

　優子の背はい後ごで、「なに？　同棲だと？」「しかも、飼い主！」「おのれ、空そら太た！」「なんて羨うらやましい！」「父親の俺おれを差し置いて、欲よく望ぼうまっしぐらだな！」「いや、違ちがうんだ、母さん！」「俺は母さん一ひと筋すじだから、包丁をしまってくれ！」とか、できれば遺い伝でん子しを受け継ついでいるとは思いたくない父親の戯たわ言ごとが聞こえてきていたけど、今は構かまっていられないので、無視することにした。母親が天てん誅ちゆうを下したのであれば、明日の新聞に載のっているだろうから、結果はそれで確認できる。

「よく聞け、優子。同棲じゃない。恋人でも彼女でもないから」

「飼い主だもんね！　ペットってことだよね！」

「その方向に話を持っていかないでくれ。ほんとに違うから」

「じゃあ、カラダのカンケイだけなの!?」

「……優子、意味わかって言ってるのか？」

「わ、わかってるもん！　ちゃんと女の子だけ集めて授業したんだから。優子だってオンナのカラダになってきてんだよ！」

「いや、そんな情報を堂々と語られても、兄としてはどうすればいいか困るんだが」

「喜んでよ！」

「俺をシスコンにしたいのか……」

「そうだよ！」

「全力で肯こう定ていするな！」

「ぶ〜」

「それ子供っぽいからそろそろ止めろよ？　お前も来年は高校生だろ？　お兄にいちゃんは心配だぞ」

「う、うるさいな！　やっぱり、実の妹だからだめなの？　義理がいいの？」

「義理よりは人情がいいかな。妹は倫りん理り的てきにダメだけど」

「私の存在全否定だよ！　もう、今日は枕まくらを濡ぬらすしかないよ。とにかく、お兄ちゃんの同棲には反対だからね！」

「いや、だから、俺の話を……」

　ぶつっと途と中ちゆうで電話は切れた。

「なんで俺の周囲には話を聞かない人が多いんだろうね……」

「今のは誰だれ」

　ましろが真ま面じ目めな顔で空太を見ている。

「空太は手当たり次し第だい」

「なんのことだ！　妹の優ゆう子こだよ。実の妹！　福岡に住んでてたまに電話してくるの」

「妹にまでなんて、空そら太たは見み境さかいのない人なんですね……」

「本気で引くのやめて！」

　空太の抗こう議ぎなどリタの耳には入っていない。大きなあくびをしていた。

「眠ねむいならもう寝ねろよ。お肌はだに悪いぞ」

「そうですね。なんと言っても明日は楽しい楽しいデートですから」

　口元に意い味み深しんな笑みを浮かべながら、リタは部屋を出て行った。その背せ中なかを、唇くちびるをきつく結んだましろがじっと見ていた。

「椎しい名なも部屋戻もどって、今日はもう寝ろよ」

「……」

「椎名？」

「明日は」

「ん？」

「気をつけて」

「何を!?」

「大事なものを奪うばわれないように」

「奪われてたまるか！　安心しろ。俺おれはそこまでか弱くないから」

「奪うのもダメよ」

「安心しろ。俺は甲か斐い性しようなしだから」

　自分で言っていて虚むなしくなってきた。

「それなら安心ね」

「いいから、椎名も部屋戻って寝ろ」

「うん。おやすみ」

　ドア口で振ふり向いたましろが小さく手を振ってきた。照れくさくて、顔を背そむけたまま、追い払はらうように手を振った。

　他に心配することがあるだろうに。自分の置かれた状じよう況きようを、ましろはわかっていないような気がする。

　部屋からましろがいなくなると、胸むねにぽっかりと穴あなが空いた気がした。明日になればまた会える。でも、ましろがイギリスに帰ってしまったら、もうそれは叶かなわなくなる。胸に空く穴は、もっと大きなものになるんだろうか。

　目を背けるでもなく、向き合うでもなく、空太は机つくえの上のコンテに手を伸のばした。

「思い出作りのつもりなんかじゃないからな」

　そう自分に言い聞かせて、空太は作業に戻った。




　　　　５




　翌よく日じつの日曜日。空そら太たは昼ひる過すぎになって部屋に迎むかえにきたリタと一いつ緒しよにさくら荘そうを出た。

　芸大前駅から馴なれ親しんだローカル線に揺ゆられてまずは新しん宿じゆくへ。そこから車両の赤い地下鉄に乗り換かえ降おり立ったのは、よりにもよって大人おとなの街、銀ぎん座ざだった。

　ホームに降りた瞬間から、場ば違ちがいな空気に体が強こわ張ばる。

　周囲を行き交う人々の年ねん齢れい層そうは高く、高校生など殆ほとんどいない。その中を、リタは物もの怖おじした様子もなく、すたすたと進んでいく。商店街へ買い物に行くような格好でこなくて本当によかった。リタがわざわざ服装を指定してきたのには、こういう意味があったわけだ。

　そのリタは、さくら荘にやってきたときに着ていた唯ゆい一いつ自前の洋服を着ている。メリハリの利いた体のラインがよく出る清せい楚そなブラウスに、下はハイウエストのプリーツスカート。違い和わ感かんなく街並みに溶とけ込こむその姿は、お買い物にやってきたいいところのお嬢じよう様さまという感じだ。さしずめ、空太は荷物持ちの使用人だろうか。

「あ、あの、リタお嬢様？　いい加か減げん、目的地を教えてくれませんか？」

　表通りから一本路地に入ったところで、空太は前を歩くリタに声をかけた。

　きらきらと輝かがやく金色の髪を揺らしながら、リタが振り向く。

「あと少しの辛しん抱ぼうですから、黙だまってついてきなさい」

　わざとらしいお嬢様口調で、リタがおかしそうに笑う。その目が、一瞬、空太の後方に流れたのを見み逃のがさなかった。反射的に後ろを向いて、正面、右、左の順に視線を走らせる。再度、注意深く確認したけど、怪あやしい人影は見つからなかった。

　さくら荘を出てから、ずっと視線は感じている。神経を張はり巡めぐらせて尾び行こうの存在を探ってはいるものの、今のところ尻尾しつぽを掴つかめてはいなかった。

　もしかして、尾行はないんだろうか。

　いや、そんなはずはない。面おも白しろがって、絶対に仁じんと美み咲さきはついてきているはずだ。七なな海みは養成所だからいないと思うけど、もうすぐ午後の三時……レッスンが終わってから合流するという可能性も否定できない。あとはましろだが、これはもうどういう行動に出るのか、全然予想がつけられなかった。

「誰だれかいた？」

　リタに尋たずねてみる。

「さあ、どうでしょうか」

　笑顔ではぐらかして、再び、リタが目的地に向けて歩き出す。でも、すぐに何かを思い出したように立ち止まると、

「デートなんですから、せめて隣となりを歩いてくださいね。でないと、腕うでを組みますよ？」

　と穏おだやかな口調で脅きよう迫はくしてきたので、空そら太たは慌あわててリタに追いついた。

　それなのに、隣となりに並んだ瞬間に、リタが腕うでにひしっとしがみ付いてきて、空太の右半身は一気に緊きん張ちようした。

「は、離れてくれない？」

「先ほどから男性の視線をとても感じるので、害虫予防の特とく別べつ措そ置ちです。ちゃんと彼氏がいますよ〜ってアピールすれば、誰だれもバカな考えは起こしませんから」

　場ば所しよ柄がらのせいか、さすがに、声をかけてくるほど軽い感じの人は、見当たらないわけだが……。

「それとも、トラブルに巻まき込こまれたら、空太が助けてくれますか？」

　下から覗のぞき込んでくるリタの表情は勝ち誇ほこっている。こう言えば、空太がいいと言わざるを得ないことを熟じゆく知ちしているのだ。

　自由になっている方の手で空太は顔を覆おおった。とりあえず、円周率でも数えていないと、リタの胸むねのふくらみとか、体温とか、質感とか、そういうのに理性がやられて、空太がトラブルを起こしかねない。

「俺おれのことは全然警けい戒かいしてないけど、いいんですか？」

　情けないけど、声は半分裏うら返がえっている。

　それに比べてリタは余よ裕ゆうのご様子だ。前に、男の子と密みつ着ちやくするのは不ふ慣なれだと言って足を震ふるわせていたはずなのに……。

「では、空太は私に何かできますか？」

「え？」

「ほら、できないじゃないですか。もうわかっているんですよ。空太が私に興きよう味みを持っていないことくらいは」

「そ、そんなことはないぞ？」

「私と同じ部屋で寝ね泊とまりをする権利があったのに、毎まい晩ばん、自分からダイニングに逃にげ出していったのは、どこのどなたでしたっけ？」

「そ、それは……」

「普通、女の子がすぐ横で眠ねむっていたら、健全な男の子はエッチな悪戯いたずらのひとつやふたつはするものだと思います。とても複ふく雑ざつな気分でした。私ってそんなに魅み力りよくないですか？」

「あ、ありすぎて手を出せないってこともあるんだぞ？」

「それ、本当ですか？」

「ほ、本当です！」

「だから、今も心しん臓ぞうがドキドキしているんですね」

「そ、そうだよ！」

　自分でもわかるくらいにさっきから心臓はばくばくいっている。

「そういうことでしたら、襲おそってこなかったことは許ゆるしてあげます」

「襲ってもよかったの？」

「もちろん」

「え!?」

「ダメに決まってます」

　リタに腕うでを引かれるまま、しばらく歩いていると、正面にひときわ目立つ大きな建物が現れた。四角を幾いくつか組み合わせた造つくりになっていて、その壁へき面めんは重じゆう厚こうな光こう沢たくを放ち、豪ごう華かさと気品を漂ただよわせている。見ただけで、空そら太たが足を運んでいい場所ではないとわかった。

　それなのに、その建物の真ん前で、リタは立ち止まった。

「まさかと思うけど、目的地って……」

「ここですよ」

　再び、空太は顔を覆おおった。

　一体、何階建てだろう。真下から見上げると首が痛いたい。

「あのさ……ここって」

「ホテルです」

　それも、いわゆる老舗しにせの一流ホテルというやつだ。

「やっぱり、そうなんだ」

　ホテルとはなんだろう。宿しゆく泊はくする場所である。デートでホテルという組み合わせから導みちびき出される答えと言えば……。

「空太とのはじめてのデートですから……。誰だれにも邪じや魔まされない静かな場所がいいと思いまして……」

　リタが恥はずかしそうに目を伏ふせる。

「いやいや、待とう！　うん、絶対に待った方がいい！」

　なのに、リタがぐいぐいと引っ張ぱっていく。

「ちょっと待って！　ほんとに待って！　俺のはじめてをまじで奪うばう気か！」

「やさしくしてあげますから」

「台詞せりふが逆じゃない!?　そもそも、そういう経験あるんですか!?」

「ないです。はじめてですけど……きちんと勉強はしましたから、大だい丈じよう夫ぶですよ」

「その自信はどこから来るんだ！」

「ホテルの前で抵てい抗こうして、女の子に恥はじをかかせないでください」

　上うわ目め遣づかいでそう言われ、空太の反はん骨こつ精せい神しんは一瞬にして打ち砕くだかれてしまった。体から力が抜ぬけて、非力なリタに引きずり込こまれていく。

　どうにか精神の立て直しを図る。そうだ。中に入るだけだ。ホテルに入るだけで何もしなければいい。前にましろとラブホに泊とまったときだって、何もなかったではないか。

　リタは堂々とした足取りで、ホテルの入り口をくぐった。ボーイが深々とお辞じ儀ぎをしてくる。さすが老舗しにせホテルだ。教育が行き届いている。そんな丁てい寧ねいな対たい応おうをされると体が痒かゆくなって仕方がないのに。

　リタはすたすたとエントランスを進み、エレベーターホールに足を向けていた。

「チェックイン的なものはいいのか？」

「すでに話は通してありますから。私に抜ぬかりはありません」

　やってきたエレベーターに乗り込む。ドアが閉じる際、リタがエントランスに注目しているのに、空そら太たは気がつかなかった。

　二階に到とう着ちやくすると、落ち着いた音色のベルが鳴った。

　廊ろう下かに出た途と端たん、リタに強く手を引かれた。

「こっちです。急いで」

　足をもつれさせながらも、空太はなされるがままリタを追いかけた。

「ど、どういうことだよ？」

「いいから、黙ってきてください！」

　廊下の突き当たりを直角に曲がったところで、リタはぴたりと立ち止まった。

「うおっ！」

　急に止まるものだから、リタの背せ中なかに突っ込んでしまった。後頭部に鼻をぶつけたせいで、つんとした痛いたみが走り、目の端はしに涙なみだが溜たまる。

「止まるなら止まると言ってくれ！」

「しっ！　大きな声を出さないでください」

　どうしてと質問しようとした空太だったが、声に出す前に、リタに両手で口を塞ふさがれた。そのまま、リタが全体重を預あずけてきて、空太を廊下の壁かべに押おし付けてくる。

　何が起きているのかさっぱりわからない。触ふれ合った胸むな元もとからリタの鼓こ動どうが伝わってくる。それに気づいて空太はさらに動どう揺ようした。目の前にはリタの綺麗な顔もあるのだ。瞬まばたきのたびに長いまつげが誘ゆう惑わくしてくる。少し開いたピンクの唇くちびるは艶つやっぽくて、触れてみたいという欲よく望ぼうが鎌かま首くびをもたげる。

　無意識に空太は喉のどを鳴らした。すると、またリタに静かにするよう怒られた。

　リタは曲がってきた廊下の方をずっと気にしていて、今も目を閉じて耳をそちらへと傾かたむけている。

　何かあるのかと思って、空太も意識を廊下へと向けた。

　足音がする。ひとつ、いや、ふたつか。どちらも軽い。たぶん、女子。どんどん近づいてきている。

　もうすぐそこだ。

　来ると思った瞬間、ほんとに角を曲がってふたりの人物が飛び出してきた。

　目が合う。

「あっ！　お前ら！」

「いっ？」

「あ……」
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　三人が一いつ斉せいに驚おどろきを示した。

　姿すがたを現したのは、ましろと七なな海みだった。

「お前らな……」

　今さらのように七海が来た道を戻もどろうとする。

「逃にげんな！」

「こ、これは、そんなんちゃうねん」

「どう違ちがうんだよ」

　空そら太たの追つい及きゆうの眼まな差ざしに、眼鏡めがねをかけ、帽ぼう子しまでかぶった七海が視線を逸そらした。

「偶ぐう然ぜんよ、空太」

　表情ひとつ変えずにそう言ってきたのはましろだ。

「こんな仕組まれた偶然があってたまるか！　バカも休み休みに言え！」

「バカ」

「なんの真ま似ねだ」

「……」

「椎しい名な？」

「バカ」

「そういう意味じゃねえ！　てか、あとふたりはどこだ!?」

　廊ろう下かの曲がり角から顔を出して、周囲を警けい戒かいする。仁じんと美み咲さきの姿はない。だが、絶対に近くにいるはずだ。

　七なな海みは完全に黙もく秘ひ。ましろも無表情で抵てい抗こうしている。

「素直に白はく状じようしたらどうだ？」

「まあ、いいではありませんか」

　空そら太たとましろの間に、リタが割って入ってきた。

「せっかく、こんな場所で偶ぐう然ぜん会ったんですから、よければご一いつ緒しよしませんか？」

「い、いえ、結構です！」

　七海としては、これ以上恥はじの上うわ塗ぬりをしたくないのだろう。

「てか、ご一緒って、リタは何をする気だ？」

　ここはホテル。男女比は一対三。

「もちろん、空太の考えていることですよ？」

「いや、それはまずいって！」

「な、なにを考えたのよ、神かん田だ君！」

「では、四人で楽しみましょうね」

「だから、なにを!?」

「この先の展てん示じホールで開催されている『現代美術展』をです」

　空太と七海の動どう揺ようは、リタのその一言ですぐに冷めた。

「なんだと思ったんですか？」

　わかっているくせにそう言うと、リタは真っ先に廊下を歩き出したのだった。




　高校生の鑑かん賞しよう料りよう千六百円を払って、空太、ましろ、リタ、七海の四人は、期間限定で催もよおされている現代美術展の会場に足を踏ふみ入れた。

　足元がやたらと沈しずむのは、床ゆかが絨じゆう毯たんだからだ。どうにも落ち着かない。靴くつは脱ぬがなくてもいいと言われても、脱ぎたくなってしまうのは、日本人だからだろうか。それとも、単に貧びん乏ぼう性しようなんだろうか。両方のような気がした。

　リタを先頭にゆっくり進む。大きなホールは、誘ゆう導どうロープで仕切られ、等とう間かん隔かくに立派な額がく縁ぶちに飾かざられた絵画が展示されていた。

　天てん井じようは高く、歩いても殆ほとんど足音すらしない。図書館のような静けさに、豪ごう華かさを付け加えた格かく式しきの高い緊きん張ちよう感かんが息を詰つまらせる。

　一枚一枚、熱心に鑑かん賞しようしている他の客は、誰だれも彼も全員が大人おとなで、貫かん禄ろくのあるヒゲを蓄たくわえた老人や、和服を着こなした女性、スーツ姿の男性といった顔ぶれだ。場所と雰ふん囲い気きのせいか、全員がお金持ちで知的に見える。

　彼らの歩みは小川のせせらぎのように緩ゆるやかで、時の流れすらも今はゆったりしているように思えた。それに共感できない空そら太たは、他の客を追い越こしたい気持ちを必死に抑えながら、全力でゆっくり歩く努力をした。

　早く出口に行きたい。そう思っていると、誘ゆう導どうロープの解とかれた広いホールに出た。ばらけた客が、思い思いに興きよう味みを引かれた絵画を鑑賞している。

　視界が開けたせいで、居い心地ごこちの悪さはさらに上がった。隠れる場所がない。周囲の客の視線が気になる。すぐ出て行くので許ゆるしてくださいと言いたい心しん境きようだった。

　そんな中、リタはどこまでも堂々としていた。両手を後ろで組んで、飾かざられた絵を一枚ずつ、遠くから見たり、近くから見たりしている。ずっと絵の勉強をしてきただけに、こういう場所には慣なれているんだろう。

　空太は絵画をどう鑑賞すればいいかも知らないのに。

「ちょっと緊きん張ちようするよね」

　そう耳打ちしてきたのは七なな海みだ。

「すげえな青あお山やま。俺おれなんて、すげえ緊張してるぞ」

「ごめん。実は見栄を張はりました」

　七海が萎い縮しゆくして身を縮ちぢめている。慣れない者同士、身を寄よせて助け合うしかない。

　ましろはどうなんだろうと思って振ふり向くと、一枚の絵をじっと見ていた。リタと同じで周囲の空気に馴な染じんでいる。物もの怖おじした様子も一切ない。

　隣となりに並ならんで空太も絵を眺ながめた。七海も同じようにしていた。

　正直、どうしてましろがその絵の前で足を止めたのかわからなかった。雪をかぶった古い街並みの絵。場所はたぶんヨーロッパのどこか。ものすごく上う手まい。上手いけど、それ以上の何かがあるわけではない。やはり、芸術を理解する資し質しつに欠けている。七海と目が合う。空太の意見に同意するように、苦笑いを浮かべて首を振ってきた。

　そこへ、リタが近づいてきた。

「空太、それに七海さんも。お見せしたいものがありますから、こちらへ」

　耳元で囁ささやいたリタの背中を七海と追いかけた。ましろはまだ絵の前から動かない。

　リタに導みちびかれるまま、空太と七海は展示ホール中央に連れてこられた。今回の美術展のメインとなっている絵が置いてあるエリアだ。

　一枚の大きな絵が展示されている。幻げん想そう的てきな海を描いた絵。実じつ在ざいする海とは少し違ちがっていて、そのものが生きているかのように思える。

　最初は何も感じなかった。しばらく見ていると、吹ふく風の匂においがした。潮しお騒さいが耳をくすぐってきた。海の声を体に感じた。

　じわじわと足元から感覚が失われ、全身が麻ま痺ひしたように動かなくなったと思ったら、空そら太たは海に飲み込こまれていた。

　荒あら々あらしい歓かん迎げいを受けたあとに待っていたのはやさしい抱ほう擁よう。静かな波が全身の皮ひ膚ふをくすぐるように撫なで回し、やがてそれは体内に浸しん透とうして胸むねの辺りをぽかぽかとさせた。

　直じかに神経を触さわられているかのような快かい感かんが全身を走る。体中の毛け穴あなが開くのを感じた。

　不思議なことに汗あせはかいていない。

　無意識に瞬まばたきを繰くり返していると、絵の下に記しるされた作者の名前に気づいた。

　最初、それが目に入っても、その意味がわからなかった。

　知った名前が刻きざまれていたから。

　椎しい名なましろ。

　ほんとによく知った名前だった。

「これ、ましろの……」

　夢ゆめに取り込まれた七なな海みが、虚うつろな眼まな差ざしで絵を見ている。

「日本に来る前……ましろが最後に描かいた絵です」

　リタの声も、七海の声も、ふたりの存そん在ざいも空太にはすごく遠くに思えた。

　意識も感覚も、ましろの絵にまだ囚とらわれている。それがとても心地いい。

　技術的に優れているとか、芸術的にすばらしいとか、そういうのはまったくわからない。でも、その絵が放つ圧あつ倒とう的てきな存在感は、確かく実じつに空太の深いところを鷲わし掴づかみにしていた。

　以前、ネットでましろの絵を見たことはあった。あのときも、鳥とり肌はだくらいは立った。何か、底知れないものを感じはした。

　今はそんなものじゃない。感情が体から出ようとしている。絵の世界に飛び込もうとしている。

「こんなのありかよ」

　無自覚にもれた感想は、空太の想いを的確に表現していた。

　リタに腕うでを引っ張られ、あとから来た客に場所を譲ゆずる。

　すぐに自分の体に戻もどれそうになかった。

「これって、全部ましろなの？」

　ぼ〜っとした空太の意識は、七海の声でようやく目覚めた。

　いつのまにか、目の前にガラスケースがある。ああ、そうか。リタに引っ張られたんだ。ケースの中身を見ると、海外の新聞や雑誌のパネル記事だった。

　写真の中に、幼おさないましろがいる。絵の前で握あく手しゆをしているのは、二年前までイギリスの首相をしていた人物だ。その隣となりでは、ハリウッドの大おお物もの監かん督とくと並ならんで写っている。他にも有名なサッカー選手や俳はい優ゆう、数々の著ちよ名めい人じんたちが、興奮した笑顔をましろに向けて写真に収おさまっていた。

　もう一度、離はなれた場所からましろの絵を見た。他の絵は素す通どおりしていた客が、ましろの絵の前では足を止める。甘い蜜みつを出す花に、蝶ちようが集まるように。不思議な光景だった。

　年配の女性がましろの絵をじっと見ている。瞬まばたきすらしない。心を奪うばわれているんだと空そら太たは思った。少し前に、自分もそうなっていた。女性が、ああ、と言葉にならない感かん嘆たんの声をもらし、目の端はしに涙なみだの粒つぶを溜ためていく。その涙を拭ぬぐおうともしない。たぶん、気づいていないのだ。

　いまだかつて触ふれたことのない感情が自分の中にある。だから、それをなんと呼べばいいのか、空太にはわからなかった。唯ゆい一いつ見つけた言葉は、前にリタが言っていたこと……。

「これが、圧あつ倒とう的てきってことか」

「少しはわかってくれましたか？　ましろのことを」

　リタの目は、対面の壁かべに展てん示じされた絵画を鑑かん賞しようするましろの背せ中なかに注がれている。そこに宿る感情は、重たい扉とびらによって隠かくされていて、空太には読み取れなかった。

「これで少しなら、俺おれは全部を知る自信はないな……」

　紛まぎれもなく空太の本音だった。七なな海みが唇くちびるを噛かんでいる。

「芸術の世界でこそ、ましろは最高の輝かがやきを放つと私は信じています。だから、おふたりからも言ってくれませんか、イギリスに帰るようにと」

「そんなことを言うやつが、どうして椎しい名なにＰＣの使い方を教えたんだよ？」

　返事の代わりに空太は質問をぶつけた。話題を逸そらしたかったのかもしれない。

「漫まん画がを描かくためだってことくらい、リタは知ってたんだろ？」

「逆にお聞きしますが、空太なら教えなかったですか？」

　リタが真っ直ぐに空太の目を見ていた。

「……俺なら…………教えたと思う」

　搾しぼり出すように、空太は答えていた。

「漫画家になろうとがんばっているましろを応おう援えんしたいからですか？　ましろの押おしの強さに根負けをしてですか？　それとも、下心からですか？」

　からかうようなリタの明るい口調に、空太は少しも笑えなかった。もっと深いところまで、空太は潜もぐっていたから。

「たまんないと思うからだよ」

「……」

　リタの吐と息いきにわずかな緊きん張ちようが混ざる。七海が辛そうに目を伏ふせた。

「自分の進もうとしている道の前に、椎名みたいのがいたらさ……」

　心を蝕むしばむ感情に抗あらがいながら、声が割われないようになんとか言葉を吐き出した。

「半分は正解です」

「どうして今なんだよ。どうして今になって連れ戻もどしにきたんだよ。リタにとっては、椎名が漫画家を目指してくれた方が、都合よかったんじゃないのか？」

「それがわからないから、正解は半分だけなんです。でも、その方がいいと思います。ずっとましろの側にいて、全部を知るよりは。だから、私に協力してください。ましろをイギリスに連れ戻もどすために」

「そんなこと、できるわけないでしょ。ましろは望んでない」

　先に答えたのは七なな海みだった。

「七海さんにとっても、ましろがイギリスに帰った方が都合がいいんじゃありませんか？」

「どういう意味ですか？」

「言ってもいいんですか？」

　リタがちらりと空そら太たを見てきた。

「……」

　リタを見る七海の目が鋭するどさを増ます。

「ちゃんと、わかってるじゃないですか」

「ふざけないで……そんなこと思ってない」

「では、どう思ってるんですか？　今日、ここで見たものを」

「それは……ましろが決めればいいことよ」

「質問の答えになっていませんよ？　それに、今の答えでは、もう自分の気持ちには気づいていると言っているようなものじゃないですか」

「……違ちがうって言ってるでしょ」

　七海はリタに背せ中なかを向けると、逃にげるようにましろの方へと近づいていった。

「残念です。ふられてしまいました。空太だけでも、協力してくれるとうれしいんですけど？」

「どうして、そんなこと俺おれに言うんだよ」

　ましろを説得するなんて無理に決まってる。そんな影えい響きよう力りよくがあるはずがない。

「空太の言葉なら、ましろに届とどくと思ったからです」

「冗じよう談だんはやめてくれ」

　情けない顔を見られたくなくて空太は深く俯うつむいた。

　届くはずがない。今までだって届いたことなんてない。そして、これからも届くことはないんじゃないかと、今日ここにきて強く思った。ましろの絵を見て確信した。

　芸術のよさは理解できない。ましろの絵にどれほどの価か値ちがあるのかもわからない。でも、歴史に残る名画という言葉が、空太の中で現実味を帯びていた。

　だからこそ、ましろが余よ計けいにわからなくなった。

　唯ゆい一いつ無む二にの才能があって、すでに絶ぜつ大だいな評ひよう価かを受けていて、どうしてその道を進もうとしないのか。一体、ましろは何を求めて、もがき苦しみながら漫まん画がを描かいているんだろうか。そんなことをする必要はもうないのに。

　ましろにはあるのだ。絵画という世界が。自分だけの世界が……。自分だと言い切れるものが……。空そら太たや他のみんなが欲ほしがるものをもう持っているのだ。

　もし、自分にましろほどの才能があるのなら、空太は迷わずにその道を進むだろうと思っていた。

　心の中に芽め生ばえた考えに、空太ははっとして顔を上げた。目の前にもうリタはいなかった。別の絵を眺ながめている。それがせめてもの救いだったのかもしれない。

「……そういうことかよ」

　揺ゆれに揺れていた感情がひとつに収しゆう束そくしている。妙みように心は穏おだやかだ。そんな自分を、どこか客観的に空太は見ていた。

　──ましろは芸術の世界に戻もどるべきだ

　それが、空太の導みちびき出した答えだった。







[image: ]










　　　　１




「まずいな」

　屋上で空そら太たが弁当を広げていると、真横から不景気な声がした。

　日差しはやさしく、風も冷たくない、気持ちのいい秋の空が広がっている。九月も四週目になると、じめじめした夏の名残なごりは姿を消し、ここ数日は過ごしやすい気候が続いていた。

　朝夕は肌はだ寒ざむく感じることもあるので、早々に衣ころも替がえをした冬服姿の生徒も結構見かける。屋上に集合したさくら荘そうの住人のうち、ましろ、七なな海みのふたりは長なが袖そでだ。

「まずいって、トマトが？」

　龍りゆう之の介すけはトマトに丸ごとかぶりつきながら、ノーパソの画面をスクロールさせている。

「トマトは美う味まい、まずいの概がい念ねんの外にある食材だ。侮ぶ辱じよくするな。僕ぼくがこの世で最も信しん頼らいしている存在だぞ」

　真顔でそんなことを言われても正直困る。

「お前のトマトに対する全ぜん幅ぷくの信頼が、俺おれは超恐いんだけど」

「それよか、何がまずいんだよ」

　遠足よろしくビニールシートの上にどっかりと座った仁じんは、美み咲さきから弁当箱を受け取っているところだった。毎日、仁の弁当は美咲が作っているのだ。その自然なやり取りを見ていると、付き合いの長い恋人同士にしか見えない。七海が首を傾かしげたくなる気持ちが、空太にもよくわかった。

　週初めの月曜日。毎週この日の昼休みは、文化祭に向けて制作をしている『銀ぎん河が猫ねこにゃぼろん』の進しん捗ちよく会かい議ぎをすることになっていた。

　学校でやるのは、さくら荘に帰ってからだと龍之介が部屋に引きこもるからだ。

　空太、ましろ、七海、美咲、仁、龍之介の六人が輪になって座っている。

「まずいのはこれだ」

　龍之介がノーパソの画面を輪の中心に向けた。残りの五人が覗のぞき込こむ。

　表示されていたのは制せい作さくスケジュールだった。

　龍之介がプログラマーの目から見て割り出した現実的な計画で、企画、シナリオ、グラフィック、プログラム、スクリプト、サウンドという六つの分ぶん担たんごとに作さ業ぎよう項こう目もくがずらりと書き記しるされている。

　九月八日からスタートしたので、制作期間は約二ヵ月。その二ヵ月を三つのフェイズで区切る形で、スケジュールは構こう成せいされている。

　冒頭の第一フェイズは九月八日からの二週間で、技術的な検けん証しようを目的とした『試作』期間となっている。プロット作成やキャラクターデザインもこの期間に行う。

　第二フェイズが『本ほん制せい作さく』となっていて、約一ヵ月設定されている。絵素材、音素材の量産は当然のこと、ゲームを遊べる状じよう態たいまで持っていくことが目標だ。『本制作』期間の最終日である十月二十日のスケジュール欄らんには『全ぜん仕し様よう搭とう載さい完かん了りよう』の文字が躍おどっていた。

　最後の第三フェイズは、難なん易い度どのバランス取りや、バグの排はい除じよを行う『調整』期間となっている。

　そして、現在はなんとか第一フェイズを無事に終え、第二フェイズに突入して一週間が経過したところだった。

「予定通りに進んでいるでしょ？」

　七海の顔には、何がまずいんだと書いてある。

「厳げん密みつにはドラマパートの絵素材が二日遅おくれだ」

「がんばる」

　卵たまご焼やきを口に運びながらましろが言った。

「現状でも驚きよう異い的てきなハイペースとクオリティで、素材をアップしている。これ以上、ひとりで負ふ担たんするのは現実的ではない。元々、個人で負担するカット数ではなかったからな。人じん員いん増ぞう加かを図るか、カット数の削さく減げんを提案する。ギリギリできるかもしれないという量で見積もるのは危き険けんだ。今回の制作は、文化祭が終わっては意味がない」

「減へらさない」

　ましろが龍りゆう之の介すけに食ってかかる。

「しかし……」

　それをましろが遮さえぎった。

「にゃぼろんはちゃんと作りたい」

「……」

　一瞬場が静まったのは、ましろの言葉の裏うらに、これが最後になるかもしれないからという意味を感じ取ったからだ。

　なんとなく視線を逃にがした先で、七なな海みと目が合った。唇くちびるをきつく結んでいる。

「どうやら、あたしの出番のようだね！　ましろんのヘルプをしてあげるも〜ん！」

　早々に弁当を食べ終わった美み咲さきが、空そら太たのおかずを狙ねらいながら言った。

「上かみ井い草ぐさ先せん輩ぱいのモデリング作業も余よ力りよくはない。今週はモーション撮さつ影えいも控ひかえていて、エフェクト周りもやってもらわなければならない」

「じゃあ、増員だ！　ゆかいな仲間を勧かん誘ゆうだ！」

　箸はしを伸のばしてきた美咲は、空太の弁当箱からから揚あげをさらうと、満足そうにぱくりと食べた。文もん句くを言うヒマもない。

「けど、増員ってのも簡かん単たんじゃないだろ」

「学校内で、さくら荘そうと関わろうとする人間はいないと思います」

　自じ虐ぎやく的てきな笑みを七なな海みが浮かべる。

「優秀な人材はもうどっかに取られてるだろうしな」

　文化祭への有志の参加は何もさくら荘そうだけじゃない。それに加えて、クラスの出し物の準じゆん備びなんかも本ほん格かく化かして、人手不足は色々なところで起きている。

　本番当日まで、まだ一ヵ月以上もあるのに、学校内はお祭り前の浮かれたムードになっているのだ。

　だから、早々にカップルだって誕たん生じようする。スイコーの生徒は、付き合った男女が色いろ違ちがいの校章を交こう換かんする恥はずかしい文化があるので、そっちの情じよう報ほう網もうに疎うとくても、襟えり元もとに目線が行くだけで彼氏持ち、彼女持ちがわかってしまう。

　空そら太たのクラスにも文化祭の準備を切っ掛かけに付き合いはじめたふたりがいる。例年、当日までに別れて、教室の一角がどんよりしたりもするので、そうならないことを祈いのるのみだ。

「そもそも、椎しい名なの実力に合わせられるやついますかね？」

「それが一番の問題だよな」

　空太の発言に、仁じんが深々と頷うなずく。さすがの美み咲さきもむうと唸うなる。ましろがアップした素材のクオリティの高さは、素人しろうとの空そら太たよりもよくわかっているはずだ。

　誰だれもが打だ開かい策さくを見出せない中、ましろが口を開いた。

「いるわ」

「え？」

「心当たりあるの？」

　七海が聞き返す。

「うん」

　意外だった。美術科のクラスメイトだろうか。

「誰だれだよ」

　全員の注目を集めながら、ましろがその名を口にした。

「リタ」

「ああ、なるほど……」

　その手があったか。確かにリタなら手は空いているし、実力も折り紙つきだ。前にリタがコンテに描かいた絵を空太は見ている。さすが、ましろと同じアトリエで小さな頃ころから絵を描いてきた人間だと思った。線の引き方というか、指の使い方というか、そういうのが素人とは全然違ちがった。

　ただ、問題もある。

「絵はやめたって前に言ってたぞ？」

　あれだけ描ける人間がやめるからには、何か相当な理由があるんだと思う。そして、その理由に、ましろが大きく関係していることは容よう易いに想像ができた。

「リタが絵をやめるはずない」

「いや、本人がやめたって……」

「やめられるはずがないの」

「どうして、そう思うんだよ」

「リタは絵が好きだから」

　そうシンプルな言葉で理由を説明されては、もう返す言葉はなかった。

「確たしかに、実力は本物らしいな」

　ディスプレイから龍りゆう之の介すけが顔を上げ、再びノーパソの画面を全員に向けてきた。

　表示されていたのはフリーの百科事典。項こう目もく欄らんには『リタ・エインズワース』と書かれている。

　元は英語のページを、ソフトウェアで日本語訳したようで、少し読みにくくはあったけど、内容を把は握あくするには十分だった。

　美術コンクールでの受賞歴や、リタの絵が展てん示じされている美術館が紹しよう介かいされている。

　それを見た空そら太たは当然の疑問を口にした。

「これって、もうプロってことだよな？」

「空太、本気？」

　なにやら、哀あわれみの目でましろが見ている。

「見なかったの？」

「何をだよ」

「どういうこと？」

　ましろは透とう明めいな瞳ひとみで、空太と七なな海みを見ている。理由がわからず、七海と顔を見合わせた。

「リタの絵、美術展にあったのに」

「え？」

「うそっ！」

　空太と七海は同時に驚おどろいた。

「ふたりは何を見てたの？」

　リタの絵を見ずに、他に見る絵があったのかとでも言わんばかりだ。でも、思い出せない。ましろの絵しか記き憶おくに残っていなかった。

　リタも自分の絵の話なんて、ひとつもしなかった。けど、もしかしたら、それを言いたかったんじゃないんだろうか。

　ましろの絵は覚えているのに、リタの絵は見たかどうかもわからない。他の絵のことも空太は覚えていない。そのふたつに、どれだけの差があるかは、火を見るよりも明らかだった。

「ま、他にあてがないのも事実だ。まずは彼女に頼たのんでみるしかないだろ。ダメなら、カット数を減らす。それでいいな？」

　仁じんの言葉を皆が沈ちん黙もくで肯こう定ていする。

「一応、俺の方で、シナリオの削さく減げん案あんは考えておくよ。どうせ、授業中はヒマだし」

　七なな海みが何か言いたそうだ。

　けど、その前に仁が話題を変えた。

「で、他に話し合っておくことは？」

「あ、有志参加の許きよ可かの件けんでひとつあります」

　七海が律りち儀ぎに小さく手を挙あげる。

「おお、さすが、ななみんだね！　許可取れたんだ」

「違ちがいます。一度、企画書を持って内容を説明してくれと言われました。それで問題がなければ許可してもいいって」

「実行委員にプレゼンしろってこと？」

　さっきから七海が空そら太たをじっと見ている。嫌いやな予感がしてきた。

「文化祭実行委員、スイコーの生徒会、それと大学の学生会の三つまとめてね」

「げっ！」

　まさか、生徒会と学生会までついてくるとは思わなかった。

「よかったな、空太。統とう括かつらしい仕事ができて」

　眼鏡めがねの奥で、仁の目が笑っている。大だい爆ばく笑しようだ。

「時間は明日の放課後。場所はスイコーの生徒会室ね」

「って、明日ぁ!?　準じゆん備び期き間かんは!?」

「企画書ならもう作ってあるじゃん！　善ぜんは急げだよ、こーはいくん！」

「心の準備期間の話です！」

「気楽にいけよ。プレゼンでＮＧ食らったって、手の内が全部ばれて、シアタールームを閉へい鎖さされるくらいだ。そうなったら、上じよう映えいする場所の確かく保ほが大変だろうけど、気にするな。全然気にしなくていいからな」

「プレッシャーをかけないで！」

　午後の授業は、全部プレゼン対たい策さくに時間を費やすしかなさそうだ。きっと七海も大目に見てくれる……と思う。

　あれも、これも、色々と急すぎる。ゆっくり、ひとつのことを考えている余よ裕ゆうがない。とにかく、最速でやらなければならないのは、明日の準備。それと、リタへの協きよう力りよく要よう請せいだ。

　空になった弁当箱を閉じると、校内放送が流れてきた。

『生徒の呼び出しをお伝えします』

　放送部の女子生徒の声だ。

『三年の三み鷹たか仁君は、至し急きゆう職員室にきてください。高たか津つ先生がお呼びです。繰くり返します……』

　同じ呼び出しが二度続いた。

　静かになったところで、仁じんが立ち上がる。

　空そら太たが見上げると、目で何も言うなよと言ってきた。高たか津つ先生は、進しん路ろ指し導どうの責せき任にん者しやだ。用よう件けんは外部受験に関することに決まっている。

「ずるいぞ、ふたりとも！　目と目で通じ合っちゃって、あたしも混まぜてよ〜！」

　目ざとい美み咲さきに気づかれてしまった。

「一体、何の呼び出しなんだ！」

　美咲が率直な疑ぎ問もんを口にする。

「なんだろうな。ま、無視するわけにもいかんだろ。行ってくるわ」

　軽い調子でそう言って、仁は屋上を出て行った。

「こーはいくん、黙だまっているとためにならないぞ！」

　美咲がずいっと顔を寄よせてくる。

「田舎いなかのおっかさんが泣いているぞ！」

　襟えり首くびを掴つかまれて、ぐらぐらと揺ゆすられる。食べたばかりの弁当が、げろっと出てしまいそうだ。

「し、知りませんよ、俺おれは！」

「なんか、最近、仁、変なんだも〜ん！」

「美咲先せん輩ぱいの足元にも及およびませんって！」

　さらにぐらぐらと揺すってくる。

「隠かくし事してる気がするんだも〜ん！」

　宇宙人の勘かんはなかなかに鋭するどい。

「も、もうやめて……ほんと、出ちゃうって！」

「こないだ、銀ぎん座ざに行ったときもさ」

「……って、銀座だと!?」

　なんとか美咲を振ふりほどいた。

「やっぱり、尾び行こうしてたんすか!?」

「当たり前じゃん！」

　あっさり肯こう定ていされてもそれはそれで困る。罪ざい悪あく感かんのない相手にはなんと文もん句くを言えばいいんだろう……。

　空太が表情を引きつらせている横で、龍りゆう之の介すけがノーパソをたたんで立ち上がった。

「高津と言えば、進路指導の責任者だな」

　しかも、余よ計けいな一言のおまけつきで。

　それに反はん応のうして美咲が駆かけ出していく。仁を追つい跡せきする気だ。

「あ、ちょっと、先せん輩ぱい！」

　制せい止しの声は届とどかない。大だい丈じよう夫ぶだろうか。仁が高津先生と何を話すのかは知らないが、聞けば外部受験のことだってくらいは、わかってしまうはずだ。

　ケータイを出して、仁じんにメールを送った。

　──美み咲さき先せん輩ぱいが追跡中です

　すぐに返事はきた。

　──わかってる

　さすが幼おさななじみ。行動パターンは熟じゆく知ちしている。

　解かい散さんだと判はん断だんした龍りゆう之の介すけが、無言で校こう舎しやの中に戻もどっていく。

　そこで予よ鈴れいが鳴った。

「椎しい名な、午後は実習だろ？　急げよ」

「わかった」

　最後まで弁当を食べていたましろも、パックの紅茶を飲みながら屋上から出て行った。

　残ったのは、空そら太たと七なな海み。

　なんとなくまだ昼休みを続けたくて、空太はベンチに座った。その隣となりに、七海が反対側を向いて腰こしを下ろす。

「神かん田だ君も知ってるんだ。三み鷹たか先輩の外部受験のこと」

「え？　なんで、青あお山やまが？」

「夏休みの初日だったと思うけど、私、一いつ般ぱん寮りようの家や賃ちん滞たい納のうのことで学校に呼び出されて……そのとき、職員室で三鷹先輩と高たか津つ先生が話し込こんでいるの見ちゃったから」

「……ああ、あの日か」

　そのあとで、ましろの追つい試しに付き添そっていた空太とも会って、さくら荘そうにこないかと誘さそった日のことだ。

「上かみ井い草ぐさ先輩……やっぱり、知らなかったんだ」

「自分で話すって仁さん言ってた」

「やだよね、こういうの」

「だからって、美咲先輩に言うわけにはいかないだろ」

「そうだけど……やだよ」

　それには答えられなかった。

　少しの間、空太は自分の足の爪つま先さきを見つめ、七海は空を見ていた。屋上にいた生徒が校舎の中に戻っていく。そろそろ、授業開始のチャイムが鳴る頃ころだ。

　七海がケータイで時間を見ている。

「あれ？　青山、復ふつ活かつしたんだ」

　料金の滞納が原因で、止められていたはずだ。

「なければないでよかったんだけど、上井草先輩が勝手に料金払はらっちゃうから……それでね」

　七海が苦笑するのも頷うなずける。

「あの人は、ほんと無茶苦茶だな」

　それで、一いつ旦たん、会話は途と切ぎれた。でも、空そら太たも七なな海みも教室に戻もどろうとはしない。まだ本題を片付けていないから。

「リタさんのこと、大だい丈じよう夫ぶだと思う？」

「わかんない」

　なんとなく、七海が同じことを考えているような気はしていた。だから、急にその質問がきても、空太は驚おどろかなかった。

　──今はもう描かいてません……絵はやめました……

　さくら荘そうに来た夜、リタはどんな想いでその言葉を口にしたんだろうか。

　何かをやりきって、やり遂とげて、すがすがしい気持ちで絵をやめたんじゃないことはわかっている。やめたくてやめたんじゃないことも……。そして、やめざるを得なくなった理由に、ましろが関わっていることも漠ばく然ぜんと理解していた。

「私は自分の進みたい道を進むことが幸せなんだって信じたい」

「青あお山やまに、演技と関係ないすごい才能があったらどうする？　例えば、椎しい名なのような」

　七海が顔を向けてきた。

「まさか、リタさんに協力する気？」

「俺おれが何かを言っても、椎名は動かないよ」

「私が聞いてるのはそういうことじゃない」

「わかってる。でも、言いたくないこともあるだろ」

　口に出したら、心の中の気持ちを認めてしまうようで恐こわかった。まだ、逆転の芽めがあるかもしれないのに、それを完全に摘つんでしまうようで……。

「そうだけど……言ってほしいこともあると思う」

「そうだな。青山の言う通りだよ」

　口を噤つぐむのは、自分も他人もごまかす行為でしかないんだ。けど、それがわかっても、空太はそれ以上思っていることを言葉にはできなかった。

　午後の授業開始のチャイムが鳴る。七海に続いて空太もベンチから立ち上がった。

　一度、遠くの空を見た。何かを探すつもりで。けど、視界に収おさまったのは薄うす暗ぐらくて分ぶ厚あつい雨雲だった。空太の中に眠ねむる不安のように、少しずつこちらに迫せまってきていた。

　それから目を背そむけるようにして、空太は校こう舎しやの中に逃にげ込こんだ。




　　　　２




　その日の帰り道、空太、ましろ、七海、龍りゆう之の介すけの四人は珍めずらしく一いつ緒しよだった。

「降ふってきそうだね」

　空を見上げながら七なな海みが言った。

　昼間は晴れていたのに、今は灰色の雲が空を覆おおっている。おかげで周囲は薄うす暗ぐらく、冷え込こんできていた。

　そのせいか、会話も弾はずんでいない。

　さくら荘そうに続く緩ゆるい坂道に差し掛かかる。少し前にリタの背せ中なかを見つけた。商店街で買い物をしてきた帰りなのだろう。エプロン姿すがたで、両手にビニール袋ぶくろを下げている。

「リタ！」

　空そら太たが声をかけると、リタは立ち止まって振ふり向いた。

　小走りで追おいついて、大きい方のビニール袋を受け取る。袋の中は野菜と果物がぎっしり詰つまっていて腕うでにずしんと来た。

「今日の献こん立だては？」

「仁じんに教わった肉じゃがに挑ちよう戦せんしようと思います」

　笑顔でリタが答えてくれた。

　五人になって再び歩き出す。前を行くリタは、仁から教わったレシピを得意げにましろに話していた。その後ろを歩く空太は、なんとなくリタの背中を見ていた。

　あの日、空太と七海に協力を求めてきておきながらも、それ以降、リタがましろ説得の件けんを話題に持ち出してくることはなかった。

　それまで同様、仁の誘さそいを笑顔で軽くかわし、毎日のように美み咲さきとはゲームで対戦をして、時々、ましろの面めん倒どうを見るなどしながら、さくら荘での居い候そうろう生活を楽しんでいる様子だった。

　そんなリタの心中がわからず、空太や七海の方がもやもやしていた。今も、リタの背中を同じように見ていた七海と目が合って、お互いに首を傾かしげたくらいだ。

　やがて、五人はさくら荘に到とう着ちやくした。

　先頭のリタを呼び止めるように、ましろが唐とう突とつに文化祭の件を切り出した。

「リタにお願いがある」

　門もん扉ぴに手を伸ばしていたリタがゆっくりと振り返る。

「イギリスに連れて帰ってほしいんですか？」

「違ちがう」

「それは残念です。それで、ご用件は？」

「にゃぼろんを手伝ってほしい」

　リタが首を傾げる。

「文化祭に向けて作品を作ってるのは知ってるだろ？」

　空太が補ほ足そく説せつ明めいを入れる。

「その人手が足りないんだ」

「それで、私が手伝うんですか？」

「今から人を探そうにも、手の空いている人がいなくてさ。それにクオリティを、椎しい名なに合わせられるやつがそもそもいなくて……リタなら大だい丈じよう夫ぶだって、椎名が言うから」

「……」

　リタが一瞬考えるような顔をした。その反はん応のうを見て、空そら太たはいけるかもしれないと思った。

「私からもお願いします」

　七なな海みが言葉を重ねる。龍りゆう之の介すけは黙だまって答えを待っていた。

「そういうことでしたら、お断ことわりします。私ではましろと釣つり合いません」

　笑顔のまま、はっきりとリタがそう言ってきた。背中を向けて門もん扉ぴを開けようとする。

「そんなことないわ」

「……」

「リタはとても絵が上う手まいもの」

「やめてください。絵はやめたんです。もう二度と描かかないって決めたんです」

「どうして？」

「……っ！」

　ぎりっと嫌いやな音がした。リタが奥歯をきつく噛かみ締しめたのだ。それが擦こすれて、耳みみ障ざわりな音と共に、凍いてついた緊きん張ちよう感かんを運んできた。

　ゆっくりとリタが振り向く。そこに、陽ひだまりのようにやさしかったいつもの微笑ほほえみはなかった。表情から感情と一いつ緒しよに体温までもが、波のように引いていく。

「リタは絵が上手いのに」

「……けないでください」

「リタ？」

　背筋が震ふるえた。リタの無感動な声こわ音ねに……。最初、リタが発した声だとは思えなかった。

「……ふざけないでください」

　目の前に立つリタの表情はもう別人だった。華はなやかで上品ないつもの輝かがやきはなくて、氷点下までしらけた感情だけが残されている。

「その言葉、ましろにだけは言ってほしくありませんでした」

　口調も冷ややかで、どこまでも淡たん々たんとしている。

「その言葉だけは、言ってほしくありませんでした」

　感情がこもっていない。それがかえって空太の胸むねを掻かき乱みだす。わからなかった。リタの行き着いた感情の先に、何が待ち受けていたのかが。

「どうして……」

　すがるようにましろがリタに手を伸のばす。ましろも、リタの豹ひよう変へんに戸と惑まどっている。

　その動どう揺ようをリタは一いち瞥べつしただけであしらった。

「誰だれのせいですか？」

　口元にわずかな笑みが浮かんだ。綺き麗れいな花を握にぎり潰つぶしたような顔で、リタが笑っている。

　ぞくっとする悪お寒かんに息が詰つまって、呼こ吸きゆうが上う手まくできなかった。

「誰だれのせいで絵をやめたと思っているんですか？」

　鼓こ膜まくがリタの声を捉とらえるたびに、本能が怯おびえる。

「全部、ましろのせいじゃないですか」

　リタの虚うつろな眼まな差ざしに貫つらぬかれ、ましろはただそこに立ち尽つくしていた。

「……どうして？」

　幼おさな子ごが母親を探すように、一心にその言葉を繰り返す。他の言葉を忘れてしまったかのように……。

「私だけではありませんよ？　ましろのせいで絵をやめたのは」

「どうして……」

「ほんとにわかっていないんですね。それでこそ、私たちが憧あこがれて、追おいつこうとして、追いつけなくて、誰もよりも憎にくらしかった椎しい名なましろです」

　無言でましろが瞬まばたきを繰くり返す。空気が凍こごえている。リタを中心に。

「私やましろと一いつ緒しよに、祖そ父ふのアトリエに集まった子たちを覚えていますか？」

「覚えてるわ」

「その子たちが、毎月アトリエからひとり、またひとりと姿すがたを消したことに、気づいていましたか？」

「……」

「いつ、誰がいなくなったのか、覚えていますか？」

「……わたし」

「ましろのことですから、顔も名前も覚えてはいないんでしょうね」

「…………」

　ましろの無言はリタの言葉を肯こう定ていしていた。

「ほんと、何もわかっていないんですね。自分の絵しか見ていなかったましろは」

「どうして？」

　その言葉も、何度目だろうか。

「ましろのせいだと言ったではありませんか。ましろと出会ってしまったから、大好きな絵を嫌きらいになっていったんですよ。何よりも憎むようになっていったんですよ。もう、カンバスもイーゼルも絵え筆ふでも見たくないくらいに」

　大きく開いたリタの目に、小さくなったましろが映うつっている。ましろの瞳ひとみは動どう揺ように揺ゆれていた。

　これ以上は聞かない方がいい。それがましろのためだと思った。でも、空そら太たにリタを止めることはできなかった。縫ぬい付けられたように体が動かない。声も出せなかった。

「祖そ父ふのアトリエに集まった子供たちは、お絵かき教室にきた無む邪じや気きな子供とは違ちがうんです。専門的な絵の勉強をするために、イギリス各地、世界各国から有名な画家になるという目標を持ってやってきた子ばかりです。その地方、その国では神童や天才と呼ばれていた才能溢あふれる子供だけなんですよ」

　最初はましろやリタもその中のひとりだったのだろう。

「誰だれもがすばらしい表現力を持っていました。子供とは言え、もう芸術家なんです。でも、天才だけを集めたアトリエでは、天才もただの人に成り下がる……。生まれてはじめて自分よりも絵の上う手まい相手に出会う場所……。そんな場所でした。競争相手がいることを知るんです。だから、それに耐たえられなくてすぐに描かくのを止める子は毎年何人もいました。自分は特別だと思っていたのに、そうじゃないんですから。小さな子供に突きつけられる現実としては、結けつ構こう辛いんですよ。でも、これは、どんな才能の世界にもある当たり前の話です。そう、当たり前なんですけど、私たちのときは少し違ちがいました。ましろがいたから……」

「わたしが……」

「そうですよ。どれだけ努力をしても、ましろのようにはなれません。足元にも及およばない。ましろの目は私たちなんか見ていない……。ましろは、ただ生きて、絵を描いているだけでアトリエに集まった子供たち全員を見えないナイフで切り刻きざんでいったんです。同世代の画が家か志し望ぼうの夢ゆめを、今みたいな無表情で、なにも感じずに踏ふみ潰つぶしていったんですよ。ましろの絵を見て思うんです。ああ、自分とは住む世界が違うって。本物の才能ってものを思い知らされるんです。それでも自分を信じて、足あ掻がいて、もがいて、苦しんで、少しは前に進んだと思って顔を上げたら、ましろだけはもっと先に行っている……。まるでひとりだけ翼つばさが生えているみたいに……」

　空そら太たも七なな海みも固かた唾ずを呑んでリタを見守っていた。ましろは真剣な顔で、リタの言葉に耳を傾かたむけている。龍りゆう之の介すけだけは、空の様子を気にしていた。少しずつ、雨が降ふり出していた。

「同時期にアトリエに集まった子供で、最後まで残っていたのはもう私だけなんです。三十人もいたのに……。全員ましろがなぎ払はらったんですよ。無自覚に、無感動に。誰がいなくなっても、表情のひとつも変えないで、気にもしないで……」

「……わたしは」

「許ゆるせませんでした。そんなましろが……。だから、消えてほしくて、もういなくなってほしくて、漫まん画が家かになるのに協力したんです。パソコンの使い方も教えました。日本に行く手続きもしてあげました。すべては、面おも白しろくもない漫画を描いて、けなされて、上手くいかなくて、ぼろぼろになって、少しは私たちの気持ちがわかればいいと思ったからです。なのに、どうして、デビューをするんですか！」

　血走った目で、リタはましろを睨にらんでいた。

「……リタ、わたしは」

　ましろが何かを言おうとしている。でも、それ以上は言葉が続かなかった。

　代わりに、空そら太たが口を挟はさんだ。

「そこまで思ってるなら、どうして今さら迎むかえに来たんだよ」

　それは心からの疑ぎ問もんだった。

「ここまで話してもまだわからないんですか、空太は」

　リタの視線が空太を貫つらぬく。その体から発せられる感情の圧あつ力りよくは強きよう烈れつで、全身に痛いたみが走った。目を逸そらしたいのに逸らせない。そういう魔力が今のリタにはあった。同時に、ここで逃にげたら永遠に真実はわからないままだと思った。

「空太なら許せますか？　人から目標を奪うばっておいて、私がどれほど願っても、どれほど努力を重ねても、どれほど渇かつ望ぼうしても手に入れられなかったものを、いとも簡かん単たんにその手に収おさめて、それを何の興味もなく捨すててしまうような人を、どうして許せるんですか。教えてください」

「……それが理由だってのかよ」

　空太は無意識に拳こぶしを握にぎっていた。

「私の欲しいものを全部持っているましろには、誰だれよりも有名な画家になってほしいじゃないですか。いつか、あの椎しい名なましろと同じアトリエで絵の勉強をしていたんだよって、自じ慢まん話ばなしくらいさせてくれてもいいじゃないですか。でないと、ましろのせいで絵え筆ふでを置いた自分がなんなのかもわからなくなるんですよ。ましろの一部であると思いたいんです。ましろの才能の中に自分がいると思いたいんです。こんな気持ち、空太にはわからないでしょうけど……」

　わかるはずがなかった。本気で挑いどんだ夢ゆめが潰ついえたことはない。本物の才能と正面からぶつかったこともない。だから、何も言えなかった。リタにかけるべき言葉が空太の中にはなかった。

　今日まで、リタは目を逸そらすことなくましろに立ち向かっていたんだと思う。常にましろの才能を直視しながら、その隣となりで絵を描かいてきたんだと思う。だからこそ、ましろの才能に憧あこがれた。追いつこうとした。でも、追いつけなかった。そして、深く憎にくんだ。それでも、憎みきれなかった。諦あきらめきれなかった。ましろという才能を……。

　それは、たぶん、ましろの才能を誰だれよりも認めていたからだ。

　感情をなくしたリタの目に、空太はただ晒さらされていることしかできなかった。

　沈ちん黙もくを破やぶったのは、それまでずっと黙っていた龍りゆう之の介すけだった。

「居い候そうろう娘むすめ、言いたいことは以上か？」

　本格的に降ふり出した雨の中、龍之介だけが冷静に鞄かばんから折りたたみ傘がさを出して差した。

「以上なら通行の邪じや魔まだ。そこをどけ」

　門もん扉ぴの前から動かないリタの視線が鋭するどさを伴ともなって龍之介を射い抜ぬいている。他人を怯ひるませる眼まな差ざしを前にしても、龍之介は顔色ひとつ変えない。それどころか、腕うでに止まった蚊かをぱちんと叩たたいた。

「僕ぼくの言葉を認識したのならどけ。貴き重ちような作業時間を、十五分も失った」

「あなたに話したわけではありません」

「なら配はい慮りよをしろ。迷めい惑わくだ」

「おい、赤あか坂さか」

　空そら太たが制せい止しの声をかける。

　だが、今さら、どちらも引き下がる雰ふん囲い気きではなかった。

「ご自由に通り抜ぬければいいじゃないですか」

「僕ぼくは女が嫌きらいだ。可能な限かぎり近づきたくない」

「さすが、機械がお友達の引きこもりは違ちがいますね」

　どすの利いた声で、龍りゆう之の介すけの神経を逆なでするようにリタが言う。

「まさかとは思うが、今のは悪口のつもりか？」

「そうですよ。そんなこともわからないんですか。頭の病院に行かれてはどうでしょう」

「お前は想そう像ぞうを絶ぜつするほどに脳のうが病んでいるようだな」

「どういう意味ですか？」

「質問をする前に少しは考えろと言いたいところだが、時間の無む駄だだな。特別に教えてやる。僕は機械を信用している。どうせなら親友と言ってくれ。その上で、僕は自分を引きこもりであると客観的に認識している。つまり、お前は犬に向かって、この犬め！　と言ったのと同じだ。神かん田だに向かってヘタレと言ったようなものだ」

「バカにしないでください」

　リタの瞳ひとみの中で、どす黒い感情が渦うずを巻まいている。憎ぞう悪おの光が宿っている。

「状じよう況きようは正確に認識しろ。バカにはしていない。女め々めしいと思っているだけだ」

「いや、それをバカにしてるって言うんだと思うぞ、赤坂」

　口を挟はさんでも、龍之介もリタも空太の方を見ようともしなかった。

　リタは鋭するどい視線で睨にらみつけ、龍之介は平然と受け止めている。

「いい機会だから言っておく。元々、僕はお前が嫌きらいだ。さくら荘そうに泊とまるのにも反対した」

「おい、赤坂、やめろって」

「神田は黙っていろ。へらへらと作り笑いを浮かべて、そんな不景気な顔を見せられる僕の気分も少しは察しろ」

「私がどんな気持ちで笑ってると思うんですか……」

「知るか」

「ずっと絵を描かいてきたんです。物もの心ごころがついたときから……」

　雨に打たれながらリタが龍之介を睨んでいる。涙なみだは流れていないのに、その顔は、空太には泣いているように見えた。

「何を描いても、両親や祖そ父ふが褒ほめてくれました。それがうれしくて、少しでも上手になろうと一いつ生しよう懸けん命めい絵の勉強をしてきたんです」

　祖そ父ふがアトリエを開いているくらいだ。芸術一家という意味で、ましろとは家か庭てい環かん境きようも似にているのかもしれない。

「いずれは立りつ派ぱな画家になれるなんてずっと言われてきました」

　龍りゆう之の介すけに言葉をぶつけるように、リタがしゃべりだす。

「そうか。それがどうした」

「でも、ましろがきてから少しずつ歯車はずれていきました。最初は、上う手まい子がいるくらいにしか思っていなかったのに……」

「リタ……」

「一いつ緒しよにいて、隣となりで絵を描かいて、競い合っているつもりでした。けど、そう思っていたのは私だけで、ましろにそんな気はないし、両親や祖父だってそうだったんです。ましろの才能に心を奪うばわれて、それ以外のものはすべて色あせていく。私もそのひとりでしかなくて……」

　龍之介が退たい屈くつそうに傘かさを持ち替かえた。

「絵を描くことは私のすべてなんです。私自身なんです。それなのに『もういい』って……祖父からもういいって言われて……。ましろには勝てないからもういい。これ以上描いても意味はないからもういいって！　もういらない子だって言われて、それでもましろにすがるしかないなんて、女め々めしいってわかってますよ……。そんなのわかってる……」

「もうやめろ、リタ」

「ましろの才能の一部でありたいなんて、みっともないのはわかっていますよ！　そんなこといちいち言葉にしないでください!!」

　鬼おにの形ぎよう相そうで龍之介を睨にらみつけたリタは泣いていた。でも、涙なみだは一ひと滴しずくも流れてこない。もうそんなものはとっくに枯かれていたし、涙が出るほどやさしい悲しみでもない。リタの知る感情は絶ぜつ望ぼうなんだと空そら太たはこのとき感じた。救いなんてどこにもないところまで行き着いてしまったんだ。

「あなたのような人間に私の気持ちはわからないでしょうね。立派な画家になれるなんていって、私に夢ゆめを見させておきながら、用よう済ずみになったら、私から夢を勝手に奪い去って！　全部ましろのせいなんですよ！　ましろがいたから……」

　リタの激げき情じように、空太の心は完全に硬こう直ちよくしていた。何も考えられない。七なな海みも無言で雨に打たれていた。

　ましろは沈ちん痛つうな面おも持もちで固まっている。

　平然としているのは龍之介だけだ。取り出したスマートフォンで何か操そう作さしている。共感も、哀あわれみも、同情もない。いつも通りの龍之介だ。

　完全なマイペース。誰だれかの感情にも左右されないし、ほんとに影えい響きようされていない。

「何か言ったらどうですか？」

「いいのか、言っても」

「いいと言ってるんです」

「では、念のため聞くが、今の言葉のどこにお前の意思があった？」

「え？」

　リタが面めん食くらったように、視線を泳がせる。

「お前が周囲に期待されていたのは理解した。その期待に応こたえようと努力し、結果が追いつかなかったことも把は握あくした。だが、お前がどうしたいかについては、何も説明されていないように僕ぼくには思えたが？」

「もうやめて……」

　そう言って、龍りゆう之の介すけからリタを庇かばうように立ちはだかったのはましろだった。

「どこまでもバカにして……」

　喉のどの奥で割われたリタの声は、妙みように甲かん高だかくて、鳥の鳴き声のようですらあった。

「人をそんな風に分析して何が楽しいんですか！　最低です！」

　振ふりかぶった手をリタが龍之介に叩たたきつけようとする。けど、その寸すん前ぜんで、龍之介が身を反らして回かい避ひした。

「その程度の攻撃が僕に通用すると思ったら大おお間ま違ちがいだ」

「あなたって人は！」

　発散できなかった苛いら立だちが、リタの中で爆ばく発はつしている。

　リタはましろを突き飛ばすと、手にしたビニール袋ぶくろを龍之介に投げつけた。とっさに、七なな海みがましろを支ささえてくれた。

「やめろ、リタ！」

　空そら太たの制止の声は間に合わなかった。

　袋の中身が飛び出して宙を舞まう。それを、今度は後ろに下がって龍之介は避よけた。卵たまごが割れ、小麦粉がばら撒まかれ、トマトが痛いた々いたしく潰つぶれていた。

「トマトに謝あやまれ」

　リタはさらに苛いら立だち、再度龍之介に「最低です！」と叫さけんで飛び出した。来た道を引き返していく。その姿すがたは、白はく雨うの中に紛まぎれてすぐに見えなくなってしまった。

「赤あか坂さか、追いかけるぞ」

「そして、また罵ば声せいを浴びせるのか？」

「いや、そうじゃなくて！」

「神かん田だが追おいかけろ。その方が効こう率りつ的てきだ。ただ、傘かさは持っていけ」

　やけに冷静な龍之介につられて、門もん扉ぴをくぐった。さくら荘そうの玄げん関かんに入る。もう全身びちょ濡ぬれだ。

「お前のそういうとこよくないぞ」

　玄関を上がった龍之介が立ち止まる。

「『そういうとこ』ではわからない。簡かん潔けつに言ってくれ」

「言うだけ言って、結局、他人のことなんかどうでもいいってところだよ！」

「神かん田だにしては的てき確かくな分ぶん析せきだ。問題ない。神田の言う『そういうとこ』は僕ぼくが望んだ結果だ。よって修しゆう正せいの必要はない」

　そう言い切って、龍りゆう之の介すけは部屋に入っていく。

「あ、おい！　待てよ！」

　その直後、すぐ横でがたんと大きなものが倒たおれた。

　目を向けると、ましろが腰こしを抜かしたように座り込こんでいる。

「ちょ、ちょっと、ましろ!?　大だい丈じよう夫ぶ？」

　七なな海みが立たせようとするけど、その目は虚うつろで、焦しよう点てんが定まっていなかった。

「おい、椎しい名な？」

「わたし……」

　何事かと、先に帰っていた仁じんと美み咲さきがダイニングから顔を出した。玄げん関かんを上がった七海が事情の説明をしている。

「どうした？」

「リタに嫌きらわれたんだ……」

　うわ言のようにましろが呟つぶやいた。

「知らなかった」

　慰なぐさめの言葉なんかひとつも浮かばない。

「わたし、わからなかった」

「わからないって何が？」

「リタの言ってることわからなかった」

　その一言には全身が震ふるえた。

　それが、天才画家としての椎名ましろなんだ。そうでなければ、リタがあそこまで苦しむこともなかったはずだ。幼よう少しよう期きから同じアトリエで絵を描かいていたリタですら、ましろには届とどかなかった。ましろは果てしなく遠い存そん在ざいのままだった。

「今もどうしてかわからない」

「それは……」

「空そら太たにはわかるの？」

「全部じゃないけど、わかったよ……」

　リタほど追おい詰つめられたことはない。でも、ましろを側で見ていると、同じ土ど俵ひようで勝負しようって気にはなれなかった。もし、勝負をすれば、どうなるか、結果は想そう像ぞうできてしまうから。でも、実際は違ちがった。想像よりも、もっと残ざん酷こくで、辛しん辣らつで、痛つう切せつで、破は壊かい的てきなものなんだとリタが教えてくれた。

　あの言葉の意味がようやくわかった。

　──ましろの側にいると壊こわされてしまいますよ。私のように……

　壊れるってのはそういうことだ。絶ぜつ望ぼうを知るってことだ。

　思い出すだけでも手が震ふるえる。心が怯おびえる。

「教えて、空そら太た」

　顔を上げたましろが捨すて猫ねこのように空太を見ていた。頬ほおに張はり付いた髪を伝って、雨の雫しずくがぽたぽたと落ちていく。

　たぶん、ましろにはわからない。あれほど苛か烈れつにリタが感情をぶつけてきたのに、それでもわからないのだから。

「椎しい名なは誰だれかを羨うらやましいって思ったことはないか？」

　仁じんも、美み咲さきも、七なな海みも、じっと耳を傾かたむけている。ましろの言葉に……。

「羨ましい……」

「この人いいなとか、あの人すごいなとか、あんな風になりたいとか、憧あこがれとか目標でもいいんだけど」

　俯うつむいてましろが考え込こむ。その表情は沈しずんでいく一方だ。

「……わからない」

　やはり、ましろはその言葉を口にした。

「そうか」

　もう言葉では説明できないと思った。

　両手を掴つかんでましろを立ち上がらせる。玄げん関かんに上げようと思ったのに、ましろはその手を離してくれなかった。

「美咲と車で、捜してくるから。青あお山やまさんは風ふ呂ろ沸わかしといて」

　仁が靴くつを履はく。

「あ、はい」

「沸いたら先に自分が入っとくんだよ。風か邪ぜ引くといけないから」

「わかりました」

　全身から水を滴したたらせた七海が洗面所に駆かけ込んでいく。

「椎名も、風呂入っとけ。リタは絶対連れ戻もどすから」

　空太の脇わきをすり抜けて、仁と美咲が外に出る。

「りったん捜そう索さく隊たい出発だ〜！」

　すぐにミニバンのエンジン音が鳴り響ひびき、車は出て行った。

　空太もそれに続こうとする。でも、ましろに手を握にぎられたままだ。

「……わたしもいく」

「いや、でも……」

「お願い」

　ずぶ濡ぬれの顔で言われて、心は揺ゆれていたけど、ダメだとは言えなかった。自分が同じ立場なら、絶ぜつ対たいにじっとしていられないと思ったから。

「わかった……」

　それから、風呂場の七なな海みに声をかけ、空そら太たはましろと玄げん関かんを飛び出した。




　外に出ても、ましろは手を離はなしてくれなかった。だから、空太はその手をゆるく握にぎったまま、小走りでさくら荘そう前の坂道を下った。

「きっと、大だい丈じよう夫ぶだよ」

　何の根こん拠きよもない。何が大丈夫なのかもわからない。リタか、ましろか、それともふたりの関係か。これからのことか……。

　考えると不安になる。

　でも、今は自分の無力に俯うつむいている場合じゃない。下を向いていたらリタを捜すことはできないのだから。

「……うん」

　消えそうな声でましろが返事をしてくれた。

　児童公園の前を通つう過かする。人ひと影かげを捜したけどいなかった。この先は大きく二ふた手てに分かれる。一方は学校に向かう道。もう一方は商店街を経けい由ゆして、駅に向かう道。

　今のましろをひとりにして、手分けして捜すわけにもいかず、空太は駅に続く道を選んだ。

　走っているから息が上がる。ましろは肩かたで息をしていて、ものすごく苦しそうだった。それでも、足を止めようとはしない。

　商店街まであと少しというところで、空太は行き止まりになっている路地にうずくまる人影を見つけた。電信柱に肩かたを預あずけ、ぴくりとも動かない。

　その煤すすけた姿すがたは、まるで別人だったけど、間ま違ちがいなくリタだった。

「空太、行ってきて」

「いいのか？」

「わからないの」

「……」

「またリタを怒らせるかもしれない」

「椎しい名な」

　握ったましろの手が震ふるえていることに気がついた。

　恐こわいんだ。

　リタに嫌きらわれることが……。

　それだけ、ましろにとってリタは大切な存そん在ざいなんだと思った。普段は周囲の目なんか気にしないましろが、唯ゆい一いつ、気に留とめる相手……。それがリタだ。六歳からの十年間、一いつ緒しよに絵を描かいてきて、ましろと向き合ってきたたったひとりの友達。

　自分なんかが踏ふみ込こめる関係じゃない。でも、どうにかしてあげたかった。ふたりのために……。

「ここで待ってろ」

「うん」

　ましろの手を離はなして路地に入る。

　地面に溜たまった雨が足音を大きくして、降ふりしきる雨が足音を消していく。

　雨に濡ぬれた金髪は、今は白っぽく見えた。

　肌はだに張はり付く洋服。寒さに震ふるえる肩かた。いや、泣いているせいかもしれない。涙なみだは枯かれているのに……。

　空そら太たが近づいても、リタは少しも反はん応のうしなかった。

　リタが濡れないように傘かさを差す。

　顔を見ようとは思わなかった。たぶん、自分なら見られたくない。

「俺おれ、リタが羨うらやましいよ」

　返事はない。

「リタは椎しい名なに届とどいてる。言葉も、心も、存そん在ざいもさ」

「……」

　雨の音は、傘の下に小さな世界を作っていた。ここは、空太とリタしかいない。空太の声以外は、雨の音しか聞こえない。

「俺の知ってる椎名は、全部自分で決めて、周囲の目とか、声とか、意見とか、そういうの全然気にしないで、道なき道をどんどん前に行っちまうんだよ。自分ひとりでさ」

　リタの背せ中なかは動かない。声は届いていないのかもしれないと思った。

　それでも、リタに伝えたいことがあった。

「なんか漠ばく然ぜんと思ってたんだよ。椎名はひとりだって。誰だれも椎名の世界には入れない」

「……」

「美術科のクラスメイトも、椎名のこと気になってるくせに、距離置いてるのすげえ感じてたから……」

「……」

「たぶん、椎名には仲のいい友達なんていないんだよ。それが嫌いやなのに、それを変えることは俺なんかにできなくて、全然ダメで……」

「……」

「悪い……かっこ悪いことばっか言ってるな」

　そう言って、空太は少し笑った。

「……ほんとです」

　やっと答えてはくれたけど、リタはまだ顔を上げない。

「自分で言っといてあれだけど、なんか傷きず付つくな……。でも、リタは違ちがうんだよ」

「そんなことありません。私もましろの背はい景けいのひとりです」

「絶ぜつ対たいに違う。違うんだよ。これは自信を持って言える」

　俯うつむいていたリタが顔を上げた。電信柱からも身を離はなす。今になっても、リタの頬ほおに涙なみだの跡あとはなかった。

「リタはすごいやつだよ。あの椎しい名なと十年も一いつ緒しよにいるだけでも称しよう賛さんに値あたいする」

「空そら太たに褒ほめられてもうれしくありません」

「普通さ……途と中ちゆうで逃げるだろ」

「……」

「目を逸そらすんだよ。見たくないものからは……。向き合わないとダメだって思っても、自分を守りたくなるんだよ。痛いたいのは嫌いやだから」

「……」

「心の奥の方ではわかってんだけどな……。嫌なものと向き合うことでしか掴つかめないものもあるって……でも、だからって簡かん単たんにできることじゃない」

「……そうかもしれませんね」

「ちゃんとそれができる人間に俺おれはなりたいよ。リタのような」

「空太は私を慰なぐさめにきたんですか？　それとも慰めてもらいにきたんですか？」

「今はもうわからなくなった」

　空太が苦笑いを浮かべると、リタも小さく微笑ほほえんだ。

「それはどっち？」

「……たぶん、まだ作り笑いです」

　壊こわれた自分を押し隠かすすためにリタがつけた仮か面めんだ。今ならわかる。リタにはそうするしかなかったってことが……。

「あのかわいい男の子には、最初からばれていましたけどね」

「それ言うと怒るぞ、あいつ」

「なるほど、それはいいことを聞きました」

「いやいや、ケンカはもうやめてくれよ？」

「それは難むずかしい相談です。彼は最低で、最悪ですから」

「あれで赤あか坂さかに悪気はないんだよ。そういう人種だと思ってもらうしかない」

「だから、最悪なんです。自分だけ安あん全ぜん圏けんにいるなんてずるいじゃないですか」

「それには同感だ」

　龍りゆう之の介すけこそ、他人の意見を気にしないから、口論になった場合、一方的に罵ば声せいを浴あびせられるという理り不ふ尽じんなルールになる。

「でも、彼の言う通りなんです」

「なにが？」

「全部、ましろのせいにして、自分で自分のことも私はわかっていませんでした。いつのまにか、私自身がどうしたいのかを私自身が忘れていました」

「そっか……」

「彼の性格はほんと最悪だと思いますけど」

　どうやら、結けつ構こう、根に持っているようだ。

「空そら太たはよく友達をしていますね」

「友達って……その響ひびきはちょっと恥はずかしいな」

「いい言葉ですよ。友達は」

「俺おれもよくわかんないよ。でも、なんつうか、友達にも嫌いやなとこのひとつやふたつあるもんじゃないか？　でないと、俺、誰だれかの友達になる自信ないぞ」

「……」

　リタはぽかんとしている。

「いや、今のは忘れてくれ。なんか、俺、相当恥はずかしいこと言ったな！」

「いいえ、とても素す敵てきな発言です！　そうかもしれませんね。お互たがいをよく知れば、いいところも悪いところも見えてくるでしょうから。それを認め合うのは美しいことです」

「まあ、そうかな」

「でも、やっぱり、彼の性格には腹はらが立ちます」

　リタが不満を顔に出している。はじめて見る表情だった。

　おかしくて笑うと、リタに睨にらまれた。

「笑うところではありませんよ？」

「ごめんなさい。でも、その方がいいと思う」

「え？」

「リタの笑顔はいいけど、それだけじゃない方が、俺は安心かな」

「そんな口く説どき文もん句くでは、私は落ちませんよ？」

「口説いてないって！」

「それはそれで心外です。今なら弱っているから、やさしくされただけで、ころっと行くかもしれないのに」

「それを口に出して言う時点で、全然弱ってないじゃん！」

　それもそうですねと、リタが再び笑った。これもやはり作り笑いなんだろうか。

「あのさ。椎しい名なも、一いつ緒しよにきてんだけど」

　後ろを向くと、路地の曲がり角から傘かさが出ている。しばらく見ていると、顔を半分だけ覗のぞかせてきた。それに手て招まねきをする。

　躊躇ためらいながらも、ましろが小走りで近ちか寄よってきた。

　空そら太たを挟はさんで、ましろとリタが向き合う。

　でも、どちらもなかなかしゃべろうとしない。

　あえて空太も黙だまっていた。

「私、ましろのことが嫌きらいです」

　いきなりの発言に、空太の表情に緊きん張ちようが走った。

「一いつ緒しよの部屋で暮くらしていたとき、服や下着は脱ぬぎ捨すてるし、私の嫌いなブロッコリーはお皿に載のせてくるし……」

「……」

「勝手に出かけて迷まい子ごになるし、部屋は散らかし放題のくせに、掃そう除じは全部私にやらせるし」

「……ごめんなさい」

　小さくなってましろが謝あやまっている。

「絵の具は勝手に使うし、絵え筆ふでだってそうですよ……」

「ごめん」

「全部挙あげたらきりがないんですから」

「……ごめん」

　ましろが俯うつむく。

「あと、自分のことをきちんと話してくれないところも嫌いです」

　その一言で、ましろが両手をぎゅっと握にぎった。

　でも、なかなか口は開かない。顔を上げることもできない。

「どう思っていたんですか、ましろは？」

「……わたし、知らなかった」

「何をですか？」

「リタが何を思っているのかなんて」

「今はどうです？」

「わからない」

　正直にましろは首を横に振ふった。

「そうだと思いました。それでこそましろです」

　リタの目は寂さびしそうだ。

「全然、気づかなかった」

「そういうところが一番嫌いです」

　唇くちびるをきつく結んだまま、ましろが顔を上げた。その瞳ひとみに空太は決意を見た気がした。

「だって、リタの隣となりで絵を描かいているのは、すごく楽しかったから」

　ましろの思いも寄よらない言葉に、リタが目を見開く。

「他に何も考えてなかった」

「……ましろ」

「リタといるときだけは、ひとりじゃないって思えたから」

　ぐっとリタが体に力を入れている。何かを堪こらえるように……。

「リタだけいればいいと思ってたから……」

「そんな……」

「でも、わたしだけが楽しかったのね」

「それは違ちがいます……」

　リタの声は掠かすれて殆ほとんど聞き取れない。

「気づかなくてごめん」

「違うんですよ……」

　感情に背せ中なかを押されたリタがましろの胸むねに飛び込んだ。すがりつくように、胸に顔を埋うめて泣きじゃくる。その頬ほおには、枯かれたはずの涙なみだが確たしかに伝っていた。

「違うんですよ！」

「リタ？」

「ましろだけじゃないです！　楽しかったです！　今日まで絵を描かいてきたのは、ましろと絵を描くのがほんとに楽しかったからです!!」

「……ほんと？」

「ほんとです！　ずっと一いつ緒しよに絵を描いていたかったんです！　でも、ましろは全然楽しそうに見えなくて、私なんて視界に入ってないんじゃないかって思えて……ずっとそう思っていたんです。こわくて……そうしたら、こわくて……。友達だと思ってるのは私だけなんじゃないかって思うともう止まらなくて……」

　雨に濡ぬれたリタの体をましろがぎゅっと抱だきしめる。

「リタ……ありがとう」

「ましろ……ましろ……」

「今までありがとう」

「ごめんなさい、ましろ。私……私……」

「だからお願いリタ、絵を……」

「絵を続けたいです……ずっと絵を描きたいんです。ましろと一緒に今日までやってきたことを全部ぶつけて絵を描きたい……ましろとの時間は、私にとって一番大切なものだから……私の絵はましろと作ってきたものだから……絵をやめるなんてしたくないに決まってるじゃないですか！」

「うん、わかってる」

「ましろ……ごめんなさい……」

「リタはリタの絵を描かいて」
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　それからリタは声を殺すことなく、溜たまっていたものを全部吐はき出すように泣き続けた。

　ちゃんと繋つながっていたんだと空そら太たは思った。言葉では伝えられなくても、ただ側にいて絵を描かいているだけで、ふたりは誰だれよりも強い絆きずなで繋がっていたんだと。それは、きっと、お互たがいが本気で絵に打ち込んでいたからこそ芽め生ばえたもので、だからこそ誰だれにも穢けがせないもので、空太が入り込こめなくて、ものすごく羨うらやましい関係だと素直に思った。

　お互いを抱だき締しめ合うふたりを見ていると、ひとつの光景が思い浮かんだ。

　広いアトリエの中。白くて天てん井じようの高い建物だ。その中で子供たちが絵を描いている。最初は三十人くらいいたのに、それが、ひとりずつ減へっていく。減っていく真ん中で、幼おさないましろとリタのふたりが並ならんで絵を描いている。やがて、アトリエの中はふたりだけになってしまった。静かで寂しい空間。遊び道具もない。笑い声もしない。ただ、ふたりが絵を描いているだけだ。それなのに、胸むねの中があたたかくなる。お互いを思う気持ちがふたりをやさしく包み込んでいたから。

　残ったのはふたりだけだった。でも、ふたりだったから寂さびしくはなかったんだ。

　目頭が熱くなって、空太はそれをごまかすように傘かさを閉じた。

　けど、もう雨あま脚あしは弱まっていて、すぐに止んでしまった。

「謝あやまらないといけませんね」

「ん？」

　ぼろぼろの泣き顔でリタが見ていた。

「かわいい顔の男の子にです」

「そうだな。トマトでも買って帰ろうか」

　ましろとリタが頷うなずく。

　すると光が差した。雨雲の隙すき間まから晴れ間が覗のぞいている。

　先に空そら太たが歩き出した。肩かた越ごしに振ふり向くと、ましろとリタは手を繋つないでついてきていた。自然と笑みがこぼれる。

「空太、顔が不気味ですよ？」

「酷ひどい言われようだな！」

「空太はもとから」

「もっと酷いことを言うな！」

　ましろとリタが声をあげて笑っている。そんなふたりの自然な笑みをはじめて見た。また顔がほころんでいく。でも、必死に我が慢まんした。残念な感想を言われては、せっかくの気分が台無しになるから。

　そんなもったいないことはしたくなかった。
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　さくら荘そうまでの帰り道は、仁じんに連絡をして、近くを走っていた美み咲さきの車に拾ってもらった。

　わずか三分程度でさくら荘に到とう着ちやく。雨に濡ぬれて冷え切った体を温めるため、真っ先にリタを風ふ呂ろ場ばに放り込こんだ。

　すると、服を脱ぬぐ前に、リタがましろの腕うでを掴つかんで中に引っ張ぱり込んだ。ましろも長いこと傘かさを差さずに立っていたので、ずぶ濡れのままだった。

　洗面所のドアを閉める際に、リタが、

「空太も一いつ緒しよに入ります？」

　と聞いてきたので、空太は、

「よろこんで！」

　と居い酒ざか屋やの店員よろしく元気に答えた。

「バカ言ってないの！」

　七なな海みにタオルで頭をはたかれた。

「少しだけなら覗のぞいてもいいですよ？」

　そう言って、リタが完全にドアを閉めた。

「本人がいいとおっしゃっておりますが？」

　一いち応おう、七なな海みにお伺うかがいを立てておく。

「却きやつ下か」

　まあ、いいと言われても、覗のぞく度ど胸きようなどないわけだが……。

　空そら太たは七海から渡されたタオルで濡ぬれた頭を拭ふいた。部屋に戻もどって着き替がえを済すませる。パンツまでぐっしょりだった。

　濡れた制服を干ほし、洗せん濯たく物ものを片付け、それから、二階のましろの部屋に向かった。もちろん、現在入浴中のふたりの着替えを用意するためだ。

　部屋の前で再び七海に遭そう遇ぐうした。

「タオル、ありがとな」

「うん」

　きちんとましろの部屋は片付いている。掃そう除じをしたのはリタだ。クローゼットの中から着替えを適当に見み繕つくろう。もちろん、下着もだ。

　ましろのはすぐに準じゆん備びできた。リタの服も問題なし。だが、下着をどうするかで、手がぴたりと止まった。パンツはいい。上はどうする。ましろとリタではだいぶ体型が違ちがう。

「あのさ」

「なに？」

「椎しい名なのだと合わないよな？」

　七海に素そ朴ぼくな疑問を投げかける。

「だと思うよ」

「じゃあ、青あお山やまの貸かしてくれない？」

「頼たのむなら、上かみ井い草ぐさ先せん輩ぱいにして。どうせ、サイズ合いませんでしたから！」

「それは……その、すまん」

　思わず、七海の胸むねに目線がいく。

「どこに謝あやまってるのよ！」

　顔を赤くした七海は、照れているんだか、怒っているんだかわからない。

「てか、青山が借りてきてくれる？　俺おれ、仁じんさんに殺されたくないし」

「そのつもりです！」

　七海に続いて空太も部屋を出た。

　一階に戻り、美み咲さきから下着を拝はい借しやくしてきた七海に着替えを渡してお役ごめん。部屋でふたりが出てくるまで時間を潰つぶした。

　ましろとリタが風ふ呂ろから上がったところで、ダイニングに通した。

　テーブルの真ん中には鍋なべが置かれている。ぐつぐつと煮に立たって美お味いしそうな湯気が上がっていた。

「今日の献こん立だてはお鍋なべではなかったかと思いますけど？」

「歓かん迎げい会かいは鍋と相場が決まってるんだよ。さくら荘そうの伝でん統とうでね」

　仁じんがそう説明する。

「誰だれの歓迎会なんですか？」

「りったんを大歓迎するに決まってるんだも〜ん！」

　美み咲さきが容よう赦しやなくクラッカーを鳴らした。紙ふぶきと紙テープの直撃を受けたリタは、目を丸くしている。

「私、ですか？」

「断ことわっても強きよう制せい的てきに歓迎されるので、諦あきらめてくださいね」

　自じ嘲ちよう的てきに七なな海みが乾かわいた笑みを浮かべている。

「いえ、とてもうれしいです。ありがとうございます」

　深々とリタが頭を下げる。

　その背せ中なかを押して、仁がさっさとリタを座らせた。この状じよう況きようで鍋を用意したのは仁だ。さすがとしか言いようがない。

　その後、部屋に引きこもっていた龍りゆう之の介すけを、空そら太たと仁で無理やり引っ張ぱり出し、丁度学校から帰ってきた千ち尋ひろを交えて、肉とか野菜とかの壮そう絶ぜつな奪うばい合いがはじまった。

　主しゆ賓ひんだからといって、誰もリタに遠えん慮りよはしない。それが、楽しい時間を作っていた。

「あ、先せん輩ぱい、それ俺おれの肉！」

「甘いぞ、こーはいくん！　鍋に国こつ境きようはないんだよ！　食うか食われるかだ！」

　美咲という名の魔物が根こそぎ肉を攫さらっていく。

「うおおっ！　一方的に食われるだけじゃん！」

「上かみ井い草ぐさ先輩はもう少し行ぎよう儀ぎよく食べてください……って、あ、それ私が狙ねらってたのに！」

「この世は弱肉強食なんだよ、ななみん！」

「もうこうなったら、私も容よう赦しやしませんから！」

　なにやら、七海まで物ぶつ騒そうなことを言っている。

「てか、椎しい名な！　えのきを俺の器に入れるな！」

「贈おくり物よ」

「食べたくないなら最初から取るな！」

　言ってる側から、ましろがえのきを移してくる。これではえのき処しよ理り班はんだ。

「神かん田だ、ビールまだ？」

「自分で取りに行け！」

　やれやれといった様子で、千尋のビールは仁じんが取ってきてくれた。

「なるほど、鍋は戦争なんですね」

　リタには間ま違ちがった日本の文化を教えることになってしまった。ちなみに、龍之介は一言もしゃべらずに、競争率の低い白菜をぱくぱくと食べていた。

　そんな龍りゆう之の介すけの器に、空そら太たはやっとの思いでゲットした肉にく団だん子ごを放り込こんだ。

「草ばっか食ってないで肉も食え」

　しばし無言で考え込んでから、龍之介が肉団子を頬ほお張ばる。もぐもぐと無表情で咀そ嚼しやくしていたかと思うと、鍋なべに箸はしを突っ込んで、空太の器にお返しのえのきを入れてきた。

「礼は無用だ」

「俺おれ以外でえのき食った人いないでしょ！」

　最後はうどんを煮に込こみ、それを平らげる頃ころにはすっかり満まん腹ぷくになっていた。全員が満足そうな顔をしている。

　仁じんが用意したお茶をすすっている中、リタがすっと立ち上がり、対面に座っていた龍之介の真横に移動した。

「あの」

「それ以上寄よるな。寒気がする」

「本当に女の子が嫌きらいなんですね」

　意地の悪い笑みを浮かべたリタが、試しに触ふれてみようと龍之介に手を伸のばす。危き険けんを察知した龍之介は即そく座ざに席を立つと、空太の陰かげに隠かくれ、

「神かん田だ、その女をそれ以上近づけるな」

　と指示を飛ばしてきた。

「赤あか坂さか、俺の用よう途とが間ま違ちがってるぞ」

「そこまで嫌いやがるということは、女の子と密みつ着ちやくしたらどうなるんですか？」

「御ご託たくはいい。用よう件けんを言え」

　リタの目が今度は空太を捉とらえる。

「どうなるんですか？」

　近きん距きよ離りでは寒気を感じ、超近距離ではじんましんが出て、接せつ触しよくしたらとても大変なことになるのは知っていたけど、さすがに友達を売るわけにはいかない。

「男の友情というやつですね。黙もく秘ひを貫つらぬくのなら仕方がありません」

「いいから用件を言え、居い候そうろう娘むすめ」

　空太越ごしに、リタが真っ直ぐに龍之介を見る。空太が見つめられているようで、ちょっとドキドキしてしまう。

「さっきはごめんなさい。言い過すぎました」

「自分の過あやまちを認められるのは人間の美び徳とくだな」

　空太に隠れたまま、龍之介が大たい層そうなことを言う。

「おかしいですね。謝あやまったことを早さつ速そく取り消したくなってきました」

「言いたいことはそれだけか」

「いいえ、ここから本題ですよ」

「早くしろ。僕ぼくは風ふ呂ろに入りたい」

「では、お背せ中なかを流しながらお聞かせしましょうか？」

「あ、俺おれ、それ希望」

　と仁じんが茶々を入れてくる。

「三み鷹たか先せん輩ぱい、少しは空気を読んでください」

　じと目で七なな海みが仁を見ている。

「ごめんね、青あお山やまさん。明日は青山さんにお願いするから妬やかないで」

「誰だれもそんな話してません！」

「じゃあ、ななみんはあたしと一いつ緒しよにお風呂に入って、いろんなところを洗いっこしようね！」

「だ、大事なものを失いそうなんで、遠えん慮りよします！」

　なんか、向こうは向こうで盛もり上がっている。

「で、本題とはなんだ？」

「文化祭の制せい作さく、私も参加させてください」

　その発言で、空そら太たたちは再びリタに注目した。

　隣となりに座ったましろが、安心したような吐と息いきをもらす。表情もなんだかやわらかい。

　そんな中、千ち尋ひろだけは、無心にビールを呷あおっている。

「用よう件けんは理解した。仕様は神かん田だに確かく認にんを取れ」

「すぐに出すよ」

「ＰＣは僕があとでノートを貸す。クオリティが低ければ、納なつ得とくできるまでリテイクを出すからな」

「誰に言っているんですか？　私、絵には自信ありますよ？」

「能のう書がきはいい。僕は結果しか信用しない」

「では、結果がよければ、それ相そう応おうの態たい度どを示してくださいね」

　リタが怪あやしく微笑ほほえむ。

　なんか、龍りゆう之の介すけとの間に変な緊きん張ちよう感かんがあるのは気のせいだろうか。いや、絶ぜつ対たいに気のせいじゃない。

「雨あめ降ふって、地固まらずってところだな」

　仁が湯飲みのお茶を飲み干ほした。

「ま、これはこれでいいと思います……」

　七海は諦あきらめ気味だ。

「ついに、パーティメンバーが全員集合だね！　もはや、あたしたちを止められるものは誰もいないもんね！　待っていろ、文化祭！」

　美み咲さきがいつものハイテンションで吼ほえている。

「リタ、元気になってよかった」

　空そら太たの隣となりでは、ましろがほっとした顔をしている。そんな誰だれかを慈いつくしむような表情を見るのは、はじめてだった。

　そこで寮りようの電話が鳴った。

「神かん田だ、電話」

　千ち尋ひろが新しい缶ビールを開けながら言う。

「なんで俺おれ!?」

　他にも人はいるのに、どうしていつも空太がぱしらされるんだろうか。

　玄げん関かんに出て、受話器を取った。

「はい、スイコー学がく生せい寮りよう、さくら荘そうです」

「私、椎しい名なと言いますが」

　はじめて聞いたその声は重く、そして、落ち着きのある丁てい寧ねいな大人のしゃべり方だった。

　ダイニングから楽しげな声がする。美み咲さきが騒さわいでいるのがわかる。それを、七なな海みが止めようとして失敗している。けど、その楽しげな雰ふん囲い気きは一瞬にして遠くなった。

　今、なんと言っただろうか。シイナ……椎名……。

「もしもし？」

「あ、はい」

「千せん石ごくさんをお願いできますか？」

　震ふるえる手で保ほ留りゆうのボタンを押おす。それから、ダイニングに向かって叫さけんだ。

「先生に電話です！」

　酔よって赤くなった千尋が出てくる。

　その目が、誰だれよと聞いていたのに、空太は答えられなかった。けど、それが答えになっていたんだろう。千尋が一度だけダイニングを振ふり向いた。ここからでは見えないましろを見たんだと思う。

　千尋が受話器を持つ。保留のボタンを押した。

「はい、お電話代わりました。ああ、叔お父じさん、久しぶりです。今、成なり田たですか。ええ、元気にしていますよ。そりゃ、適当に……はあ……」

　盗ぬすみ聞きなんてよくないのはわかっている。わかっていても、その場から空太は動けなかった。空太が戻もどってこないことを不思議に思ったのか、ましろとリタがダイニングから顔を出した。

　千尋が受話器を置く。

　ふうと長い吐と息いきをもらした。

　それから、顔を上げた千尋は、ましろとリタの方を見てこう言った。

「明日、ここへ迎むかえにくるそうよ」

　頭の中で、重たい扉とびらの閉まる音がした。それは、終わりを告げる音だった……。
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　空そら太たが風ふ呂ろに入ったのは、日付を跨またいでからだった。

　──明日、ここへ迎むかえにくるそうよ

　湯船に浸つかって顔を洗う。何度も何度も……。過去が洗い流せるわけでもないのに。起きた現実が夢ゆめに変わることもないのに。

　意味もなく風呂場の天てん井じようを眺ながめた。雫しずくが額ひたいに落ちてきた。冷たくて心地いい。目が覚める。

　しばらくそうしていると、脱だつ衣い所じよでもある洗面所のドアが開いた。『男子入浴中』の札をかけてあるから、恐らく仁じんだ。

「空太」

　聞こえてきたのは、女子の声。一瞬、ましろかと思ったが違ちがった。リタだ。

「ど、どうした？」

「今、少しいいですか？」

「生まれたままの姿すがたでもよければ」

「ドアを開けましょうか？」

「やめてください」

「でしたら、そのまま聞いてください」

　リタの声こわ音ねは、少し元気がなかった。気持ちが沈しずんでいるのがわかる。

「わかった」

　すりガラスの前にリタが座る。空太に背せ中なかを向けている。

「昔々の話です。とても絵の上手な少女がいました」

　身動きをせずに、空太は耳を傾かたむけた。

「彼女の絵は、見る者の心を打ち、多くの感動を生み出しました」

　聞き返さなくてもわかる。

「だから、彼女の絵の周りにはたくさんの観客がいつも押おし寄よせ、人ひと足あしが途と絶だえることはありませんでした」

　これはましろの物語だと。

「あの子は天才だとある人は言いました。あの子には才能があるとまたある人は言いました。あの子は芸術に愛されているともある人は言いました。言葉など陳ちん腐ぷだと思えるほどに、人々は彼女を褒ほめ称たたえました」

　目を瞑つぶって情景を思い浮かべようとする。

「でも、彼女は少しも幸せそうではありませんでした」

　無表情のましろの顔が思い浮かぶ。

「どんな称しよう賛さんの言葉も、彼女の心を動かしてはくれませんでした」

　なら、何がましろを動かすんだ。

「ある日、彼女は友達に誘さそわれて、自分の絵が飾かざられた美術館に足を運びました。その日も、彼女の絵を見るために、多くの人がやってきていました。少し離れた場所から、しばらく、その様子を彼女は眺ながめていました。ほんの気まぐれのつもりでした」

　一体、この物語はどこへ向かうのだろうか。

「すると、小さな男の子が目に留とまりました。その子は、彼女の絵を見ても、何の興きよう味みも示しめしませんでした。『変な絵！』とか言って、美術館の隅すみっこで、一いつ冊さつの本を読みはじめたのです。それはもう熱心に……。男の子は真剣な顔をしたり、笑ったり、色々な表情を見せてくれました。気になった彼女は、その男の子に話しかけました。『何を読んでるの？』と。すると男の子は、彼女に向かって、満面の笑みで『これだよ』と言いながら本を見せてきました」

「そういうことか……」

「その本は、遠い島国で描かかれた漫まん画がの本でした。それからすぐに、彼女は、その遠い島国に旅立つことになったのです……おしまい」

　随ずい分ぶん前に、どうして漫画なのか聞いたときには、絵は面おも白しろくないとましろは言っていた。たぶん、それは、今リタが話してくれた出来事の中で感じたことだったんだ。

　空そら太たにもわからない芸術の世界を、小さな子供に理解しろってのは無茶だ。

「本当のところは私にもわかりません。でも、あれが大きなきっかけにはなっていると思います」

「……どうして、それを俺おれに？」

「それも、わかりません。でも、話したくなったんです」

「そっか。ありがと」

「ついでにお背せ中なかも流しましょうか？」

「え!?」

「もちろん、冗じよう談だんです」

　リタが立ち上がる。その影かげはすぐに見えなくなった。空太は黙だまって見送った。

　水面を見つめる。冴さえない顔がそこにはあった。




　風呂を済すませ、部屋に戻もどってベッドに横になっても、少しも眠ねむくはならなかった。こんなときは眠くなるまで猫ねこと遊びたいのに、今は部屋に一いつ匹ぴきもいない。誰だれかの部屋にお邪じや魔ましているんだろう。最近では、七なな海みや美み咲さきの部屋でよく見かける。

　電気を消しても薄うっすらと光って見える蛍けい光こう灯とうを眺めていた。なんで、明るいんだろうとか考えながら。

　そうでもしていないと千ち尋ひろの声が頭の中でリピートされてしまう。

　──明日、ここへ迎むかえにくるそうよ

　声は脳のう内ないで反はん響きようしてどんどん大きくなっていく。

「あ〜、くそっ！」

　顔を腕うでで覆おおった。

　なんで苛いら立だつのかわからない。この日が来ることはわかっていた。わかっていたけど、心の準じゆん備びなんてやっぱりできなかった。

　ましろはどうなる。自分はどうすればいい。今日まで何もできなかったのに、今さら何かできるはずもない。じゃあ、諦あきらめるのか。諦めるって何をだよ……。頭の中はぐちゃぐちゃだった。

　思考停止した空太の耳元で、ケータイが震ふるえた。メールの着信だ。

　誰だれだろうと思いながら手に取って開く。

　──空そら太た、起きてる？

　それはましろからだった。

　震える指で、ボタンを押おして返信した。

　──起きてるよ

　すぐに返事はない。まだ、操そう作さに慣なれていないから仕方ないんだろう。

　──そっか

　二分も待って届とどいた返事は短かった。またすぐに返事を書いた。

　──そうだよ

　さっきと同じくらい待たされるんだろうか。たぶん、そうだ。でも、それくらいの時じ間かん間かん隔かくが、今の空太には丁度よかった。答えを急ぎたくない気持ちがあったから。

　──わたしも起きてる

　予想通り、二分後くらいにその返事はきた。

　──これで寝ねてたらホラーだろ！

　睡すい眠みん中ちゆうにメールをするなんて芸当は、龍りゆう之の介すけとメイドちゃんだけで十分だ。


　──ねえ、空太

　──なんだよ



　次の返信までは三分ほど待たされた。もう来ないのかと思ったときに届いた。

　慣れた手つきでメールを開く。その瞬間、必死に抑え込こんでいた衝しよう動どうが弾はじけた。

　──会いたい

　そう、ましろからのメールには綴つづられていたから。

　感情が体の中で暴あばれている。ましろの顔を見たい。声を聞きたい。許ゆるされるなら抱だき締しめたい。

　ベッドの上で飛び起きる。今、顔を見るのはやばいと理性が叫さけんでいる。けど、もう心は飛び出していた。

　部屋を出ようとドアを開けた。

「あっ」

　ドアノブを握にぎったまま、空そら太たは金かな縛しばりにあった。口を開けたまま、瞬まばたきだけを繰くり返す。

　視線は一点に注がれた。

　向かいの壁かべに背せ中なかを預あずけ、ましろが枕まくらをお腹なかに挟はさんで座り込んでいたから。

　薄うす暗ぐらい廊ろう下かで、ケータイのディスプレイの明かりだけがましろを照らしている。その姿すがたは弱々しくて、迷まい子ごの子供のように心細く見えた。

「お前……」

　ましろがようやく顔を上げた。

「今日は……」

「ん？」

「寝ねるまで一いつ緒しよにいてほしい」

　文字通り空太は息を呑のんだ。

　立ち上がったましろが近づいてくる。枕を胸むねに抱かかえたまま俯うつむいて、空太の肩かたにおでこをくっつけてきた。

　ましろの意外な行動は、空太の衝しよう動どうの足を竦すくませ、理性が追おいつくだけの時間を稼かせいだ。今はやばい。指一本でも触ふれたら、もう二度と手を離はなせなくなる。

　ここから連れ出して、逃にげ出してしまう。

　そんな自分勝手に、周囲を巻まき込めるはずがなかった。リタが教えてくれた。人は時として、自分の大切な人ですら、無自覚に傷きずつけてしまうと。

　だから、行動するからには、最後まで貫つらぬき通すだけの覚かく悟ごが必要だ。中ちゆう途と半はん端ぱに行動を起こすくらいなら、今はじっと耐たえて自分の心に問いただすべきなんだ。最後までましろの手を離さずにいられるのかを……。

　今、ふたりで逃げ出したところで、どうせ数日だ。一生逃げ切れるわけもない。その覚悟も空太にはない。社会の広さを少しは知っていたし、自分がちっぽけであることくらい、よくわかっていた。

「ダメなんて言わないで」

　顔を上げたましろは、真剣な眼まな差ざしだった。

　茶化すことも、おどけてごまかすことも、空太にはできなかった。緊きん張ちようをやわらげようと無意識に頭をかいて、ましろから目線を外した。

「今日だけだぞ。ばれたら、青あお山やまに怒られるし」

「一緒に怒られる」

「お前、逃げるだろ」

　言いながら部屋に入り、空そら太たは自分の枕まくらを回かい収しゆうして、ましろにベッドを譲ゆずった。

「空太は？」

「床ゆかで寝ねる」

「……わかった」

　ましろがベッドに枕をセットしている。

　今日の夜はやけに静かだ。

　床に寝転がると、目を瞑つぶるでもなく天てん井じようをじっと見つめた。

　ましろの姿すがたは見えない。でも、お互たがいの意識は繋つながっている気がした。

　だから、声をかけてくるのもわかった。

「空太」

「なんだよ」

「わたし、空太のことも傷きずつけてた？」

　驚おどろきはしなかった。今日はそれくらい色々なことがあったから。けど、だからと言って、気の利きいた返事ができるわけでもない。

「……俺おれは」

　殆ほとんど沈ちん黙もくを返したようなもので、それが答えになっていた。

「嘘うそは言わないで」

　無理やり言葉を続けようとしたら、そう言われた。

「そういうのわからないから」

「わかったよ」

「わたし、イギリスに帰った方がいい？」

　嘘は言わないと約束したばかりだ。

「俺は……俺だったら、帰ると思う」

　しばしの沈黙。不自然な間があって、またましろが聞いてきた。

「どうして？」

「リタが前に言ってたろ？　椎しい名ななら、歴史に残るような名画を描かけるって」

「うん」

「美び術じゆつ展てんで見たよ。椎名の絵を生で。芸術は難むずかしくてよくわかんないけど、椎名だけは違ちがうって気がした。あんな感覚はじめてだった」

　言葉にはできない。けど、体というか、全身の細さい胞ぼうが反はん応のうした。そういう圧あつ倒とう的てきなものだった。ましろの絵は。

「……そう」

「そんなすげえ才能と可能性があるなら、俺はその道を選ぶと思う。だって、そうだろ？　何百年も自分の作ったものが世の中に残るんだぞ？　すごいことじゃんか。ものすごいことじゃんかよ。普通そう思うだろ」

「わからないわ」

「そうか」

　だからこそ、誰だれかがましろを天才と呼んだのだ。だからこそ、凡ぼん人じんはましろに憧あこがれるのだ。だからこそ、今、ましろは苦く悩のうしている。他人との大きな違ちがいに。

「何百年も先のことなんてわからない」

「そりゃそうだけどさ」

「普通は難しい」

「椎しい名な……」

「みんな言うわ。わたしは普通じゃないって……」

「……」

「ほんと、普通は難しい」

「そんなこと……」

　声が掠かすれた。

「わたしも普通ならよかったのに」

「そんなこと言うな」

「そうすれば、リタを理解できた……空そら太たを理解できたのに……」

「やめろよ！」

「……空太？」

「椎名が今の椎名でいてくれたから、俺おれはたぶん今の俺になってるんだと思う。お前がいなかったら、さくら荘そうを出て行くことくらいしか考えていなかったよ。だから、お前はそんなこと言うな」

「……」

「もう寝ねろよ」

「……うん」

　寝返りを打った。もちろん、空太は眠ねむれそうになかった。それでも眠ろうとした。ましろの気け配はいを背せ中なかに感じながら。

　──明日、どうするんだ？

　その一言を口に出せなかったことを後こう悔かいしながら……。
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　翌よく日じつ、空太が目を覚ますと、ベッドにましろの姿すがたはなかった。机つくえの下も確認したけど、部屋にましろはいなかった。

　空そら太たが寝ねている間に、自室に戻もどったらしく、２０２号室に顔を出すと、漫まん画がを描かくのに使っているＰＣが置かれた机つくえの下で、ぐっすり眠ねむっていた。

　昨日、ましろが部屋にやってきたのは夢ゆめだったんだろうか。そう思いながら、空太はましろを起こすと、これまで通り、寝ね癖ぐせを直してやり、着き替がえを用意してあげ、朝食を与あたえてから、玄げん関かんで三み毛け猫ねこのこだまを抱だっこしたリタに見送られて学校に向かった。

　美み咲さきは随ずい分ぶんと早く学校に行ったらしく、空太が起きたときにはもういなかった。七なな海みは委員会だからと先に出て、同じくらいに仁じんと千ち尋ひろが出て行くのも見かけた。龍りゆう之の介すけの気け配はいはいつのまにかなくなっていた。

　さくら荘そうがいつも通りの朝を迎むかえたことが、空太はなんだか少しうれしかった。

　特に何を話すでもなく、通い慣なれた道をましろとふたりでとぼとぼと歩く。さくら荘から続くゆるい坂道を下り、児童公園の前を抜ぬけ、商店街との分ぶん岐きを左折して、程なく空太とましろは校門をくぐった。

　昨日までと同じように、生徒がぞろぞろと昇しよう降こう口ぐちに吸すい込まれていく。部活の朝練に出ていた連中はジャージ姿だ。

　何度も繰くり返されてきた日にち常じようの風景。ずっと変わらないと思っていた景色が目の前にある。

　他の生徒と同様、空太も下げ駄た箱ばこで上うわ履ばきに履き替える。使い古された上履きは汚れが目立つし、踏ふまれたかかとの部分は折れ曲がっている。

「椎しい名な、早くしろよ」

　なかなか下駄箱の陰かげから出てこないましろの様子を覗のぞくと、脱ぬいだ靴くつを拾おうとして、前かがみになっているところだった。空太の視線に気づいて、ゆっくりと振ふり向く。それから、空太が指し摘てきするよりも前に、自分でスカートの裾すそを押おさえた。

　気まずくなって、空太から視線を逸そらした。

「俺おれ、帰り遅おそくなるぞ」

　ごまかすように早口にまくし立てた。

「企画の説明あるから」

　文化祭用に作っている『銀ぎん河が猫ねこにゃぼろん』のプレゼンは今日なのだ。

　上履きに履き替えたましろが昇降口を上がってきて、空太の前で立ち止まる。

「待ってる」

「お、おう。椎名の教室な」

「うん」

「じゃあ」

「にゃぼろん、がんばって」

「任まかせとけ」

　冗じよう談だんっぽく言って、空太はましろと別れた。普通科と美術科の教室は逆方向にあるのだ。

　けど、空そら太たはすぐに振ふり向いた。

　ましろの背せ中なかが遠ざかって行く。それが見えなくなるまでじっと見ていた。ましろは空太の視線には気がつかなかった。

　これこそ、今日までに何度も繰くり返されてきた景色だ。普段と同じ。昨日とさほど変わらない。だから、忘れそうになる。今日、さくら荘そうにましろの父親が迎むかえに来ることも。昨日、電話が鳴ったことも。寝ねるまで一いつ緒しよにいてほしいとましろに言われたことさえも……。全部夢ゆめだったような気がしてしまう。それはそう願っているからなんだろうか。

　ケータイを覗のぞけば、昨日、ましろから送られてきたメールが残っているのに……。現実はそこにしっかりと刻きざまれているのに……。

「俺おれ、これでよかったのかな」

　漠ばく然ぜんと胃の辺りに居い座すわる不安を取り除のぞく方法もわからないまま、空太は自分の教室にひとり足を向けた。
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　放課後、空太は生徒会室に立っていた。

　コの字型に並んだ座席には、七人の男女が座っていて、全員が空太に好こう奇きの眼まな差ざしを向けている。

　真正面の三人は、文化祭実行委員の委員長と副委員長がふたりという内訳だ。左右にふたりずつ座っているのは、それぞれ、スイコー生徒会、大学の学生会の会長と副会長になる。

　これまた見事なアウェイだ。けど、不思議と気持ちは落ち着いていた。緊きん張ちようしていないと言えば嘘うそになるけど、企画オーディションのプレゼンと比くらべたら、これくらいはなんでもない。

　むしろ、話を聞く側の表情の方が硬かたいくらいだった。

　空太は龍りゆう之の介すけからレンタルしてきたノーパソを立ち上げ、プロジェクターに接続すると、企画書の表紙をスクリーンに表示させた。

「神かん田だ君、準じゆん備びいい？」

　聞いてきたのは、唯ゆい一いつさくら荘から手伝いにきてくれた七なな海みだ。さほど緊張せずにいられたのは、七海という味方の存在も大きい。

　一通り確認してから、空太は七海に頷うなずいた。

「はじめてもよろしいでしょうか？」

　七海が全員に投げかける。

「はじめてください」

　色白の生徒会長が、黒くろ縁ぶち眼鏡めがねの位置を直す。その返事を受けて、七海は壁かべ際ぎわに下がった。目でいいよと空太に合図を送ってきた。ここからは空太の仕事だ。

「では、さくら荘そうから提てい出しゆつしております文ぶん化か祭さい有ゆう志し参さん加かの出し物『銀ぎん河が猫ねこにゃぼろん』の説明をさせていただきます」

　空そら太たはＵＳＢで繋つないだマウスをクリックして、企画書のページを一枚めくる。

　そのときだった。生徒会室のドアが乱らん暴ぼうに開けられたのは……。

「空太！　すぐこい！」

　飛び込んできたのは仁じんで、その表情に普段の落ち着きはなかった。額ひたいからは汗あせを垂たらし、息はすっかり乱みだれている。目には焦あせりがあった。

「ノックもしないで、なんのつもりだ三み鷹たか！」

　生徒会長が苛いら立だつ。

「仁さん、どういうことですか？　俺おれ、今……」

「親父さんが迎むかえに来たんだよ！」

　心しん臓ぞうがどくんとうごめいた。

「それで、ましろちゃんが！」

　机つくえをぱんと叩たたきながら生徒会長が立ち上がる。

「さくら荘は、文化祭への参加はしなくていいってことか？」

　仁の言葉に生徒会長の声が重なる。大事なところが聞き取れない。

「真ま面じ目めにやらないなら、許きよ可かは出さないぞ」

　すごんでくる生徒会長に対して、空太の感情もまた我が慢まんの限界だった。

「うるさい！　ちょっと黙だまってろ！」

　殆ほとんど無意識に空太は一いつ喝かつしていた。

　立ち上がっていた生徒会長がびくつく。空太を見る目が動どう揺ようしている。周囲がざわつき、全員が面めん食くらったように表情を強張こわばらせていた。

　それに気づいて、空太の熱は一気に冷めた。

「いえ、その……黙っていてください」

　誰だれも何も言わない。空太の感情の矢や面おもてに立とうとするものはない。席を立っていた生徒会長も無言で着席した。遅おくれて小声で「これだからさくら荘は」と悪あく態たいを吐ついていたけど、空太の耳には届とどかなかった。いや、聞こえてはいたけど、気にならなかった。

　黙って仁に向き直る。

「五時間目の途と中ちゆうでリタさんと一いつ緒しよに迎えにきて、空港に向かったらしい」

　頭の中で、誰かが何かの間ま違ちがいだと叫んでいる。

「千ち尋ひろちゃんから聞いた。間違いない」

　諭さとすように仁に断言されると、いよいよ目の前が真っ暗になった。見えているはずのものが霞かすんでいく。薄うす暗ぐらくぼやけていく。視界が小さくしぼんでいった。

「そんなの……嘘うそだろ……」

　喉のどの奥から声を絞しぼり出す。

　だって、昨日はさくら荘そうに迎むかえにくるって言っていたじゃないか。朝は何もなかったから、放課後帰るまでは平気だと思い込こんでいた。

「そんなの嘘うそだ！」

　体を内側から食い破やぶってくる感情の痛いたみに耐たえ切れず、空そら太たは駆かけ出していた。仁じんを突き飛ばすようにして、生徒会室を飛び出す。

「あ、神かん田だ君！」

「空太！」

　七なな海みと仁の声が空太には届とどかない。

　全力で廊ろう下かを駆かけ抜ぬけた。無意識に「違ちがう！」と叫さけんでいた。吼ほえていた。まるで獣けもののように。

　途と中ちゆう、体育教師と正面からぶつかって派は手でに転んだ。制服の膝ひざの部分がタイルとの摩ま擦さつでこげて破やぶれている。勢いきおいよく床ゆかについた両手のひらが熱い。それを痛いたみだと理解する前に、空太は立ち上がると再び床を蹴けった。

「待て、神田！」

　体育教師の声はすぐに背はい後ごに消えた。

　階段を駆け上がる。部活に向かうジャージ姿すがたの生徒と肩かたがぶつかった。ふざけんなと叫んでいる。文化祭の準じゆん備びで残っていた女子生徒をふっ飛ばしそうになった。危あぶないでしょと言っている。そんなことを何度も繰くり返して、やっとのことで空太は美術科の教室にたどり着いた。

　ドアを乱らん暴ぼうに開けて、中に飛び込む。

　誰だれもいない。

　大きく息を吸すい込んだ。

「待ってるって言ったじゃねえか！」

　腹はらの底そこから叫んでいた。

　張はり裂さけそうな感情の脈動は少しも収おさまらない。歯を食いしばると空太は再び駆け出した。もう学校内にましろはいないとわかっているはずなのに、その姿を追おい求めてしまう。

　長い渡わたり廊ろう下かを駆け抜ける。運動不足で鈍なまった筋肉は悲鳴を上げている。それでも、階段で速度をさらに上げた。別べつ棟むねにある美術室のドアを勢いきおいよく開ける。

　乱みだれた呼こ吸きゆうが耳みみ障ざわりな音を立てていた。

　誰もいないと思った教室には、人ひと影かげがあった。

「椎しい名な！」

　期待を含ふくんだ空太の声に振り向いたのは千ち尋ひろだ。

「ましろならいないわよ」

「どうして止めなかったんですか！」

「ましろが決めたことに、私が口出しする理由はないわ」

　千ち尋ひろの口調はいつも通り、きっぱりしている。

　それに何も言い返せない自分が悔くやしくて、空そら太たは全身を震ふるわせた。

「だからって急すぎるでしょ！」

「以前描かいた絵が大きなコンクールで賞を取ったそうよ。その授じゆ賞しよう式しきが明日あるんだから仕方ないわ。ま、いい機会よね」

「どうして止めなかったんですか」

　もう一度、同じことを今度は静かに声にした。

　千尋は答えない。さっき言ったでしょと面めん倒どうくさそうに目で語っている。

　ましろが決めたことだから。他人が口出しをする筋すじ合あいの問題じゃない。

　その通りだ。千尋の言う通りだ。

　それに、昨日の自分の言葉を忘れたのか。

　自分なら帰ると言ったのだ。もし、自分にましろほどの才能があるのなら、芸術の世界で生きる道を選ぶと口にしたんだ。はっきりと。

　芸術の素人しろうとである空太にすら、圧あつ倒とう的てきと思わせる力がましろにあることを、ましろの描いた絵に教えられていたから。たった一枚の絵に、そうまで心を動かされたから……。だから、確信した。理り解かいした。わかってしまった。ましろが本来いるべき場所がどこであるのか。

　人類の歴史にすら刻きざまれるであろう才能を、埋うもれさせておくべきではないんだ。

　そして、空太が望んだように、リタが求めたように、ましろの絵を知るすべての人がそう願うであろうように、再び芸術という世界で自らの才能と向き合う決意をましろ自身がした。

　だったら、それを歓かん迎げいすべきなんだ。今後はましろを応おう援えんすべきなんだ。

　そう意識しても、心は少しも喜んでいない。うれしくない。楽しくはならなかった。

　苦しくて、ただ、息がつかえる。

　立っているだけの気力すらなくして、空太は床ゆかに両りよう膝ひざをついた。少しでも楽になればと思ったのに、ポケットの中のケータイが邪じや魔まで上う手まく座ることもできない。

　不ふ快かい感かんを拭ぬぐうようにケータイを取り出す。震ふるえる指で、ましろの番号を呼び出していた。

　一度目のコールには緊きん張ちようした。電波は届いている。

　二度目のコールで息を呑のんだ。一体、電話をして何を言うつもりだ。

　三度目のコールの途中で繋つながった。心しん臓ぞうが痛いたいくらいに跳はね上がる。

　切ろうと思ったところで声が聞こえた。

「こーはいくん？」

　それは美み咲さきの声だ。

「なんで」

　うわ言のように空太がもらす。

「ましろん、ケータイ部屋に忘れてるよ〜！　それで……」

　ケータイを持った腕うでがだらんと垂たれ下がる。まだ美み咲さきは何か言っていたけど、空そら太たは答えられる精せい神しん状じよう態たいじゃなかった。最後に残っていた勇気すら、今ので失われた。

　そこへ、仁じんと七なな海みが追おいついてきた。

「空太、追いかけるぞ」

「追いかけるって……」

「空港。成なり田ただよ」

「どうやって……」

「美咲に車取りに行かせた。すぐ戻もどってくる」

　ああ、だから、美咲はましろのケータイに出ることができたんだと、どうでもいいことで納なつ得とくしていた。

　でも、それだけだった。空太は動けない。体が動かない。

「俺おれは……いけません」

「神かん田だ君、ふざけないで」

「プレゼン……戻らないと。ちゃんと謝あやまればまだ大だい丈じよう夫ぶだよな」

　なんとか立ち上がる。俯うつむいたまま美術室を出ようとすると、七海に肩かたを掴つかまれた。指が、爪つめが、痛いくらいに食い込こんでくる。

「それ、本気で言ってんの？」

　七海の目は真しん剣けんだった。

「当たり前だろ。せっかく青あお山やまがチャンスを作ってくれたんだから」

「そんなのどうだっていい！」

「よくないだろ」

「ましろは!?　ましろはどうする気？」

「どうするもなにも、椎しい名なが決めたんなら、俺が口出しをすることじゃない。あいつは芸術の世界で生きた方がいいに決まってんだよ」

　七海の手を振ふり払おうとしたけどできなかった。がっちりと肩を掴んだ七海が放してくれない。

「わかってる？　イギリスに帰っちゃうんだよ？」

「わかってる」

「全然わかってない！　二度とましろに会われへんようになってもええの！」

　胸むねの奥がみしみしと嫌いやな音を立てた。心が軋きしんでいる。

「ましろのためとか、そんなんどーだってええねん！　今、神田君はどーしたいん！」

　七海が乱らん暴ぼうに胸むな倉ぐらを掴んできた。挑ちよう発はつ的てきなその視線に、頭がかっとなった。

「そんなの追いかけたいに決まってんだろ！」

　七なな海みの腕うでを振ふり解ほどく。びくっと七海が全身を震ふるわせた。

「けど、椎しい名ながイギリスに帰るって決めたんだよ！」

　一度言葉にすると止まらなかった。

「漫まん画が家かになるとか言ってたくせになんなんだよ！」

　感情が溢あふれ出してくる。

「あんなにがんばってたくせにさ！」

　言葉が流れ出してくる。

「連載まで勝ち取ったくせに！」

　憤いきどおりも、苛いら立だちも、怒りも、悲しみも全部がぐちゃぐちゃだった。

「だいたい、なんだよ！　俺おれたちには一言もなしかよ！　ふざけんな！」

　純じゆん粋すいな叫さけびだった。

「非常識にもほどがあるだろ！　半年も一いつ緒しよにいたのに、ほんとふざけんな！　なんで、そんな簡かん単たんに捨すてられるんだよ。漫画家のことも、俺たちのことも！」

　所しよ詮せんその程度だったのだろうか。そう思うと余計に感情が暴あばれ出す。納なつ得とくなんかできるはずがない。

「ほんとなんなんだよ！　振り回すだけ振り回しておいて、お前はなに考えてんだよ！」

「そんだけ言いたいことがあるんなら、うじうじ悩なやんでないでさっさと追いかけなさいよ」

　千ち尋ひろがあくびを噛かみ殺す。

「そうだよ、神かん田だ君」

　顔を上げると、七海と仁じんがいた。

「半年も一緒にいたんだから、見送りくらいするのが常識だろ？」

　仁が口の端はしを器用に持ち上げて笑う。

「さくら荘そうの俺らが見送らないで、誰だれが見送るんだよ」

　そこで外からクラクションが鳴った。

　窓から下を見る。

　美み咲さきが問答無用でグラウンドを車で突っ切り、校こう舎しやの下に車を横付けしていた。

「こーはいくん！　早く！」

　車の窓まどから美咲が身を乗り出している。

「行くぞ」

　その声を残して仁が駆かけ出す。それに空そら太たと七海も続いた。

　階段を飛び降おりる。二階で仁に並び、一階で追い越こした。渡り廊ろう下かの窓から外に出た。

「神田君、靴くつは!?」

「このままでいい！」

　今は下駄箱に回っている時間がもったいない。

　グラウンドの方へと回り込こむ。迷まよいながらも、仁じんに続いて七なな海みも上うわ履ばきのままついてきた。

　校こう舎しやの角を曲がると、美み咲さきの車が目に入った。

　運転席の美咲と目が合う。美咲がハンドルを切ると、車は後輪を滑すべらせながら車体を反転させた。

「こら、上かみ井い草ぐさ！　またお前か！」

　恰かつ幅ぷくのいい教師が車に迫せまってくる。

　それを無視して、空そら太たはドアを開けて後部座席に乗り込む。仁が助手席に座り、七海は空太の隣となりに座った。ドアを閉めると同時に、美咲がアクセルを全開にする。

　土つち煙けむりが上がる。

「うわっ！　お前ら、あとでわかってるんだろうな！」

　咳せき込む教師の声は、すぐに後方へと消えていった。

　振ふり向くと、三列目の座席に、サンタクロースが担かついでいるような大きな荷物が積まれていて、その横には龍りゆう之の介すけの姿があった。意外に思っても、空太はあえて何も言わずにいたのに、

「帰り道で上井草先せん輩ぱいに拉ら致ちされた」

　とご丁てい寧ねいに龍之介自ら説明してくれた。

　下校中の生徒の悲鳴を周囲に聞きながら、車は校門を抜ぬけて一般道に出た。

　隣に座っている七海が肩かたで息をしている。額ひたいから垂たれた汗あせが頬ほおを伝って落ちていく。空太も同じだ。

「青あお山やま」

「なに？」

「目、覚めた」

「そう」

「すげえ、ありがと」

「それは、間に合ってからまた聞く」

　ダメだったら言う機会を失うかもしれない。その言葉を空太は口にしなかった。信じるしかないなら信じよう。間に合うようにと。

「仁さんと美咲先輩もありがとうございます」

「空太がどうしようが、俺おれは見送りに行くつもりだったよ」

「あたしはそう易やす々やすとましろんを諦あきらめる気はないんだも〜ん！　りったんも簡かん単たんに帰国できると思ったら大おお間ま違ちがいなんだから！」

　このふたりらしい理由だ。それが気持ちを軽くしてくれる。難むずかしく考えていた自分を鼻で笑い飛ばしたくなる。

「成なり田たに到とう着ちやく後ごは、第一ターミナルの四階を目指せ」

　そう言ったのは龍之介だ。ノーパソで何かを調べている。

「そこが国際線の出発ロビーになっている」

「わかった。第一ターミナルの四階だな」

「セキュリティチェックを通つう過かされたらアウトだ。その先は搭とう乗じよう手て続つづきを終えたチケットを持つ乗客しか入れない」

「その前に見つける」

　車が高速の料金所を抜ぬけた。一気に加速する。

　乱みだれていた息もやがて整った。すると、逸はやる気持ちだけが車内に残った。早く、早く着つけと心の中で繰くり返す。その想いが、自然と空そら太たの口を開かせた。

「ちゃんと言うよ」

　誰だれに言うでもなく。

「椎しい名なにがんばれって」

「うん」

　七なな海みが答えてくれた。

「ちゃんと伝えたいから」

「言えるさ」

　仁じんは前を向いたままだ。

「がんばってすげえ絵描かけって」

「うん」

「そんで歴史に名前を刻きざんじまえって」

「ましろんならできるっしょ」

「そしたら、俺おれ、めちゃくちゃ自じ慢まんする」

　そう言って空太は小さく笑った。それに誘さそわれて、七海も仁も、美み咲さきも笑い声を上げた。龍りゆう之の介すけすらも鼻を鳴らした。

　ましろが決めたのなら応おう援えんしよう。人を魅み了りようし、感動させる才能があるのなら、それを存分に生かせる場所で学び、活かつ躍やくした方が幸せだから。もっと多くの人に、世界中の人たちに、ましろの生み出す感動を知ってほしいから。世代すら超こえて……。

　窓の外の景色がものすごいスピードで流れていく。車も次々に抜き去っていく。ここが高速道路なら、周囲の車だって時速百キロくらい出ているはずなのに……。

「てか、美咲先せん輩ぱい、スピード出しすぎ！」

　メーターは百五十キロを示していた。警けい告こく音おんが車内に響ひびいている。

「心配はご無用だよ、こーはいくん！」

「どの辺が!?」

「百八十キロは余よ裕ゆうで出るから」

「どういう理り屈くつだ！　死にたくないし、捕つかまりたくないんで減げん速そくしてください！」

「こーはいくんはそれでも男か！」

　ハンドルにがっぷりしがみ付いたままで美み咲さきが吼ほえる。

「急になんすか!?」

「男には、死ぬとわかっていてもやらなければならないときがあるんだよ！」

「え？　俺おれら死ぬの!?」

　時速百キロ程度で走っていると思われる隣となりの車をばんばん抜ぬいていく。風の音が尋じん常じようじゃない。車体も結けつ構こう揺ゆれている。本気で恐こわい。

「三み鷹たか先せん輩ぱい、上かみ井い草ぐさ先輩を止めてください！」

　慌あわてて七なな海みが助けを求める。

「無理だ。祈いのれ」

「いきなり最終手段じゃないっすか！」

　その後も、車は速度を上げ、マックス二百キロに迫る勢いで高速道路をぶっ飛ばしたのだった。




　一般道に下りても飛ばし続けた車は、事故にも遭あわず、警けい察さつに捕つかまることもなく、どうにか無事に成なり田た空くう港こうへ到とう着ちやくした。

　スリル体験の疲ひ労ろうを癒いやす時間が欲ほしいが、そんな余よ裕ゆうは空そら太たたちにはない。

　空港の真ん前に車が停車すると、空太、七海、仁じんの三人はすぐに駆かけ出した。

「あたしも行くよ〜！」

「美咲は車を駐ちゆう車しや場じよう入れとけ！」

　一いつ緒しよにこようとした美咲は仁が制せいす。

「でも！」

「絶ぜつ対たいに見つけます！」

　そう叫さけんでから空港内に入った空太は、真っ先に周囲を見回した。

　目指すは第一ターミナルの四階。

　エレベーターか、エスカレーターか、いや、階段の方が早いと判はん断だんするなり、大きな荷物を持った乗客をかきわけながら走った。

　階段を勢いよく駆け上がる。もう肺はいが破やぶれそうだ。太ももとふくらはぎはもっとやばい。エネルギーが切れて、がちがちに固まっている。それでも、走るのをやめなかった。やめられなかった。

　ましろに会って言いたいことがある。どうしても言ってやりたいことがある。その言葉、その想いを届けるためなら、肺が潰つぶれてもいいと思った。

　息を乱しながら、最後の段を踏ふみ締しめ、四階までやってきた。

　国際線の出発ロビーだ。

　再び、空そら太たの足が止まった。

　広い。人も多い。外国人がやたらといるけど、だからと言って日本人が目立つほどじゃない。普通に捜さがしていたんじゃ見つからない。

　間に合わないかもしれないという考えが頭の中を支配する。背せ筋すじが急に寒くなった。

　追おい討うちをかけるように、ロンドン・ヒースロー空港行きの便の搭とう乗じようアナウンスが流れた。嫌いやな汗あせが垂たれてくる。余よ計けいに息苦しくなった。遅おそかったのかもしれない。

　もし、その便にましろが乗るのなら、もうセキュリティチェックを通つう過かしたあとだ。

「手分けするぞ。空太は北ウイング、俺おれは南、青あお山やまさんはこの辺で行き違ちがいにならないように見み張はってて」

　仁じんの息も完全に上がっている。膝ひざに手をついている。それでも、顔を上げて周囲に目を配っている。

「心配するな。間に合うし、見つかるよ。渋しぶ谷やのスクランブル交差点の中からだって、俺は美み咲さきを一発で見つけられるからな」

　そう言って、仁が自じ嘲ちよう気ぎ味みに笑う。

「いけ！」

「はい！」

　返事と同時に、空太は北ウイングの方へと走り出す。呼こ吸きゆうが乱みだれて苦しいけど、もうそんなことは気にならない。

　行き交う人と人の間をすり抜ぬけて、ましろを捜し求める。見つからない。似にているけど違ちがう。どこにもいない。

　北ウイングの一番奥はもうすぐそこだ。

　やっぱり、いない。

　南だったのかもしれない。

　けど、ケータイも鳴らない。仁も七なな海みも、まだましろを見つけていない証しよう拠こだ。だったら、間に合わなかったのだろうか。もうセキュリティチェックを抜けたあとで……。さっきの搭乗アナウンスがあった便に乗ったのかもしれない。

　目の前が暗くらくなる。

　いや、諦あきらめない。諦めてたまるか。

　そう思った瞬間、ぱっとひとつの後ろ姿すがたが視界に飛び込んできた。繊せん細さいで華きや奢しやな体つき。細いウエストのライン。しなやかな髪かみ。スイコーの制服。大おお勢ぜいの人の中にいて、その姿だけが今の空太には鮮せん明めいに見えた。まるでスポットライトを浴びているかのように。

「椎しい名な！」

　叫さけぶと、ましろが振ふり向いた。驚おどろいた顔をしている。

　今朝も見たはずのましろを懐なつかしく感じた。

　言いたいことがたくさんあった。

　何も言わずにイギリスに帰るなんて非常識だってこと。漫まん画がの連載はどうする気だってこと。急にいなくなったら、学校中が驚おどろくはずだってことも。もっと自分のことに気を遣つかえと言いたい。男子の前で無む防ぼう備びなのもダメだ。好き嫌きらいも少しは直せ……。肝かん心じんなときにケータイを忘わすれてどうすんだ。買い溜だめしたバームクーヘンはイギリスの住所に送ってやる。

　殆ほとんどが文もん句くみたいなものだ。

　けど、感謝をしているのも本当だった。心の底から……。

　出会えたことで変われた自分がいる。真しん摯しに漫画と向き合うましろを見て、自分も何かをしたくなった。最初はすごく焦あせったし、嫌いやな気持ちにもなったけど、今こうして、企画オーディションに挑ちよう戦せんして、プログラムの勉強をはじめられたのは、ましろと出会えたからだ。

　だから、最後に伝えたい。

　──がんばれ

　それと、

　──応おう援えんしてるから

　自分の言葉で、自分の声で、ましろの目を見て真っ直ぐに……。それを別れの言葉にしたかった。

「空そら太た」

　聞き慣なれた声に導みちびかれて、空太はましろの前まで駆かけ寄よった。もう顔は目の前にある。それでも、空太の足は止まらなかった。

　ふたりの影かげが重なる。

「!?」
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　驚きの吐と息いきをましろがもらした。それもそのはずだ。空太は一歩余よ計けいに前へ出て、ましろを抱だき締しめていたのだから。

「……いくな」

　腕うでの中のましろにそう囁ささやいていた。

「いくな」

　無自覚に言葉が紡つむがれていく。

「いくな」

　こんなことを言いにきたんじゃないのに。

「いくな」

　それでも、その一言しか出てこない。

「いくなよ」

「空太、そればっか」

　体を思うように動かせない。両腕がましろを放したくないと言っている。

　言いたいことは山ほどあったはずなのに、頭の中は空っぽになっていた。

「どこにもいくな」

　声が鼻にかかる。何を言っても、自分の言葉がましろに届とどくわけがない。けど、感情に支配された自分を、今さら取り繕つくろうことも空そら太たにはできなかった。

「どこにもいくなよ」

　応おう援えんしようと決めたのに。ましろが選んだ道を応援しようと決めたはずなのに。今でもその気持ちは本物だと思っているのに、心と体が別々に動いている。

「いくな……」

「……」

　ましろは黙だまって聞いている。

「さくら荘そうにいろ」

「……うん」

　小さな声でましろが答えた。

「……」

「どこにもいかないわ」

　何かの間ま違ちがいかと思った。

「……」

「いかない」

　でも、違った。

「椎しい名な？」

　ゆっくりと腕うでから力が抜ぬけた。

　ましろの顔を見る。

「それ、ほんとか？」

　夢ゆめを見ているようだった。ましろの気持ちが変わるなんて思っていなかった。

「ほんとよ」

　湧わき上がる衝しよう動どうを抑おさえきれず、空太はもう一度ましろを抱だき締しめていた。

「……空太、苦しい」

　感情が言葉にならない。今何か言えば、それだけで泣いてしまいそうだった。

「苦しいわ」

「無理。体が言うこと聞かない」

　力を抜いたましろが空太の肩かたに頭を預あずけてきた。

　すると、拍はく手しゆの音がした。何事かと思って周囲に目を向けると、白人の男性が笑顔で手を叩たたいていた。その人だけじゃない。皆が時間待ちのシートから立ち上がって、空太とましろを祝福するように手を叩いている。大人おとなも、子供、男性も、女性も、色々な国の人たちが喜びを称たたえていてくれた。

　めちゃくちゃ注目されている。全然気づかなかった。ましろしか見えていなかったから。

　恥はずかしくなって、空そら太たはましろを放した。

　若い外国人のカップルが笑っている。白しら髪がの老夫婦からは孫を見るようなあたたかい目を向けられた。ビジネスマン風の男性は、空太とましろのことを電話で誰だれかに話している。空港でこんな面おも白しろいことがあったんだよと。

「いえ、あの……お騒さわがせしました……」

　顔を真っ赤にしながら、空太はぺこぺこと周囲にお辞じ儀ぎをする。正面、右、左、それと、後方へ……と思ったら、知った顔を見つけた。

「見つけたら、普通連れん絡らくするだろ？」

　仁じんと七なな海み、それに美み咲さきと龍りゆう之の介すけの姿すがたもあった。

「こーはいくんにも、熱き青春の血ち潮しおが流れていることがわかって、あたしはうれしいよ！　今夜はパーティだね！　青春記念日だよ！」

「ど、どこから、見てました？」

「知らない方が、身のためだと思うよ」

　そう言った七海は、どこか浮かない顔をしている。

「『いくな！』　ひしっ！」

　とか言いながら、美み咲さきが七なな海みに抱だきつく。

「うわああああああっ！　殆ほとんど全部じゃねえか！」

「いや、実際は八割くらいだと思うぞ」

　仁じんのフォローは何の慰なぐさめにもなっていない。

「ほんとに殆ど全部じゃねえか！」

「空そら太た」

　後ろからましろに肘ひじを引かれた。

「お、おう、なんだ？　ってか、そうじゃなくて……いいのか？」

「ん？」

「イギリスに帰らなくても」

「帰らないわ」

「そうか」

「リタを見送りにきただけだもの」

「え？」

　思わず素すの声が出た。七海と仁も「え？」とか「は？」と、間ま抜ぬけな声を出している。美咲は「なんだと！」と大げさな反はん応のうをして、龍りゆう之の介すけまでもが難むずかしい顔で唸うなっていた。

「今……なんて？」

　聞き間ま違ちがいだろうか。いや、そうであってほしい。そうでないと困こまる。色々と……。

「帰らないわよ」

「その次！」

「リタを見送りにきただけだもの」

　無表情のまま、ましろがリピートした。

「え!?　ちょっ、えぇ!?　どういうことだよ！」

「今、ましろが言った通りですよ」

　その声は脇わきのシートから聞こえた。すっとリタが立ち上がる。いつからいたのだろう。夢む中ちゆうで気がつかなかった。

「言った通りって……そんな……」

　足が震ふるえてくる。意味がわからなくて震えてしまう。

「空太、どうしたの？」

「いや、だって……お前、いきなりいなくなるから……そりゃ、普通、そうだって思うよな……。昨日も電話があって……先生が迎むかえに来るって言うから……」

「それ、私を迎えに来るって意味ですよ」

　事も無げにリタが言う。

「空港に、成なり田たに向かったって言うから……」

「それは私を見送るためです」

　目の前が暗くらくなる。深い穴に落下したかのようだ。

「コンクールで賞を取って、その授じゆ賞しよう式しきがあるって話は？」

「それも私です」

「ほんとに？」

「ほんとです」

　脱だつ力りよくして空そら太たはその場に座り込んだ。すぐ隣となりで、七なな海みが柱に身を預あずけていた。そんなとか言いながら……。

「空太、病気？」

「違ちがうわ！」

「ある意味においては病気ですよね？　ましろ心しん配ぱい症しようとか」

　楽しそうにリタが言う。

「空太、寄よらないで、うつる」

「ふざけんな！　お前な、俺おれが……仁じんさんとか、美み咲さき先せん輩ぱいも、青あお山やまも、赤あか坂さかだって追いかけてきたんだぞ！　お前が心配で！」

「どうして？」

「もう知るか！　てか、ほんとふざけんなよ……」

　ほっとしたような、なんとも言えない脱だつ力りよく感かんに空太は襲おそわれていた。

「そんなにましろが心配でしたら、首輪をつけて鎖くさりで繋つないでおけばいいじゃないですか」

「そうする？」

「するか！」

　しばらく立てそうにない。

「ま、帰らないならいいんじゃね」

　仁が空太の肩かたに手を置いた。やけに疲つかれた顔をしている。美咲は元気一いつ杯ぱいでましろに抱だきつく。七海はぶつぶつと文もん句くを言っていた。龍りゆう之の介すけは憮ぶ然ぜんとした態たい度どながらも、深いため息を吐ついた。それがすべてを物語っていた。

「全部、勘かん違ちがいかよ……」

　先ほどまでのテンションが一気に恥はずかしくなってくる。いくなとか連れん呼こしていたあれは、一体誰だれだろうか……。穴あながあったらほんと入りたい。

「でも、漫まん画が家かの件けん、ましろのお父とうさんは反対してたんじゃ？」

「その件でしたら、直接話をされてはどうですか」

　リタの視線は空太の後ろに向かっていた。

　なんとか立ち上がって、回れ右をする。

　落ち着いた色のスーツを来た男性が、紙コップのコーヒーを持って立っていた。四十歳くらいだろうか。引き締しまった体たい格かくで、渋しぶい大人おとなの風格が漂ただよっている。表情は硬かたく、眉み間けんに皺しわが寄よっていた。

「娘が男の子に抱き締しめられているのを見るのがこれほど不ふ愉ゆ快かいなものだとは思わなかったよ」

「なっ、そ、それは、その……すいません」

「君は？」

「か、神かん田だ空そら太たと言います。椎しい名なとは、寮りようが一いつ緒しよで」

「わたしの飼い主ぬしよ」

「ちょっと待て、お前！」

「ほう」

「ほうじゃなくて、お父とうさん！」

「誰だれがお父さんかね」

「あ、いえ、すいません！」

　空太の無ぶ様ざまな応おう対たいを見ても、ましろのお父さんはくすりともしない。その鋭するどい眼がん光こうに射いすくめられて、空太は小さくなっていく一方だ。

「事情は千ち尋ひろ君やリタ君から聞いている。君たちにはましろが世せ話わになっているようだね」

　ましろのお父さんが、さくら荘そうの面々を見渡した。

「感かん謝しやしているよ。娘が日本の学校生活に順じゆん応のうできるかは、私も心配だった」

「ですよね……って、あの、椎名を連れ戻もどしにきたんじゃ？」

　おずおずと空太が質問する。

「情報の行き違ちがいがあったようだ。千尋君には正しく伝えたつもりだが」

「椎名には画家になってほしいんじゃないんですか？」

「本ほん音ねを言えば確たしかにそうだな」

　空太は喉のどを鳴らした。

「だが、芸術家とは誰かに強要されてなるものではないことくらい、私はわかっているつもりだ」

　確かに嫌いや々いや描かいた絵が、誰かの心に響ひびくとは考えにくい。そういう気持ちというのは、案外作品に出てしまう気がするから。

「でも、椎名くらい描けたら、画家になった方がいいって誰もが思うと思います」

「そうだな。誰もがそう思う。私もそのひとりであることは否定しない」

「なら、どうして」

「私はましろに絵しか教えてこなかった。自分が果たせなかった夢ゆめを無意識に娘むすめに託たくし、人生を縛しばってきたのだと思う」

「夢を託す……」

　普通のサラリーマン家庭で育った空そら太たには、いまいちそれがぴんとこない。

「あるときそれに気づいたんだよ。ましろが成長していく中で、私は負い目を感じるようにもなった。同年代の子供たちが外で遊ぶときも、ましろは絵を描かいていた。男の子とデートをした話をしているときも、ましろはずっと絵を描いているだけだったからね」

「でも……」

「幸せの可能性は人それぞれだ」

「それでも……」

「若い頃ころは私も画家を志こころざした。だが、成功はしなかった。それでも、自分の人生を不幸だとは思っていない。生き方とはそういうものだと私は思っている」

「……」

　返す言葉はなかった。

「さすがに驚おどろきはした。ましろが日本に行くと言い出したときにはね。反対する気持ちもあった。今でも揺ゆれてはいる。ましろの才能はそれだけの価か値ちがある。それに、その才能が多くの人に影えい響きようを与えたことは知っているつもりだ。いい面も悪い面も含ふくめて」

　ましろのお父とうさんはやさしい目でリタを見ていた。

「だが、ほっとしたのも事実でね」

「どうしてですか？」

「自分でやりたいことをましろが見つけてくれたからだ。私の知らないところで」

「……漫まん画がのこと知ってたんですか？」

「子供が思っている以上に、親は子を見ているものだ」

　親心はいまいち空太には理解できない。

「それなのに、今回リタ君がましろを連れ戻もどしに行くと言い出したときに、止めることができなかった。自分の果たせなかった夢ゆめを、やはり娘に託たくしたいと思ってしまった」

　ましろのお父さんがリタに顔を向ける。

「すまないな、リタ君。私は黙だまって君を利用しようとしていた」

「利用なんてされていませんよ。私は誰だれに止められたとしても、日本に来ましたから」

「嫌いやな役をやらせてしまった」

　ましろのお父さんがリタに頭を下げる。

「やめてください。そんなの……。私が自分で選んだことです。それに、日本にきて、私、目が覚めましたから」

「そうか」

「私、絵を続けます。祖そ父ふに何を言われても、父と母に反対されても」

　静かにましろのお父さんが頷うなずく。

「わかった気がするんです。なぜ、祖父が私に『もういい』と言ったのか。私は今までましろに寄よりかかっていたんですね。だから、ひとりで立てないなら『もういい』と言われたんだと思います。ここから先は、自分の足だけで立って、前に進んでいかないといけない世界だから」

　リタの手をましろがやさしく包つつみ込こむ。

「ひとつ質問があるんですけど」

　軽く手を挙あげると全員から注目された。

「リタはどこまで知ってたんだ？　椎しい名なのお父とうさんが漫まん画が家かのこと認めてるって知ってたのか？」

「正しよう真しん正しよう銘めい、何も知りませんでしたよ。画家以外はお認めにならない方だとずっと思っていたので……。それに、ましろが漫画を描かいていることは、私が必死になって隠かくしていたくらいですから。でないとすぐにばれてしまうと思いませんか？」

　そう言ってリタは、ましろに隠し事ができると思いますかと目で聞いてきた。

　確たしかにその通りだ。

「でも、漫画家デビューしたのを、ましろのお父様に教えたのは私です……その、色々と悩んでいたのでつい……」

　その辺のことは、昨日雨に打たれながら聞いている。

「まあ、最初からご存ぞん知じだったようですけど」

　リタの言葉に、ましろのお父さんは目で頷うなずいていた。娘の動向には気を配っていたということだろうか。

「つまり、話を要約すると、諸しよ悪あくの根こん源げんはあのものぐさ教師ってことか……」

　ましろのお父さんが漫画家の件けんを容よう認にんしていることくらい、千ち尋ひろは知っていたような気がする。その上で、ましろが選べばいいだとか思わせぶりな発言を連発していたのだ。今日にいたっては、無茶苦茶な勘かん違ちがいを引き起こしてくれた。ほんとにましろが帰ってしまうと思わされたのだ……。

「振ふり回された分、報ほう復ふくはしておきたいよな」

　さらっと仁じんが言う。

「罪つみには罰ばつをだ」

　龍りゆう之の介すけがそれに続いた。

　顔を見合わせたさくら荘そうの全員が頷うなずいて同意する。

「ちょっとすいません」

　と、ましろのお父さんに断ことわって、空そら太たはケータイを出した。

　全員に見えるように、千尋の番号を表示する。そして、目で合図を送ってから、電話をかけた。

　すると、すぐに通話状態になった。

「行き遅おくれ！」

　と、まずは空太が叫さけぶ。

「賞しよう味み期き限げん切れ」

　と、仁じんが続き、

「三十歳さいだと認みとめてください」

　と七なな海みが言い、

「千ち尋ひろちゃんのおかげで、りったんの見送り間に合ったよ！　愛してる！」

　と美み咲さきが慰なぐさめ、

「諦あきらめろ」

　と龍りゆう之の介すけが締しめ括くくった。

　通話を終了。同時にケータイの電源も落としておく。

「これでよし」

　そこで、ロンドン行きの便の搭とう乗じよう者しやは、セキュリティチェックを通るようにアナウンスが流れた。

　ましろのお父とうさんが荷物を持ち上げる。リタもその隣となりに並ならんだ。

「この先、娘が君たちに、迷めい惑わくをかけることもあると思う」

　今も十分かかってますと言いかけて、口を噤つぐんだ。ましろのお父さんは神しん妙みような面おも持もちだったから。

「日本での知名度は低いが、絵画の世界では、ましろの名は世界中に知られている。いずれ、ましろの選せん択たくをよしとしない人間が現あらわれるかもしれない。漫まん画が家かのことが広く知れ渡わたれば、世間やメディアが無自覚にそれを許ゆるさないかもしれない。そうなれば、周囲にいる君たちを巻まき込こむことにもなるだろう」

「心配無用ですよ」

　そう言ってリタが微笑ほほえむ。

「ましろが住んでいるのはさくら荘そうですから」

　ひとりひとりに、リタが目を向けてくる。

「そうか……そうかもしれないな。勘かん違ちがいだったとは言え、ましろがイギリスに帰ると知り、ここまで駆かけつけてくれた君たちだ。これからも、仲良くしてやってほしい」

「はい」

　空そら太たと七海の返事が重なった。美咲は両手をあげてもちろんと答える。仁は頷うなずき、龍之介は軽く目を伏ふせた。

「ただ、あくまで友人として」

　ましろのお父さんの目は、真っ直ぐに空太を見ていた。

「あ、は、はい」

　再度、手続きを促うながすアナウンスが流れた。

「どうやら時間のようだ。漫画をやるからにはしっかりな、ましろ」

「うん」

　ぎゅっと親子が抱だき締しめ合う。軽い抱ほう擁ようをしてすぐに離れた。続けて、ましろはリタに抱きつく。今度はなかなか離はなれない。

「リタ、元気で」

「ましろも」

　離れたところを狙ねらって、今度は美み咲さきがリタの胸むねに飛び込む。そのリタと目が合った。

「空そら太たも、ハグします？」

「何度もその手に乗るか」

　からかっているのは顔を見ればわかる。それくらいの時間を一いつ緒しよに過すごした。だから、名残なごり惜おしい気持ちも強い。

「残念です。今のは本気だったんですけど」

「逃にがした魚は大きいな〜」

　微笑ほほえみながら、リタが荷物を持ち上げた。

「待て、居い候そうろう娘むすめ」

　それを止めたのは龍りゆう之の介すけだった。全員が意外だという顔をする。

「残念ですけど、もう居候ではありません」

「元居候娘」

「リタです。名前で呼んでもいいですよ？」

「これを持っていけ、元居候娘」

　龍りゆう之の介すけが差し出したのは、折りたたまれた紙切れ。

　釈しやく然ぜんとしない様子で、リタが受け取る。

「なんですか、これ？」

　リタが紙を広げる。その目が一瞬驚おどろいた。

「メールアドレス？　どうして私に？」

「今後も連絡を取りたい」

「え？」

　思わず空太は驚きの声を上げてしまった。

「それって……もしかして私のことを……」

　リタの頬ほおがわずかに朱しゆに染そまる。

「お前が必要だ」

「まじで!?」

「そうなの!?」

　空太と七なな海みの声が重なり、仁じんが口笛を吹ふいた。

「さあ、りったんの返事はいかに！」

　見えないマイクを持った美み咲さきが、リタに迫せまる。それには目もくれず、リタは荷物から手帳を出すと、ページを一枚破やぶって何かを書いて龍りゆう之の介すけに渡わたした。

「この紙くずはなんだ？」

「私のメールアドレスです。男の子に聞かれても普段なら教えないんですよ？」

　自信満々のリタを尻しり目めに、龍之介は手帳の切れ端はしを空そら太たに差し出してきた。

「なんで、俺おれに？」

「やり取りをするのは神かん田だだ。先ほどのメアドも神田のものだ」

「はい？」

　龍之介は何を言い出したんだろうか。さっぱりわからない。リタも困こん惑わく顔がおだ。

「素材のアップ方法は、ＦＴＰサーバーを立ち上げた後、追おって連絡する」

「はあ……」

　リタが気のない返事をした。

「参加したいと言ってきたのは元もと居い候そうろう娘むすめだ。にゃぼろんの素材は最後まできちんと作ってもらうぞ。いいな？」

　空太や七なな海みが唖あ然ぜんとする状じよう況きようにおいても、リタの顔から微笑ほほえみが消えることはなかった。

「私が必要って、そういう意味ですか？」

「当然だ。他にどんな理由がある？」

「せっかくの機会ですから、あなたのメールアドレスも教えてくれませんか？」

　あくまでにこやかにリタが返す。なんか、笑顔が恐こわい……。超ちよう恐い……。

「僕ぼくのＰＣのセキュリティは完かん璧ぺきだ。ウィルス攻撃など通用しない。仮かりに送ってきた場合、メイドちゃんが自動的に発信元へ破は壊かいプログラムを送信するシステムを組んである。バカな考えは起こさないことだな」

「ウィルスなんて送りません。あなたと一いつ緒しよにしないでください」

「ならばなぜ、メアドを知りたがる？」

「異い性せいとしてあなたに興味を持ったからです」

「まじで!?」

「そうなの!?」

　再び、空太と七海の驚おどろきが重なり、仁じんが口笛を吹ふいた。

「さあ、ドラゴンの返事はいかに！」

　見えないマイクを持った美咲が、今度は龍之介に迫る。

「無用の感情だ。そこのゴミ箱に捨すてていけ」

「人の恋心をなんだと思っているんですか」

「恋など脳のうの電気的な活動がもたらすバグの一種に過すぎない」

「あなたにはお仕置きが必要みたいですね」

　さすがに我が慢まんの限げん界かいだったのか、リタは龍りゆう之の介すけの前に歩み寄ると、あの日のように右手を振ふり上げた。

「無む駄だだ。僕ぼくにその攻撃は通用しない」

　余よ裕ゆうの笑みを龍之介が浮かべる。

　その場にいた全員の意識は、リタの右手に集中していた。もちろん、龍之介も……。

　だから、気がつかなかったのだろう。リタがとっておきの悪戯いたずらを思いついた子供のような顔をしていたことに……。

　だから、龍之介は避さけられなかったのだろう。リタの本当の狙ねらいを……。

　右手を振り上げたまま、リタは爪つま先さき立だちになると、空そら太たたちが見ている前で、龍之介のほっぺに軽くキスをした。

　空太はあんぐりと口を開け、ましろは「あ」と声に出した。七なな海みは顔を赤くし、仁じんは三度口笛を鳴らした。美み咲さきは、

「りったん、やっる〜」

　とか言って飛び跳はねている。ましろのお父とうさんは、最近の若者はと嘆なげいていた。

　リタがゆっくりと離はなれる。その直後、龍之介は支えを失った看かん板ばんのように、硬こう直ちよくしたまま真後ろに倒たおれた。

「うわあっ！　赤あか坂さか！　大丈夫か!?」

　呼よびかけながら空太は駆かけ寄よった。何度も声をかける。でも、返事はない。完全に気を失っている。龍之介が女子と密みつ着ちやくしたらどうなるのか。その答えがこれなのだ。

「私を怒おこらせた罰ばつですよ。少しは反はん省せいしましたか？」

　リタはご満まん悦えつだ。

「いや、赤坂には聞こえてないから！」

「それは残念です。では、起きたら伝えてください。『続きはいずれまた』と」

　空太は曖あい昧まいな感じで、とりあえず、わかったと答えておいた。

「では、今度こそこれで」

　リタはましろのお父さんの横に並ならぶと、お辞じ儀ぎをしてから反転した。離れていくふたりの背せ中なかが、無事にセキュリティチェックを通つう過かする。その先の下りエスカレーターに乗ったところで、半分振り向いたリタが手を振ってきた。

「皆みなさん、ごきげんよう！」

「また遊びに来いよ！」

　空太はそう叫さけんでいた。ましろが一いつ生しよう懸けん命めい手を振って応こたえている。

　リタの手が見えなくなるまで、空太たちは目を逸そらさずに見送った。

「行っちゃったね」

　七海の声は少し寂さびしげだ。それに空太は、ああ、と短い返事しかできなかった。それは、ましろも、仁じんも同じで、誰だれもあまりしゃべろうとはしない。胸むねに隙すき間まができている。今までリタがいた場所に穴あなが空いている。その余よ韻いんに浸ひたっていた。

　そんな中、空気を読まない宇宙人がひとり。

「はい、こーはいくん、これ持って！」

　美み咲さきから車に積まれていたサンタクロースの袋ふくろを渡わたされた。中を開けてみる。白い布と一いつ緒しよに画材がぶち込こまれていた。結構重い。

「なに、これ？」

「せっかく見送りにきたんだから、あれをやらずには帰れないでしょ！　早く準じゆん備びしないと間に合わなくなっちゃうよ！」

　美咲に手を引かれて、わけもわからないまま走り出す。後ろからましろと七なな海みが追おいかけてくる。龍りゆう之の介すけは仁じんが背負ってくれていた。

「何する気ですか？」

「いいことに決まってるも〜ん！」

　そう言って美咲は笑うだけだった。




　午後の五時半、時間通りにロンドン・ヒースロー空港行きの飛行機は滑かつ走そう路ろに向かった。

　窓側のシートに座ったリタ・エインズワースは、案内を受けてシートベルトを装そう着ちやくしたところだった。

　日本での滞たい在ざい日につ数すうは約一ヵ月。それも今日で終わりだ。目を閉じると色々な情じよう景けいが思い浮かんだ。様々な感情の引き出しが開かれ、その中身をひとつずつ確たしかめてから、リタは心の奥おく底そこに大切にしまった。

　さくら荘そうは面おも白しろいところだった。彼らのことはこの先もきっとずっと忘れない。

　そして、また会いに来たいと純じゆん粋すいに思った。

　滑走路の端はしに到とう達たつする。まもなく離り陸りくするとアナウンスがあった。

　ジェットエンジンが回転をはじめ、機内は激はげしく揺ゆれる。徐じよ々じよに加速して、景色が流れていく。それが見えたのはそのときだった。

　空港の建物。見学用のデッキに人ひと影かげがある。

　六人の男女が大きく手を振ふっている。

　右から、背の高い仁。横で飛び跳はねているのは美咲だ。真ん中にましろと空そら太たがいた。七海が両手を振っている。左端には龍之介の姿。表情は見えないけど、不満そうな顔をリタは想像した。でも、いい気き味みだ。

　飛行機がその真横を通り過ぎるとき、見学用デッキのフェンスから垂たれ幕まくが下がった。

　横長の大きな布ぬの切きれ。

　そこに書かれた文字を見て、リタの鼻の奥は湿しめっぽい反はん応のうをした。すぐに目に涙なみだが溜たまっていく。

　──友よ、はばたけ！

　空そら太たたちが何か叫さけんでいる。もちろん、聞こえはしない。でも、気持ちは十分に伝わってきた。

　さらに速度を増ました飛行機は、やがて大空を目指して飛び上がる。

　リタの目から大おお粒つぶの涙なみだが零こぼれ落ちた。

　何粒も、ぽたぽたと……。

　その涙を拭ぬぐおうとは思わなかった。

「彼らに負けられないな」

「はい」

　だって、こんなにもうれしいのだから……。




　リタを乗せた飛行機が轟ごう音おんを上げながら遠ざかっていく。

「見えたかな」

　空太は顔についた絵の具を袖そでで拭うと、目を細めて飛行機の軌き跡せきを追おった。

　シーツ三枚分の垂れ幕。大きさは十分だったはずだ。

「窓まど側の席に元もと居い候そうろう娘むすめが座っている確かく率りつは低い。恐おそらく徒労だ」

　龍りゆう之の介すけが制服の汚れを気にしている。白いシャツには赤や黄色の塗と料りようが付着していた。

「赤あか坂さか君はどうしてそういうことを言うのよ」

　七なな海みが怒っている。でも、おでこに絵の具をつけた間ま抜ぬけな顔では全然恐こわくない。

「聞き流してあげなよ。目ぇ覚ましてからは、龍之介も手伝ったんだからさ」

　ズボンに跳はねた絵の具を手で仁じんが払はらう。でも、その程てい度どで取れるものじゃない。それどころか、手にも絵の具がついていたせいで、余よ計けいに被ひ害がいは広がっている。

　そんな有様の自分に呆あきれたのか、仁が肩かたをすくめた。

　画材を片付けながら、なんとなく顔を見合わせると、全員酷ひどい姿すがただった。顔や手、制服のあちこちに絵の具がついていて、やけにカラフルだ。

　お互たがいの顔を見て、一いつ斉せいに吹ふき出す。

　どうなることかと思ったけど、やってよかった。こういうとき、美み咲さきの発想と行動力にはほんと驚おどろかされるばかりだ。

　その美咲はというと、もうリタを乗せた飛行機は行ってしまったというのに、一枚残ったシーツにまだ何かを描かいている。

「美咲先せん輩ぱいも片付けてください」

「あたしの力作を見てよ！　垂たれ幕まくはこっちの方がよかったと思うんだよね！」

　張はり切って美咲が持ち上げたシーツには『常じよう勝しよう』と書かれている。

「俺おれらはインターハイの常連チームですか！　てか、シーツを無む駄だにしないで！」

「これ、全部こーはいくんの部屋から持ってきたやつだから大だい丈じよう夫ぶだよ！」

　全身絵の具まみれの宇宙人が笑っている。

「今日から『常勝』に抱だかれて眠ねむれるな、空そら太た」

「よかったね、神かん田だ君」

「他ひ人と事ごとだと思って言いたい放題だな！」

　そうこうしているうちに、片付けは終わった。

「さて、せっかくだからなんか食って帰るか？」

　荷物を持った仁じんが真っ先に歩き出す。

「あたし、今日はお好み焼きを食べたい気分だな〜」

　それにサンタクロース状じよう態たいの美み咲さきが続いた。

「食べるのはいいですけど、広島に行くのはなしにしてくださいよ」

　七なな海みがしっかり釘くぎを刺さす。

「わかったよ、ななみん！　ななみんの故こ郷きよう！　大阪で我が慢まんするも〜ん！」

「それもダメです！」

　今から車で八時間の旅はしんどい。いや、飛行機でひとっ飛びする気だろうか。

　無言で龍りゆう之の介すけも中へと戻もどっていく。

「椎しい名な、行くぞ」

　飛行機が飛び去ったあとも、ましろはずっと空の彼方かなたを見つめていた。

「椎名？」

「…………」

「一いつ緒しよに帰りたかったのか？」

　ましろが小さく首を横に振ふる。

「行こうぜ、置いてかれる」

　背せ中なかを向けて歩き出す。

「空太」

　振り向くと、綺麗な顔を絵の具で汚したましろが夕日の真ん中に立っていた。

「どうした？」

　空太が聞くと、ましろは両手を胸むな元もとに重ねた。それから、

「この辺がおかしいの」

　と言って、空太の視線から逃にげるように目を逸そらした。

「とくん、とくんいってる……さっきから」

「さっきって？」

　俯うつむいたまま、ましろが上うわ目め遣づかいで見てきた。

「空太にいくなって言われて」

「なっ！　あ、あれはだな！」

「空そら太たにぎゅってされてから」

「うわああっ！　それこそ忘れてくれ！」

　全身からじわっと汗あせが出る。気持ちまで否ひ定ていする気はないけど、発ほつ端たんが勘かん違ちがいだっていうのがなんとも恥はずかしい。

「ほんと頼たのむから忘れて！　お願いだから！」

　空太は何度も同じ言葉を続けて、必死に頼たのみ込んだ。

　なのに、ましろの答えは、

「無理よ」

　だった。

「そこをなんとか！」

　これから毎日どんな風にましろと顔を合わせればいいのだろう。今まで無意識の下に隠かくしてきたものをさらけ出してしまったというのに。

「まだ残ってるもの」

　言いながら、祈るようにましろが目を瞑つぶる。

「な、なにが？」

「空太の声が耳元に」

　これ以上は聞いていられない。回れ右をしてダッシュで走り去りたい。

「空太の身体の感かん触しよくも」

「な、生々しい言い方をするな！」

　動どう揺ようしまくる空太の前で、ましろは少し不安そうな顔をしている。いつもは何があっても揺ゆらがない瞳ひとみがわずかに揺らいでいる。

「わたし、どうしちゃったんだろう」

「ど、どうしたって……」

　心細いのか、ましろが胸むな元もとに当てた両手をぎゅっと握にぎった。

「ねえ、空太」

「な、なんでしょう」

「これって……」

　伏ふし目がちのましろの頬ほおが赤い。それは夕日のせいばかりではないような気がする。

「し、椎しい名な？」

　別の言葉を口にしようと思ったのに、ただ名前を呼ぶことしかできなかった。その空太を、ましろがじっと見つめている。

　それでまた、空太の脳のうは冷静から遠のいた。

「……」

　一瞬訪おとずれた沈ちん黙もくは、耐たえがたい緊きん張ちよう感かんをはらんでいて、空そら太たは生なま唾つばを飲み込こんだ。けど、そんなことをしても高鳴る鼓こ動どうは治おさまらないし、今さらましろも止まらない。

「これって……」

「……椎しい名な」

「もしかして……」

「……」

　もう喉のどが渇かわき切って声すらでなかった。

　言葉の続きを、ましろの薄うすい唇くちびるが奏かなでようとしている。丁度そのとき、滑かつ走そう路ろを駆かけ抜ぬけた飛行機が、轟ごう音おんを上げながら飛び立っていった。

　ましろが何か言った。

「……」

　なのに、声が聞こえない。唇の動きからして、たぶん二文字。その短い言葉は、ジェットエンジンの音に掻き消されてしまった。

　それでも、空太の全身はかっと熱を帯び、脳は沸ふつ騰とうして、目の前は真っ白になった。

　ましろの唇は、

　──コイ

　と空太に告げていたような気がしたから……。







　あとがき







　なんだかんだで、この「さくら荘そうのペットな彼女」の三巻かんが、記念すべき十一冊さつ目めの本となったようです。どの辺が記念すべきなのかは気にしないでください。

　単に、十冊目のときに話題にし損ねただけです……。

　仕方がないんです。別に十冊目だろうが、ファンファーレが鳴って誰だれかがお祝いをしてくれるわけでもありませんし、作家レベルがある一定に達して、クラスチェンジするわけでもありません。

　地味〜に、昨日の続きの今日がやってくるだけなのです。

　世の中はだいだいそんな感じです。そんな風にできているんです。そうやって、歳としを取って、いつのまにか、若者からおっさんになっていくわけなので、今はまだ若い皆みなさんもご注意ください。

　宇う宙ちゆうから見た地上に国こつ境きよう線せんなんて見えないように、若者とおっさんの境界線なんて目には見えませんから。知らない間に跨またいでるわけですよ、これが……。恐こわい恐い。




　一体、お前は何を言ってるんだという感じになってきたので、無理やりに話をまとめておきますと、こうして本を出せるのも、あとがきで意味不明な話ができるのも、読者の皆様方のおかげだということです。感かん謝しやしております。今後ともよろしくお願いします。




　次回、四巻はたぶん寒い時期の発売になるかと思います。

　文化祭も開かい催さいされ、ようやく（？）学園ものらしい雰ふん囲い気きになるかもしれません。ならないかもしれません……。

　卒業まで残された時間の短い三年生たちに、何か起こりそうな予感がします。もちろん、空そら太たとましろの関係も、日々変化していくでしょう……というのは、すべて予定なので、実際、どうなるかは、四巻で確たしかめていただけたらと思います。




　今回は、ポスター用のイラストまで描かいていただきまして、溝みぞ口ぐちケージ様には感謝しております。大きめのましろを書店等で見かけましたら、皆様、じっくり眺ながめてあげてください。

　また、担当編集の荒あら木き様には、色々とご迷めい惑わくをおかけしました。

　では、また次巻でお会いできることを信じて……。





鴨かも志し田だ一はじめ









鴨かも志し田だ一はじめ

１９７８年４月11日誕生。神奈川県出身の左利き。最近物忘れが激しくて困っている。

アレをしているうちにコレを忘れ、コレをしているうちにアレを忘れる始末。

誰か助けてください。
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溝みぞ口ぐちケージ

ペットと言えば、近くに住む友人のイラストレーターここのかさんが、もう２年もペットを飼う飼う詐欺してるので僕はそろそろ限カイらばーず。早く愛でさせてください。








電撃文庫

さくら荘そうのペットな彼かの女じよ３






鴨かも志し田だ一はじめ
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